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第
一
意
で
述
べ
た
よ
う
に
、
部
道
府
県
農
地
委
且
会
の
行
っ
た
訴
願
政
決
事
務
は
、
農
地
委
貝
会
と
い
う
機
柵
を
通
じ
た
川
家
政
鞭
の
突
現
過
樫
の
一
環
で
あ
り
、
政
莱
実
施
の
た
め
の
調
縦
活
動
だ
っ
た
と
把
掘
し
う
る
。
こ
の
訴
願
裁
決
は
、
戦
前
期
か
ら
訴
願
シ
ス
テ
ム
を
一
般
的
に
規
定
し
て
い
た
訴
願
法
に
よ
る
も
の
で
な
く
、
市
町
村
農
地
委
瓜
会
へ
の
異
議
巾
立
を
巾
立
要
件
と
す
る
綿
密
な
政
策
点
検
シ
ス
テ
ム
の
一
環
を
形
成
し
て
い
た
。
素
人
委
瓜
に
よ
る
早
急
か
つ
人
斌
の
計
画
立
案
は
、
戦
後
の
激
し
い
人
の
移
動
と
相
ま
っ
て
か
な
り
の
過
誤
の
発
生
を
予
想
さ
せ
た
。
こ
の
よ
う
な
過
誤
の
修
正
を
当
耶
者
側
身
の
巾
立
（
ｌ
民
主
化
政
簸
）
を
契
機
と
し
て
遂
行
し
よ
う
と
し
た
の
が
訴
願
手
続
で
あ
っ
た
。
本
章
で
は
、
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
香
川
県
の
訴
願
処
理
を
分
析
す
る
が
、
こ
れ
を
行
う
前
提
と
し
て
、
香
川
県
に
お
け
る
農
地
改
革
の
特
徴
と
秀
川
以
股
地
委
員
会
の
組
織
形
態
に
つ
い
て
概
観
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
こ
こ
で
（Ｉ） 
は
、
第
一
節
で
こ
の
点
を
検
討
し
、
そ
の
後
に
第
二
節
で
訴
願
内
杼
に
つ
い
て
分
析
す
る
こ
と
と
す
る
。
香
川
県
は
、
戦
前
、
一
九
二
○
年
代
の
初
頭
か
ら
小
作
争
議
を
多
発
さ
せ
た
先
進
的
大
小
作
争
議
地
帯
で
あ
り
、
こ
れ
を
背
最
と
し
て
全凶的農民組合組織、然産政党の影響力がきわめて大きな県であった。このため、二○年代後半に、大規模な弾圧を
第二章農地改並事業の調整過栂ｌ訴馴処醜の検討
法
学
志
林
一
三
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小
括
お
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に
第
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ま
ね
き
、
公
式
に
は
、
農
民
組
合
組
織
、
無
産
政
党
組
織
は
姿
を
消
す
が
、
木
端
レ
ベ
ル
で
の
腱
氏
迎
勁
の
気
迎
は
残
り
続
け
、
三
○
年
（２） 
代
以
降
も
地
主
の
支
配
力
は
確
実
に
後
退
し
て
い
っ
た
。
ま
た
、
香
川
県
で
は
、
甘
土
料
と
言
わ
れ
る
慣
行
小
作
権
が
県
下
一
粧
祁
に
存
在
（３） 
し
、
こ
れ
が
農
民
運
動
に
よ
っ
て
さ
ら
に
強
化
さ
れ
て
い
き
、
戦
後
に
い
た
る
。
こ
の
慣
行
小
作
権
の
強
化
も
確
実
に
地
主
の
支
配
力
を
後
退
さ
せ
て
い
っ
た
。
農
地
改
革
は
、
こ
の
よ
う
な
小
作
人
の
発
言
力
の
大
き
さ
を
背
景
に
か
な
り
徹
底
し
て
行
わ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る。香川県は、先述したように、農地改革にあたって入城の若手職員を採用しこれらの職員が熱意をもって第一線で
指
導
に
あ
た
る
が
、
こ
の
よ
う
な
蒜
い
職
且
の
指
導
が
徹
底
的
に
い
き
わ
た
る
ほ
ど
、
在
地
レ
ベ
ル
で
の
小
作
農
氏
の
発
言
力
が
大
き
か
っ
た
こ
と
に
注
目
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
こ
れ
ら
農
地
課
職
貝
の
面
接
指
導
を
う
け
た
市
町
村
農
地
委
且
会
の
評
記
の
年
齢
も
き
（４） 
わ
め
て
若
く
、
そ
の
大
半
は
二
○
代
で
あ
り
、
こ
う
し
た
若
い
墾
凹
記
が
大
き
な
発
言
力
を
も
ち
え
た
の
も
、
同
様
の
背
景
に
よ
る
。
ここで、農地改革期の農民組合の状況についてみてみると、農地改革が本格化する四七年六月時点で、全県三市一
六
二
町
村
に
お
い
て
市
町
村
地
区
単
位
の
組
合
数
は
一
四
九
を
数
え
、
組
合
員
数
は
総
戸
数
八
万
七
○
○
八
戸
に
対
し
五
万
八
六
七
八
名
（５） 
を数える（芥川県庁諜類「農地調鞭」による）。これら紐へ口の主要な指導者は、戦前来の農民運動の担い手であり、地位
組
合
の
う
ち
で
日
本
農
民
組
合
に
組
織
さ
れ
な
い
単
独
組
合
は
、
わ
ず
か
一
五
で
そ
れ
以
外
は
す
べ
て
日
股
文
部
の
形
を
と
っ
て
い
た
。
そして、これら組合が、「農地問題には極めて獄極的に協力を示」す（「農地調糀」）ことによって香川県農地改革は他
県
に
較
べ
、
か
な
り
徹
底
し
た
も
の
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
この「徹底性」の指標はいくつかあるが、一つに市町村農地委員会の会長の出身階層の問題がある。香川県では、
四
六
年
一
二
月
二
○
日
に
市
町
村
農
地
委
員
選
挙
が
行
わ
れ
、
こ
の
選
単
結
果
を
う
け
委
員
の
互
選
で
会
長
が
選
出
さ
れ
た
。
こ
の
会
長
の
川
身
階
掴
を
見
る
と
、
そ
の
半
数
が
小
作
隣
層
川
身
で
、
つ
い
で
自
作
階
層
と
な
り
、
地
主
階
層
川
身
の
会
長
を
み
る
市
町
村
数
は
岐
股
地
改
縦
波
の
柵
造
（
二
・
光
）
（
川
Ｕ
一一一
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法
学
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暇
ｙ
 
少
と
な
っ
て
い
る
。
金
川
的
に
は
、
地
主
、
、
作
へ
小
作
の
川
に
川
身
者
が
多
く
分
布
し
て
い
る
か
ら
、
秀
川
の
場
合
は
、
そ
れ
と
全
く
（６） 
逆
で
い
か
に
小
作
階
層
出
身
の
会
長
が
多
か
っ
た
か
が
わ
か
る
。
次
に
、
農
地
改
革
事
業
の
中
で
認
定
買
収
と
し
て
行
わ
れ
た
農
業
用
宅
地
買
収
に
つ
い
て
み
て
み
よ
う
。
こ
の
買
収
は
、
あ
る
程
度
は
宅
地
の
展
開
度
合
い
、
農
地
と
の
関
係
と
い
っ
た
条
件
に
も
左
右
さ
れ
る
が
、
荘
本
的
に
は
、
県
農
地
課
、
市
町
村
農
地
委
貝
会
の
穣
極
的
な
蔵
凪
が
な
け
れ
ば
進
腿
し
な
い
。
呑
川
雌
に
つ
い
て
こ
れ
を
み
て
み
る
と
、
Ⅱ
○
年
‐
木
ま
で
に
符
皿
換
を
含
ん
で
三
○
三
万
Ⅲ
○
○
○
坪
が
買
収
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
介
川
の
腿
梁
川
宅
地
別
収
而
仙
の
三
・
六
％
に
あ
た
り
、
香
川
県
の
胤
地
圃
収
而
枇
が
金
川
の
一
・
二
％
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
棚
め
て
商
い
比
串
で
農
業
川
宅
地
の
認
定
凹
収
が
な
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
農
地
貿
収
は
、
そ
の
多
く
が
法
律
上
機
械
的
に
買
収
が
な
さ
れ
る
「
当
然
買
収
」
で
あ
る
の
に
対
し
、
認
定
買
収
は
、
市
町
村
農
地
委
貝
会
の
意
思
が
前
面
（７） 
に
で
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
農
地
買
収
の
一
二
倍
の
比
率
で
農
業
用
宅
地
買
収
が
な
さ
れ
た
こ
と
は
特
筆
す
べ
き
こ
と
と
い
っ
て
い
い
。
宅
地
買
収
を
通
し
て
み
た
香
川
県
農
地
改
革
の
徹
底
度
は
明
白
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
改
革
の
過
程
で
各
県
に
お
い
て
保
有
面
積
（８） 
を
概
力
少
な
く
し
、
保
何
限
庇
内
の
胆
皿
に
つ
い
て
も
地
主
に
圃
収
を
汕
岬
め
さ
せ
よ
う
と
す
る
「
全
而
開
放
」
迎
勁
が
お
こ
っ
た
が
、
芥
川
で
も
こ
れ
が
さ
か
ん
に
腿
川
さ
れ
た
。
「
胆
地
買
収
火
紬
炎
」
に
よ
れ
ば
、
買
収
小
作
地
而
馴
の
巾
で
、
保
有
限
度
内
股
川
の
買
収
を
示
す
「
地
狛
が
巾
し
川
た
農
地
の
う
ち
小
作
地
で
あ
っ
た
も
の
」
の
し
め
る
比
率
を
み
る
と
、
全
国
平
均
が
五
・
四
％
で
あ
る
の
に
対
し
、
（９） 
香
川
県
は
、
九
・
○
％
と
極
め
て
高
い
。
そ
も
そ
も
、
香
川
県
は
、
耕
地
而
穣
の
狭
小
性
、
中
小
地
主
の
堆
穣
を
特
徴
と
し
、
こ
こ
か
ら
小
作
地
の
八
割
を
買
収
す
る
と
い
う
改
革
の
目
標
達
成
の
た
め
に
は
、
保
有
限
度
を
全
国
平
均
－
－
町
歩
ｌ
よ
り
は
る
か
に
狭
い
六
反
歩
（
鳥
蝋
部
は
三
反
歩
）
に
、
保
有
地
と
自
作
地
を
合
わ
せ
た
場
合
の
限
度
を
二
町
歩
ｌ
全
国
平
均
三
町
歩
ｌ
に
ま
で
引
き
下
げ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
が
、
こ
れ
自
休
鮒
〃
な
股
比
迎
助
に
支
え
ら
れ
て
は
じ
め
て
災
現
し
た
も
の
で
あ
り
、
地
主
に
保
、
六
反
歩
を
承
服
さ
せ
た
力
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は、同時に保有限度内買収、全面開放へといたらせた力でもあった。
い
ま
ひ
と
つ
、
農
地
調
整
法
九
条
三
項
に
よ
る
土
地
賃
貸
借
の
解
除
解
約
手
続
を
み
て
み
よ
う
。
香
川
県
で
は
、
四
七
年
六
月
か
ら
四
八
年
六
月
ま
で
の
間
に
許
可
申
請
件
数
は
八
六
七
件
に
と
ど
ま
り
、
こ
の
数
は
全
国
の
申
請
件
数
の
○
・
六
％
に
過
ぎ
ず
、
買
収
面
積
の
比率に比してかなり少ない（「農地改革資料集成」第二巻八五四頁以下による）。｜万で、許可決定にいたった率は四七
年
こ
そ
四
割
線
度
で
全
国
の
そ
れ
が
六
割
近
い
こ
と
を
考
え
る
と
か
な
り
低
い
と
い
え
る
が
、
四
八
年
に
い
た
っ
て
急
激
に
高
ま
り
、
実
に
九
六
％
の
数
値
を
示
し
、
四
九
年
に
い
た
っ
て
も
九
九
％
と
異
粥
な
高
さ
を
示
す
。
こ
の
こ
と
は
、
香
川
蝿
で
は
、
四
七
年
に
県
当
局
が
厳
し
い
姿
勢
を
示
し
て
許
可
率
が
低
く
な
っ
た
こ
と
を
う
け
て
、
四
八
年
以
降
許
可
巾
調
自
体
が
厳
選
さ
れ
確
実
に
許
可
さ
れ
る
も
の
の
み
が
申
請
さ
れ
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
、
件
数
が
少
な
い
の
も
こ
の
た
め
で
あ
り
、
こ
こ
に
は
、
地
主
の
土
地
引
き
上
げ
に
厳
絡
な
香
川
県農地改革のあり方が示されていた。
次
に
、
県
農
地
委
員
会
の
組
織
を
み
て
み
よ
う
。
県
農
地
委
員
選
挙
が
行
わ
れ
た
の
は
、
四
七
年
二
月
二
五
日
。
香
川
で
は
、
選
挙
区
を
高
松
巾
を
境
に
東
西
二
区
に
わ
け
投
票
を
行
い
、
二
○
名
の
委
員
（
地
主
六
、
自
作
四
、
小
作
一
○
）
に
対
し
、
三
○
名
が
立
候
補
す
る
と
い
う
状
況
の
下
で
委
且
選
単
が
行
わ
れ
た
。
選
単
結
果
を
み
る
と
、
小
作
委
貝
一
○
名
、
ｎ
作
委
貝
四
名
は
余
風
が
農
民
組
合
貝
で
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
社
会
党
に
所
属
し
て
い
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
選
出
委
員
と
は
別
に
知
鞭
の
選
任
に
よ
る
中
立
委
員
も
、
五
名
中
三
名
が
農
民
組
合
員
で
あ
っ
た
。
こ
の
結
果
を
う
け
て
、
四
七
年
三
月
三
一
日
第
一
回
の
県
農
地
委
員
会
が
開
催
さ
れ
た
。
市
町
村
農
地
委
員
会
の
場
合
、
第
一
回
の
会
議
で
は
は
じ
め
に
会
長
が
選
出
さ
れ
る
の
だ
が
、
県
農
地
委
員
会
の
場
合
は
、
法
制
度
上
会
長
に
は
知
事
が
就
任
す
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、
県
農
地
部
を
統
轄
す
る
行
政
機
関
の
長
が
無
条
件
に
会
長
に
な
る
と
い
う
点
に
第
一
章
で
述
べ
た
、
市
町
村
農
地
委
員
会
と
の
非
系
統
性
の
一
端
が
み
ら
れ
る
。
も
っ
と
も
、
県
農
地
委
員
会
議
事
録
を
み
る
と
、
会
長
は
、
他
の
公
務
の
多
忙
さ
か
農
地
改
砿
法
の
構
造
（
二
・
先
）
（
川
Ｕ
五
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四
七
年
五
月
五
日
に
開
催
さ
れ
た
第
三
回
県
農
地
委
員
会
は
、
中
央
農
地
委
員
会
の
審
議
結
果
を
う
け
て
農
地
買
収
対
価
に
占
め
る
甘
土
料
の
比
率
、
地
主
保
有
面
積
等
を
決
定
し
た
。
甘
土
料
に
つ
い
て
は
、
こ
の
慣
行
が
地
主
の
歓
迎
す
る
も
の
で
な
く
、
従
来
か
ら
こ
れ
を
「
禁
止
」
な
い
し
「
無
視
」
し
て
き
た
地
主
も
存
在
し
た
か
ら
、
農
地
買
収
対
価
に
こ
れ
を
反
映
さ
せ
る
か
ど
う
か
は
極
め
て
デ
リ
ケ
ー
ト
な
問
題
で
、
中
央
農
地
委
貝
会
の
決
定
を
必
要
と
し
、
県
農
地
委
員
会
は
、
中
央
農
地
委
貝
会
が
廿
土
料
を
買
収
対
価
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
を
決
定
し
た
こ
と
を
う
け
て
地
主
・
小
作
分
収
率
の
算
定
方
法
を
決
定
し
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
具
体
的
な
地
価
の
分
割
－
１
「底土」価絡と「甘土」価格の分割－１は、市町村農地委員会が決定するものの、Ⅱ土価格は、総地価の一○％から
（吃）
一二○％の範囲になければならないとなっている。この問題は、後述するように、地主層の強い反発を招き、買収対価
についての訴願が多発するという事態にいたるが、いずれにせよ、県農地委員会は、甘土慣行を「従来一種の財産権
と
し
て
」
認
め
ら
れ
て
き
た
と
判
定
し
、
農
地
改
革
上
こ
れ
を
正
当
な
権
利
と
し
て
認
め
る
こ
と
を
決
定
し
た
の
で
あ
る
（
県
農
地
委
員
会議那録）。また、六月九日には、第四回委貝会が開樅されているが、ここでは、先述した桶家葆を会長代理とする事
法
学
志
林
第
九
十
一
巻
節
一
号
一ハ
ら
欠
席
し
て
い
る
場
合
が
多
く
、
多
く
の
会
議
で
は
、
小
作
選
川
委
貝
の
桐
家
葆
が
会
長
代
理
と
し
て
巡
行
の
征
に
あ
た
っ
て
お
り
、
こ
（皿）
の点にも小作階層の発一一一一口樅の大きさが見いだせる。この第一回会議では、議事規則が決定されるとともに、第一回買
収
計
画
の
承
認
が
行
わ
れ
た
。
以
後
、
県
農
地
委
員
会
は
、
全
国
レ
ベ
ル
で
設
定
さ
れ
た
買
収
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
対
応
し
て
開
催
さ
れ
て
い
く
が
、
こ
の
開
催
日
程
は
、
全
国
的
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
合
わ
せ
て
県
農
地
委
員
会
の
書
記
Ⅱ
事
務
局
が
県
農
地
課
と
の
連
絡
の
上
で
設
定
し
各
委
只
に
通
知
を
Ⅲ
す
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
も
っ
と
も
、
香
川
県
で
農
地
買
収
が
本
格
化
す
る
の
は
、
四
七
年
一
○
月
の
第
三
（Ⅲ） 
回
買
収
以
降
の
こ
と
だ
か
ら
、
そ
れ
以
坐
川
に
開
催
さ
れ
た
股
地
委
員
会
は
、
賀
収
売
渡
の
た
め
の
組
織
の
整
備
を
中
心
と
し
て
い
た
と
いっていい。
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ついで、六月三○日開催の第五回委員会では、県農地委員会規程の制定と特別委貝会の設置が決定された。まず、
（旧）
規程であるが、規程は八ケ条からなり、委員〈雪の職務内容、委員構成、書記の地位等を規定するが、注目すべきは、
第七条で、それによると委員会には委員、書記以外に会長が任命する幹事をおくことになっている。この幹事という
のは、県農地課農地委貝会係をはじめとする県職貝のことであり、これを会長たる知事が柾命することにより、県レ
ベ
ル
で
作
成
し
た
農
地
改
革
プ
ラ
ン
を
そ
の
ま
ま
県
農
地
委
且
会
に
持
ち
込
み
実
施
さ
せ
る
制
度
的
ル
ー
ト
が
設
定
さ
れ
て
い
た
。
た
し
かに、規程をみる限りでは、県職員は、委員の有しているような決定権はもっていない。しかし、第一章でみたよう
に、県農地委員の活動の多くは、自主判断の余地を極めて狭いものとされており、法令・通達の解釈という形によっ
て農地委員の判断の伜付けを行いうる県職員が、県農地委員会に制度的に関与し意見陳述ができることは、実質的に
は、県農地委員会の活動を大幅にコントロールすることになることは容易に想像できる。
一方、特別委貝会の設侭は、以後の県農地委瓜会の活動を刀向付けたといっていいほど而要なものであった。資料
によると、特別委員会は、第一から第三まで三つ設悩された。第一特別委員会は、訴願の処理を征務として委員数一
○名、第二特別委員会は、開拓関係を任務として委員数七名、第三特別委員会は、「その他」を処理することとして
委員数八名と決められ、二五名の委員全員が階層構成への配慮を前提にどれかひとつに割り振られた。これら特別委
員会の活動を議事録に即してみてみると、重要性をもったのは第一と第三であったといえる。第一特別委員会は、県
農地委員会長代理となった福家葆を議長とし、人数ももっとも多く有する等、その存在が当初から亜祝されていたこ
鯉
地
蝋
如
法
の
櫛
造
（
二
・
光
）
（
川
旦
上
えられる。
が決定されている。こうした一巡の流れは、全体として、小作屑主導型の県股地委員会のあり方を示唆するものと者
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耶
務
に
つ
い
て
の
腿
地
委
且
会
の
自
主
判
断
の
幅
を
樋
力
狭
く
す
る
必
要
が
あ
る
一
万
で
、
強
力
な
所
行
樅
抑
制
の
正
当
性
を
抓
保
す
る
た
め
に
は
農
災
代
表
で
構
成
さ
れ
た
委
員
会
組
織
が
計
画
を
作
成
、
碓
定
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
結
果
、
各
級
農
地
委
瓜
会
は
、
す
べ
て
の
土
地
を
チ
ェ
ッ
ク
し
選
別
す
る
と
い
う
包
括
的
作
業
Ⅱ
計
画
作
成
と
い
う
基
幹
事
務
に
つ
い
て
は
個
別
当
事
者
の
意
思
を
直
接
に
は
問
題
と
し
な
い
が
ゆ
え
に
県
職
員
、
書
記
に
依
存
す
る
形
で
き
わ
め
て
形
式
的
、
事
務
的
に
関
与
す
る
こ
と
と
な
っ
た
の
に
対
し
、
そ
の
よ
う
な
包
捌
的
作
業
の
結
果
と
し
て
事
後
的
な
い
し
個
別
的
に
発
生
し
て
く
る
混
乱
や
紛
争
に
つ
い
て
は
、
農
民
代
表
た
る
農
地
委
員
会
が
綿
桝
に
鋼
論
し
検
討
し
な
い
こ
と
に
は
、
当
叩
打
を
紬
得
さ
せ
汁
凹
の
派
当
性
を
机
係
す
る
邪
が
不
可
能
と
な
る
。
市
町
村
鵬
地
委
ｕ
会
の
吻
合
は
、
そ
れ
で
も
個
別
当
瓢
折
の
馴
仙
を
知
っ
て
い
る
謝
紀
や
委
口
に
よ
っ
て
立
案
瀞
識
さ
れ
る
だ
け
に
、
右
の
よ
う
な
二
つ
の
（旧）
事
務
の
密
度
の
差
異
は
机
対
的
に
小
さ
か
っ
た
が
、
県
農
地
委
員
会
の
場
△
口
は
、
市
町
村
農
地
委
員
会
よ
り
当
事
者
か
ら
の
距
離
が
は
る
か
に
大
き
く
、
そ
の
結
果
、
審
議
密
度
の
差
異
は
き
わ
め
て
明
瞭
に
現
れ
た
。
こ
う
し
て
県
農
地
委
員
会
は
、
市
町
村
農
地
委
員
会
と
の
系
統
性
の
根
幹
を
県
農
地
部
に
委
ね
つ
つ
、
買
収
売
渡
計
画
の
最
終
的
調
耀
活
動
に
そ
の
主
力
を
注
い
で
い
く
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
次
に
、
訴
願
分
析
に
先
立
ち
、
第
一
特
別
委
ｕ
会
の
体
制
を
概
観
し
て
お
く
こ
と
と
し
よ
う
。
節
一
特
別
委
且
会
の
メ
ン
バ
ー
は
、
先
述
の
柵
家
を
論
及
と
し
、
階
肘
柵
成
と
し
て
は
、
小
作
四
、
地
兆
二
、
自
作
二
、
Ⅲ
祓
二
と
い
（胴）
う
形
を
と
っ
た
。
邦
一
回
特
別
委
風
会
の
瀬
馴
録
に
よ
る
と
、
法
祁
規
定
上
訴
願
提
起
か
ら
二
○
日
以
内
に
哉
決
せ
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
か
ら
、
「
凧
Ⅲ
と
し
て
書
面
涛
査
」
に
よ
り
「
複
雑
な
も
の
は
現
地
調
査
」
で
処
理
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
現
地
調
査
は
、
地
主
一
名
、
小
作
一
名
の
「
地
区
担
任
委
員
」
と
県
職
員
一
名
が
行
う
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
議
事
録
に
即
し
て
、
具
体
的
な
審
議
方
法
を
み
て
み
る
と
、
は
じ
め
に
県
の
農
地
委
員
会
係
（
高
木
直
義
）
が
提
起
さ
れ
た
案
件
に
つ
き
、
提
起
内
容
及
び
市
町
村
農
地
委
員
会
の
異
識
申
立
に
対
す
る
決
定
の
要
胃
を
「
朗
読
」
す
る
。
そ
の
後
、
議
長
の
進
行
で
辮
識
に
は
い
る
が
、
訴
願
人
、
巾
町
村
農
地
委
貝
会
の
代
表
（
会
長
鯉
地
改
軟
法
の
柵
造
（
弐
・
光
）
（
川
Ⅱ
）
九
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法
学
韮
心
林
第
九
十
一
巻
第
一
号
一○
な
い
し
諜
記
）
が
川
席
し
て
い
る
の
が
原
則
で
、
こ
れ
ら
の
者
に
意
見
が
求
め
ら
れ
、
そ
の
後
に
各
委
員
が
発
言
す
る
。
事
業
に
よ
っ
て
訴
願
人
が
欠
席
し
て
い
る
ケ
ー
ス
が
あ
る
が
、
こ
の
場
合
に
は
、
農
地
対
価
関
係
墾
基
細
点
が
明
白
な
と
き
に
は
そ
の
ま
ま
裁
決
し
て
い
る
が
、
そ
う
で
な
い
場
合
に
は
保
冊
に
な
っ
た
り
現
地
調
査
が
決
定
さ
れ
た
り
す
る
こ
と
が
多
い
。
ま
た
、
現
地
調
査
は
、
こ
う
し
た
ケ
ー
ス
だ
け
で
な
く
事
冊
の
獅
雁
さ
が
雌
定
さ
れ
た
場
合
に
も
広
く
行
わ
れ
た
。
識
事
録
全
休
を
通
じ
て
、
と
く
に
時
期
が
後
に
な
る
ほ
ど
一
度
の
辮
議
で
裁
決
で
き
ず
、
事
情
の
複
雑
性
を
考
慰
し
て
現
地
調
査
が
決
め
ら
れ
る
こ
と
が
め
だ
っ
て
く
る
。
こ
の
こ
と
は
、
後
述
す
る
ように、四八年以降取下事件が蝋大することとも関連する。仙障杯省統計をみると、香川県は、「再調」（現地調査の上
再
審
議
）
件
数
が
一
○
○
件
を
こ
す
県
が
全
国
で
近
県
し
か
な
い
な
か
で
一
○
九
件
と
著
し
く
多
く
、
県
庁
資
料
か
ら
も
「
再
調
」
は
一
○一件まで確認できることから、「再調」－（曳地調査事件がかなり多い県であったことはまちがいない。
こ
う
し
た
体
制
の
上
で
、
訴
願
処
理
を
し
て
い
く
の
だ
が
、
そ
の
際
、
議
長
と
県
職
員
が
は
た
し
た
役
割
は
大
き
い
。
県
職
員
は
、
議
事
録
に
よ
る
と
、
事
業
説
明
、
条
文
説
明
を
行
う
県
農
地
委
員
会
係
の
職
員
一
名
（
高
木
直
義
）
の
ほ
か
、
農
地
課
長
大
西
保
英
、
農
地
委
員
会
係
主
任
潮
江
清
一
が
出
席
し
、
議
事
進
行
上
敢
要
な
発
言
を
行
っ
て
い
る
。
第
一
特
別
委
員
会
開
催
は
、
訴
願
裁
決
日
稗
と
の
関
係から事務局が日時を決め各委只に通知して行うので、どの会議をみても二、三名は欠席しており、全委員出席とい
う
例
は
な
い
が
、
出
席
状
況
が
そ
う
で
あ
っ
て
も
議
長
と
職
員
は
審
議
前
に
打
ち
合
わ
せ
を
行
い
、
審
議
方
向
を
協
議
し
て
審
議
に
臨
ん
（Ⅳ） 
だ
の
で
大
き
な
混
乱
は
仮
じ
て
い
な
い
。
議
事
録
に
は
、
県
職
瓜
の
協
力
を
』
え
な
が
ら
議
長
が
明
快
に
見
解
を
表
川
し
、
栽
決
に
導
い
て
い
る
例
が
い
く
つ
も
あ
る
。
こ
う
し
た
体
制
に
よ
っ
て
、
群
議
結
果
が
で
る
と
き
に
は
、
委
且
間
で
意
見
の
対
立
が
み
ら
れ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
議
事
録
を
み
る
限
り
決
定
内
容
に
反
対
す
る
意
見
が
で
た
ケ
ー
ス
は
一
件
の
み
で
、
他
は
す
べ
て
全
員
一
致
で
決
定
を
み
ている。
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訴
願
扱
決
の
分
析
に
は
、
訴
願
提
起
皿
Ⅲ
Ⅱ
争
点
の
分
瀬
が
不
可
欠
で
あ
る
。
そ
こ
で
ま
ず
は
じ
め
に
、
個
々
の
争
点
を
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
る
か
に
つ
い
て
考
察
し
よ
う
。
農
地
改
革
法
上
、
都
道
府
県
農
地
委
員
会
の
訴
願
に
か
か
っ
て
く
る
も
の
は
、
大
別
し
て
自
作
農
創
設
特
別
措
置
法
七
条
（
農
地
買
収
計
画
に
対
す
る
訴
願
以
後
、
「
七
条
」
と
略
）
、
同
一
五
条
（
宅
地
、
建
物
、
農
業
用
施
設
買
収
計
画
に
対
す
る
訴
願
以
後
、
．
五
条
」
と略すと川時に同訴願は価巾に「宅地買収」訴願と呼ぶ）、同一九条（股地光波計画に対する訴願以後．九条」と略）、
脚地改砧法の柵造（二・兆）（川Ⅱ）
一一
ま
た
、
県
股
地
委
貝
会
識
取
録
を
み
る
と
、
訴
願
辮
諭
に
あ
た
っ
て
は
、
節
一
特
別
委
ｕ
会
識
長
が
瀞
識
結
果
を
棚
併
し
、
県
胆
地
委
ｕ
会
が
岐
終
的
決
定
を
下
す
と
い
う
形
を
と
っ
て
い
る
。
議
事
録
の
記
赦
で
は
、
第
一
特
別
委
貝
会
の
決
定
に
異
論
が
で
て
い
る
の
は
、
手
続
上
の
疑
義
か
ら
、
容
認
・
棄
却
の
判
断
を
す
べ
き
で
な
く
却
下
す
べ
き
だ
と
さ
れ
た
事
案
一
件
の
み
で
あ
り
、
他
は
す
べ
て
原
案
通
り承認されている。承認の際には、とくに容認の裁決については詳しい説明を求めているケースがみられるが、いず
れ
に
せ
よ
内
容
に
疑
義
を
呈
す
る
ケ
ー
ス
は
み
ら
れ
ず
、
ほ
と
ん
ど
波
乱
な
く
決
定
を
み
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
訴
願
蛾
決
は
、
尖
Ｈ
的
に
は
蛎
一
特
別
委
ｕ
会
で
決
せ
ら
れ
て
い
た
と
い
っ
て
い
い
。
以
上
の
よ
う
な
体
制
で
訴
願
奴
決
は
な
さ
れ
て
い
た
。
そ
こ
で
、
次
に
、
こ
の
こ
と
を
前
提
と
し
て
訴
願
処
皿
の
内
容
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
よ
う
。
第
二
節
訴
願
審
議
内
容
の
分
析
「
訴
噸
争
点
の
分
航
飛
地
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号
一一一
農地調整法附則三条六項（耕作権回復に関する訴願以後、「附則三条」と略）の四種類からなる。ここで問題になる
のは、農地改革の中心である農地の買収売渡に関する訴願であることはいうまでもなく、このような理由から注目す
べ
き
も
の
は
、
七
条
関
係
訴
願
の
争
点
類
別
、
く
わ
え
て
一
九
条
関
係
訴
願
、
附
則
三
条
訴
願
の
位
置
づ
け
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
そ
こで、まずはじめに七条関係訴願を取り上げよう。
本
稿
で
採
用
す
る
訴
願
に
対
す
る
視
角
は
、
先
述
し
た
よ
う
に
、
訴
願
を
第
一
次
的
に
市
町
村
農
地
委
員
会
を
介
し
て
行
わ
れ
た
国
家
政雄牢人農地制度改革の調諮過程とみなすというものであり、地主の抵抗という要素はこの調整が当事者の巾立を直接
の
契
機
と
し
た
と
い
う
限
り
で
配
慮
さ
れ
る
べ
き
調
粧
遂
行
上
の
歴
史
的
契
機
と
い
う
視
角
か
ら
処
理
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
考
え
る
な
ら
ば
、
訴
願
皿
川
の
類
別
も
、
ま
ず
は
農
地
改
革
の
論
理
体
系
の
上
に
位
樋
づ
け
ら
れ
ね
ば
な
ら
ず
、
地
主
の
動
向
は
こ
の
論
理体系に即した訴願処班を歴史的に解川する局面で配慮されるべき要素ということになる。
このような観点に立ったとき、訴願耶川の巾でまず注ｎされるのは、「使川ｎ脚的変耐亡、「現況北腱地」という争点、
即ち、対象地が農地改革の対象とならないことを問迩とする争点である。第一章でみたように、農地改革は、所有樅
の具体化、所有椛者と耕作者の一致を内容的特徴とした。この点からまず問題となるのは、所有権の対象となる土地
の
具
体
的
川
途
、
つ
ま
り
農
用
か
否
か
と
い
う
点
で
あ
る
。
農
地
改
革
は
、
国
内
の
す
べ
て
の
農
地
を
改
革
の
射
程
に
い
れ
、
そ
れ
ら
を
自作地と小作地に類別することを大きな住としたが、その前提には当然ながら、全国の土地を農地と非農地にわける
と
い
う
作
業
が
存
在
し
た
。
農
地
改
革
は
、
わ
が
国
の
土
地
の
す
べ
て
を
農
用
か
否
か
と
い
う
具
体
的
用
途
を
埜
準
に
し
て
ふ
る
い
に
か
けたのである。これが所有権の具体化という国家的大事業の通過せねばならない第一の関門であった。その処班内容
のチェックを担ったのが、ここで取り上げた「使用目的変更」「現況非農地」という項目であった。ｌ以後、このグ
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七条脈願項目－９ｔ ルー
プ
を
「
Ａ
股
地
・
非
農
地
の
確
定
」
と
し
て
一
括
し
、
「
Ａ
唄
目
」
と
略
称
す
る
こ
と
と
す
る
。
１
次
に
注
目
す
べ
き
は
、
こ
の
よ
う
に
確
定
さ
れ
た
農
地
に
つ
き
、
耕
作
権
が
誰
に
属
す
る
か
を
争
っ
た
訴
願
項
目
で
あ
ろ
う
。
耕
作
椛
者を所有権者にするという改革の方針からきわめて函要であったこの問題は、具体的な争点としては、「小作地でな
く向作地である」「小作地であるが、作を相当とする」「応召、疾病等から生じた一時賃貸地であって本来は自分が耕
作しているはず」「現耕作者は、何等の権利なく土地を占拠しているのであって正当な権利者でない」という形であ
ら
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
は
、
様
々
な
形
を
と
っ
て
は
い
る
が
、
地
主
が
小
作
人
の
川
作
椛
を
否
定
し
て
向
ら
を
耕
作
椛
者
Ⅱ
所
打
椛
背
で
あ
ると主眼した点では共通性を有しており、農地買収計画立案作業にあたって面接問題となった耐大川題だったといつ
グ
ル
ー
プ
を
「
Ｂ
耕
作
樅
の
所
在
・
存
否
」
と
一
柄
し
、
「
Ｂ
項
目
」
と
略
称
す
る
こ
牒
地
改
革
法
の
構
造
（
二
・
光
）
（
川
Ｕ
一一一一
ていいＯ
こ
れ
ら
の
争
点
を
さ
ら
に
類
別
す
る
と
、
「
自
作
地
」
主
張
が
、
地
主
が
買
収
計
画
立
案
時
点
で
の
耕
作
者
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
雅
本
と
し
た
主
張
で
あ
る
の
に
対
し
、
他
の
三
争
点
が
す
べ
て
小
作
人
が
現
琲
作
者
で
あ
る
こ
と
を
前
提
に
し
、
地
主
が
そ
れ
に
か
わ
ろ
う
と
し
て
い
る
点
に
机
述
が
み
ら
れ
る
。
ま
た
、
こ
れ
を
訴
願
提
起
者
の
行
助
ス
タ
イ
ルという雁史的契機に注目してみると、「自作地」「ｎ作希望」コ時伍貸」
が
、
巾
立
人
自
身
の
適
格
性
を
前
面
に
押
し
出
す
形
の
主
張
で
あ
る
の
に
対
し
、
「
椛
利
関係なし」が机手刀の適格性を問題とする点で机述がある。これらの柑述が
い
か
な
る
意
味
を
も
つ
か
は
、
後
に
詳
し
く
述
べ
る
こ
と
に
な
る
。
ｌ
以
後
、
こ
の
争
点
八農地・Ｊ１:農地の砧:定 】．（djlⅡ11m変更
2．リ2ハリ|:農地
ｌＢｌＭ;樅の所、1.イハイト 3．「I作地
I．「|作'11当地
５．－８ｹｍｉｌＹ 
()．樅fIⅡⅢ係なし
ｃ保（jUu係 7．係「j地選定
8．イIHI､1地二l：
０．）)'ⅡIｌ１ｌｌ 
l）攻V(への金餓的対琳 10．ヌl(ﾊｲ《当
手続迎反 11．‐「晄迎Ⅸ
piqWn 12．ノlij円{Ⅱ腿
（ その他 l(1．その他
１１不IﾘＩ 11．不lﾘ１
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し
か
し
、
七
条
関
係
訴
願
の
争
点
は
、
こ
の
Ａ
Ｂ
Ｃ
に
つ
き
る
も
の
で
は
な
い
。
こ
れ
以
外
に
、
政
簸
論
理
の
核
心
部
分
Ａ
Ｂ
に
対
し
、
いわば周辺部分と位置づけ得る争点が存在する。そのようなものとして、第一にあげられるのが、「農地買収の対価
に
不
服
」
と
い
う
争
点
で
あ
ろ
う
。
こ
の
争
点
は
、
耕
作
権
、
所
有
権
の
帰
属
と
い
う
改
革
の
中
心
課
題
で
争
う
こ
と
を
放
棄
し
、
金
銭
的
レ
ベ
ル
で
の
み
対
応
す
る
と
い
う
消
極
性
を
特
徴
と
す
る
。
ｌ
以
後
、
こ
の
争
点
は
、
「
Ｄ
改
革
へ
の
金
銭
的
対
応
」
と
し
て
扱
う
。
以上みてきたのは、農地の確定と買収の基準という「所有権の具体化」政策の論理体系上の核心部分であった。こ
れ
に
対
し
、
論
理
体
系
の
中
に
本
来
的
に
位
置
づ
け
る
こ
と
が
不
可
能
な
一
方
で
、
歴
史
的
に
は
農
地
改
革
と
い
う
政
策
遂
行
上
に
き
わ
めて孟要性をもった論点が存在する。それが、「保有地を選択したい」「不在地主でなく在村地主である」「別世帯を
形
成
し
て
い
る
の
で
独
立
し
て
保
有
而
祇
を
認
め
て
ほ
し
い
」
と
い
う
諸
争
点
、
即
ち
保
有
関
係
の
諸
争
点
で
あ
る
。
前
節
で
み
た
よ
う
に
、
第
二
次
腱
地
改
革
法
の
も
と
で
は
、
保
有
地
の
残
慨
は
、
政
沿
的
妥
協
の
産
物
で
あ
る
こ
と
が
川
口
と
な
っ
て
お
り
、
所
有
樅
構
造
上
は
こ
れ
を
正
当
化
す
る
固
有
の
論
理
は
存
在
し
な
か
っ
た
。
論
理
体
系
上
明
ら
か
に
「
例
外
」
で
あ
っ
た
保
有
地
規
定
は
、
し
か
し
、
農
地
買
収
と
い
う
現
実
の
歴
史
事
業
の
中
で
は
、
開
放
面
積
の
多
少
、
開
放
対
象
農
地
の
確
定
に
直
接
か
か
わ
っ
て
く
る
き
わ
め
て
繭
要
な
存
在
で
あ
り
、
そ
れ
だ
け
に
、
保
有
関
係
の
処
理
は
実
際
の
買
収
計
画
立
案
に
あ
た
っ
て
は
、
農
地
確
定
（
Ａ
）
、
耕
作
権
者
確
定
（
Ｂ
）
と
な
ら
ぶ
改
革
事
業
の
中
核
的
存
在
で
あ
っ
た
。
論
理
的
に
は
例
外
で
あ
り
な
が
ら
歴
史
的
に
は
中
核
で
あ
る
と
い
う
特
異
な
性
質
こ
そ
保
有
関
係
訴
願
の
特
徴
で
あ
る
。
ｌ
以
後
、
こ
の
グ
ル
ー
プ
を
「
Ｃ
保
有
関
係
」
と
一
価
し
、
「
Ｃ
項
Ｈ
」
と
略
称
す
る
こ
と
とする。
ととする。
法
学
志
林
第
九
十
一
巻
節
一
号
一つ
四
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また、
つ十よｈく
であり、
「
該
土
地
を
Ｈ
収
さ
れ
る
と
生
禰
川
難
」
と
い
う
主
鵬
は
、
主
搬
の
内
輝
に
こ
め
ら
れ
た
深
刻
さ
は
認
め
ら
れ
る
に
せ
よ
’
鵬
史
的
な
地
瓶
の
鋤
脚
と
い
う
点
で
は
砺
饗
で
あ
る
に
せ
よ
Ｉ
、
改
舳
の
論
蝋
体
系
上
は
、
「
対
鰄
不
服
」
以
上
に
川
辺
的
そ
れ
だ
け
が
争
点
と
な
っ
た
場
合
に
は
訴
願
処
皿
上
は
ほ
と
ん
ど
問
題
に
な
ら
な
い
主
扱
で
あ
っ
た
。
ｌ
以
後
、
こ
の
争
点
は
、
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（咽）
乘
打
川
雌
腱
地
委
貝
会
訴
願
放
決
関
係
諜
斌
に
よ
る
と
、
訴
願
提
起
件
数
は
、
一
九
四
七
年
か
ら
江
○
年
ま
で
に
二
九
四
件
を
数
え
る
。
こ
れ
を
巾
立
人
に
注
目
し
て
み
て
み
る
と
、
在
村
地
主
が
巾
し
立
て
た
も
の
二
一
四
件
に
対
し
、
不
在
地
主
申
立
八
○
件
と
在
村
地
主
の
方
が
二
倍
以
上
と
な
る
．
こ
れ
は
、
買
収
を
う
け
た
地
主
の
在
村
、
不
在
村
蔑
比
（
在
村
地
主
は
、
不
在
地
秬
の
一
・
三
傭
ｌ
「
農
地
改
雌
資
料
集
成
」
一
一
巻
六
二
頁
）
と
較
べ
て
も
か
な
り
在
村
地
主
が
多
く
、
不
在
地
主
所
有
地
の
一
律
買
収
と
い
う
政
策
的
選
択
が
か
な
り
ｈ
効
に
働
い
て
い
て
、
在
付
地
主
で
な
け
れ
ば
訴
願
が
通
り
に
く
い
と
い
う
状
況
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
次
に
、
こ
れ
を
処
皿
結
果
に
注
目
し
て
み
て
み
る
と
、
全
部
容
洲
さ
れ
た
６
の
三
二
件
、
一
部
容
認
七
件
、
川
村
へ
Ⅱ
わ
せ
た
汽
鮒
件
数
は
三
九
件
で
あ
り
、
以
下
、
東
川
一
一
二
件
、
収
下
六
九
件
、
川
下
二
八
件
で
あ
り
、
秤
認
率
は
、
一
三
％
と
か
な
り
低
い
。
も
っ
と
も
、
訴
願
処
皿
納
果
に
つ
い
て
は
、
資
料
上
の
限
界
か
ら
「
不
川
」
の
も
の
が
川
六
件
あ
り
、
こ
れ
ら
の
結
果
に
よ
っ
て
は
当
然
容
纈
率
も
か
H2のノム
以地ｌｌｉＩｉｌｉｌ
上貿史の
の収的幅
この肋が
とｈｌｉｌｌリ比法婁櫻柵;iiIijiいう広休
にう点〈節
お性と認ノＬぃ緒もめ１．
訴臘Wli函
願くった節
処論て認－，，，１１M１個定’｝
の体》ｌｌｒＩ
ｉｌｌｉｌｌｌＩｉ 
行川農で
う辺地あ
こ部委り
と分貝、
とと会そ
すいのれ
るわ｜'ｋだ
。ざ桁け
るをｌこ
を探こ
えろの
な一Ｈ１
‘:ｉ＄ 
度の
！＃ 
う確
るＩこ
がな
ｉｉｌｉ 
り力Ｄ－
ｉｒ 
は人
わってくる（炎２１１。一八画）。
こ
の
四
六
件
を
み
て
み
る
と
、
半
数
の
二
三
件
は
、
四
八
年
、
三
分
の
一
の
一
五
件
は
Ⅲ
○
年
と
、
ほ
ぼ
こ
の
二
カ
年
に
災
巾
す
る
。
Ⅲ八年に結果不明事件が多いのは、この年に高松巾で人倣の祁巾計測側迎の訴賊が提起されたためであった。県庁内
二
、
訴
願
処
皿
結
果
の
概
観
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部の部局間対立、高松巾の戦災復興の方向と農民の土地要求の対立といった鞭怖の下に激しく争われたこの区画粧皿
事業地の買収除外問題は、四八年四月の知事裁定によって関係地域を買収除外地、開放対象地、買収の上売波を五年
（四）
間保留する土地と一一一分割して事業を進めるという方向で解決されることとなった。このため、訴願にかかった事件に
ついても、三分割の線引き待ちの状況となり、訴願関係資料には「審議未了」ないし「保留」のままとなっているも
のが多くでた。この祁巾計画関迎の訴願で結果のわかっているものは三四件、うち容認されたのは一四件、率にして
四判をこえるので訴願容認率としてはかなり商いが、それでも結果不明事件がこれと同じ率で容認されたとしても、
五
○
年
ま
で
の
ト
ー
タ
ル
の
容
認
率
を
飛
跳
的
に
あ
げ
る
と
い
う
に
は
い
た
ら
な
い
。
次に、五○年の結果不明事件だが、この年の不明事件は、主に七条関係訴願の「権利関係なし」と一五条関係訴願
か
ら
な
っ
て
い
る
。
後
述
す
る
よ
う
に
一
五
条
関
係
の
容
認
率
は
比
較
的
高
い
と
は
い
え
、
そ
れ
で
も
二
割
程
度
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、
「権利関係なし」は、後述するように、その論点の周辺的性格からほとんど容認が望めないというところから考えて、
い
ず
れ
に
し
て
も
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
も
人
編
な
容
認
率
の
上
昇
は
考
え
ら
れ
な
い
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
香
川
県
訴
願
の
容
認
率
は
、
高
く
て
も
せ
い
ぜ
い
二
○
％
位
で
あ
り
、
や
は
り
か
な
り
低
か
っ
た
と
い
っ
て
い
い
。
ま
た
、
前
誹
（
旧
）
で
み
た
よ
う
に
、
訴
願
に
関
する艘林省統計数値は、いくつかの問翅をはらんではいるものの、「再調」事件数を差し引いて哉決結果のみに注目
した場合には、ある程度は実態を反映していると思われるのであり、その観点から同統計をみてみると、県庁資料の
結果不明の分は、多くが「却下」になっていると思われ、この場合にも容認率はやはり低かったということになる。
本稿では、今後、この結果不明事件については、ひとつには右にみたような次第でいずれにせよ容認率の大幅な上
昇をもたらさないということ、二つには、秀川県における訴願件数及び哉決結果を左右した四八年の祁市計画凹述訴
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次
に
、
先
述
し
た
争
点
の
噸
別
に
よ
っ
て
そ
の
特
徴
を
検
討
し
て
み
よ
う
（
な
お
、
争
点
は
、
一
三
画
の
「
七
条
訴
願
項
側
一
覧
」
で
Ⅲ
げ
た
番
号
で
表
記
す
る
）
。
そ
の
際
、
水
稲
で
は
、
訴
願
が
し
ば
し
ば
複
数
の
争
点
を
有
し
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
、
数
値
を
事
件
数
で
は
な
（、）
く難‐点数を雌礎に衿えていくこととする。
まず、七条関係訴願についてみてみよう。七条訴願の争鬮点を類別すると、資料上の限界から争点の内容が不明なも
の
が
二
七
件
あ
る
こ
と
が
判
明
す
る
。
し
か
し
、
こ
の
内
容
不
明
事
件
は
、
件
数
に
し
て
全
件
数
の
一
割
程
度
に
と
ど
ま
り
、
ま
た
、
処
皿
結
果
も
さ
ほ
ど
特
兇
な
数
値
は
示
し
て
い
な
い
。
そ
こ
で
、
本
欄
で
は
、
内
汽
の
判
明
し
て
い
る
事
件
の
み
の
検
討
で
充
分
目
的
を
達
し押ると判握断し、以後の分析を進めることとする。
法
学
志
林
節
九
十
一
巻
飾
一
リ
ーェハ
願
の
検
討
に
よ
っ
て
そ
の
半
数
は
頗
批
し
得
る
と
い
う
こ
と
、
三
つ
に
、
後
述
す
る
よ
う
に
九
○
年
の
結
果
不
明
分
に
つ
い
て
は
、
訴
願
に
側
わ
る
主
要
な
問
題
が
四
九
年
ま
で
に
で
つ
く
し
て
し
ま
い
、
八
○
年
の
訴
願
は
、
秀
川
県
訴
願
の
評
価
に
さ
ほ
ど
大
き
な
ウ
ェ
イ
ト
を
占
め
な
い
と
い
う
こ
と
、
か
ら
結
果
の
判
明
し
て
い
る
事
件
か
ら
え
ら
れ
る
数
字
の
範
囲
内
で
香
川
県
訴
願
の
処
理
結
果
を
論
じ
る
こ
とは可能と考えて処理していく。
なお、いま一点、訴願処皿の全体的緋糊』についてふれておく必要があるのは、取下払馴件についてであるｏ秀川県の
取
下
件
数
を
み
る
と
六
九
件
、
率
に
し
て
二
三
％
と
金
川
平
均
の
八
％
よ
り
か
な
り
高
い
。
こ
の
点
に
香
川
雌
の
特
徴
が
み
ら
れ
る
と
い
え
る
が
、
こ
の
取
下
珈
件
に
つ
い
て
は
、
後
に
排
し
く
検
討
す
る
丁
疋
な
の
で
、
こ
こ
で
は
、
簡
爪
に
取
下
串
が
商
い
こ
と
の
み
脂
傭
し
ておく。
三
、
争
点
別
分
析
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こ
の
こ
と
を
前
提
と
し
て
み
て
み
る
と
、
七
条
訴
願
に
つ
い
て
ま
ず
指
摘
で
き
る
こ
と
は
（
炎
２
１
２
，
２
１
３
．
一
八
’
二
一
頁
）
、
一
で
み
た
Ａ
農
地
・
非
農
地
の
確
定
、
Ｂ
耕
作
権
の
所
在
・
存
否
、
Ｃ
保
有
関
係
と
い
う
改
革
遂
行
上
の
核
心
部
分
に
関
わ
る
争
点
が
全
争
点
の
六
五
％
を
占
め
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
の
数
字
を
そ
の
ま
ま
受
け
取
る
限
り
、
香
川
県
で
の
七
条
関
係
訴
願
が
、
政
策
遂
行
上
の
核
心
部
分
に
つ
い
て
の
調
整
に
か
な
り
の
ウ
ェ
イ
ト
を
有
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
他
方
で
、
Ｄ
改
革
へ
の
金
銭
的
対
応
の
項
目
が
三
九
件
、
全
件
数
の
一
八
％
を
占
め
て
い
る
こ
と
に
注
目
す
べ
き
で
、
こ
の
点
か
ら
香
川
県
の
訴
願
は
、
所
有
樅
・
耕
作
樅
の
確
定
と
い
う
核
心
部
分
の
み
で
な
く
、
こ
う
し
た
権
利
の
分
配
は
そ
れ
と
し
て
受
け
入
れ
な
が
ら
、
そ
れ
へ
の
金
銭
的
対
脳
を
川
る
助
き
に
対
す
る
描
慨
に
一
定
の
ウ
ェ
イ
ト
を
有
し
て
い
た
こ
と
を
記
憶
し
て
お
く
必
喫
が
あ
る
。
ま
た
、
Ａ
Ｂ
Ｃ
の
ウ
ェ
イ
ト
と
い
う
点
も
、
後
述
す
る
よ
う
に
六
江
％
と
い
う
数
字
か
ら
ス
ト
レ
ー
ト
に
議
論
で
き
な
い
点
も
あ
る
が
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
後
述
す
る
と
こ
ろ
に
競
り
、
こ
こ
で
は
こ
の
点
に
つ
き
こ
れ
以
上
論
及
し
な
い
。
こ
う
し
た
こ
と
を
念
頭
に
お
い
て
各
項
目
を
み
て
み
よ
う
。
Ａ
項
月
は
、
総
計
六
九
件
、
全
争
点
の
三
判
以
上
を
占
め
、
七
条
訴
願
の
巾
で
岐
多
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
一
五
条
関
係
訴
願
よ
り
も
多
く
、
企
訴
願
争
点
巾
岐
多
の
項
目
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
の
容
認
串
は
、
二
三
％
と
か
な
り
向
く
、
争
点
の
多
さ
と
川
ま
っ
て
全
以
の
容
認
率
を
左
右
し
て
い
る
と
い
っ
て
い
い
（
表
２
１
２
，
３
，
４
，
５
．
一
八
’
二
五
瓦
）
。
Ａ
頂
目
は
、
先
述
し
た
よ
う
に
「
ｌ
使
川
目
的
変
更
」
と
「
２
現
況
非
股
地
」
か
ら
な
る
が
、
香
川
県
で
は
、
「
ｌ
」
の
ウ
ェ
イ
ト
が
圧
倒
的
に
問
く
、
Ａ
頂
日
の
数
値
は
、
雑
本的に「ｌ」の動向によっている。この「ｌ」の争点は、四七年はさほど問題にならず、四八年にそのほとんどが集
中
す
る
。
こ
れ
は
、
先
述
し
た
高
松
巾
の
都
市
計
画
関
連
の
訴
願
四
八
件
が
、
こ
の
年
に
集
中
す
る
か
ら
で
、
農
地
改
革
は
、
農
地
と
非
農
地
の
区
分
と
い
う
論
理
の
レ
ベ
ル
で
人
き
な
障
害
に
つ
き
あ
た
っ
た
と
い
っ
て
い
い
。
（即）
こ
の
祁
巾
計
画
側
述
の
買
収
除
外
問
趣
は
、
金
川
的
に
も
祁
巾
化
の
進
ん
だ
地
域
を
小
心
に
か
な
り
激
し
い
対
立
を
生
ん
だ
例
も
あ
り
、
腿
地
改
雌
法
の
構
造
（
乳
・
光
）
（
川
Ｕ
二
七
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ｉｌＩｉのる部力すらのと花がた分そそ意委
が動こＴＩｊ、るれ政いすＴＩｊがのしの味１１
あlr1と的八契る莱つる’'１１つ論てもで会
＃１１つかが資項機の論九’'１１村てⅢ'１，のの以地たら指産１１がで１１'１万題農、が先の政外臘のす摘保訴強あのが点地こ、述調策の雛|燃鰄；鮒洲％鑑蝋ｉｉｉ９％ｑ２１M￥iiii農11鰍￣で配ＩＥＩリ艮主ののこい紬、を地政のび
、の分はでの容論のう上ｉＩド（liIl擁策Ｉ９ｌＨ
１ｌ４１ｉと、あ１lｉｌｊ認、１１槻よ特願約護論在定一態い農り｜(リ率を点りに成しのＥＩ１的委鰍ｻﾎﾟﾎﾞ繩寡'(蝋iI3間｜iiiRら革革有うＩｉＩｉさる１１１が結腿が都をに
れのの権雌はせ’ｌｌｉｌｊ１１１采Ｉ)|］比市前委
九究論と史、るりのじがし較計捉ね
よ極理排的訴形、彼易比て的画とら
う的か作契ｌｉｉで容興い鮫い強法しれ
’〈MiliiM1$鈴肇ｉｌｉｌ；ｌＷ２ｈｌｍこをえ関注のさ二と、認こちとさた
のはば連「１評れ七いｊｄｉＨｷ《と出のれ・
地ず、をしＭｉて％うｉＥのをさ調るこ
二1それ論問てといへ異な岡示れ整調の
のる理題みいる四別法いしたと縦よ
＃|継繩ｉＭＭｉＷｊ;ＩＦ仙｜：をを核る、りう￣箙がにろう契と考文強心農こ、先と論しなとこ機いええく部地の政述い１１１１についとをうる
るも分のｌＩＩｌｔｌｉｉのうと〈たえは強よと
よちを所趣論那数のいとる、〈り、
う、橘有にＩｌｌ１Ｗｉ字接とし。農ももこ
なそ成権対のを’よ触かて地つ、の
Ｍ縄駕鳶鼎＃次!』:：､撫捌
のけとと地のけしつよそ同た枠の
政にはは主評てててうの有とを処
二錐処いＩﾘ｝の価い商もなこのいこりⅡ
几論ｌＩｌ１えら意とるくた攻と農ええは
ｌＭ１が、か｜可いもはら』Y（は地るた、
がむ訴にはうのなさの、・で政本
１１’ず願異、次だくれ論こ非あ策縞
３Aか提質完元と、たＩＩｌ１の農ろので
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した場合には、農地関係訴願としては比較的高い容認率を現出しえたといえるのである。
次に、Ｂ項目（耕作権の所在・存否）をみてみよう。この項目は、五○年までのトータルで二八件とかなり少ない。
農地配分に直接関わるこの項目が少ないという点に香川県訴願の特徴があり、また、Ａ項目にしてもその中心は、高
松市の都市計画という特殊問題に関わるものでそれを除けば少数なのだから、結局香川県ではＡＢという農地改革の
論理的核心部分につき、市町村農地委員会による政策実施の的確性を問うような訴願本来のあり方からくる調蕊作業
がさほど必要なかったことを示している。しかも、Ｂ項目の容認率は、四年間を通して零％と一件も容認されなかっ
たのであり、八項目も都市計画閃述事件を除くと容認率は、一○％（二○件巾二件）にまで落ち込むのだから、この
点でもＡＢ項ｎはほとんど調整を要せず、政簸は、厳密かつ正確に実施されたといえるのである。
また、このＢ項目を櫛成する各争点を検討してみると興味深い酬柄に気づく。それは、争点数からいってＢ項Ⅲを
抜要に形成する「３，作地」と「６椛利関係なし」の対照的ともいっていい助きである（表２１２）。「３」は、
Ｂ
の
巾
で
咄
一
地
主
が
現
に
耕
作
し
て
い
る
こ
と
を
皿
川
に
耕
作
権
Ⅱ
所
有
権
を
主
張
す
る
も
の
で
、
皿
の
巾
で
は
地
主
が
農
地
改
革
の
論理の枠の巾で肢も強く、己を主張したものといっていいが、この争点は、初年度’四七年に六件も提起されながら
すべて棄却ないし却下という結果をみ、以後はほとんどみられなくなる。他方、「６」は、Ｂの巾では唯一地主の権
利を前面に出さず相手の条件のみを問題とするという点で自己主張の度合いの最も弱い争点であるが、これが改革が
一段落した四九年から目立つようになり、「３」とは全く逆に四九、五○年のＢ項目の中心となる。ここには、厳密、
正確な農地改革の遂行の前に地主の対応が急速に消極化していく傾向が実に明瞭にみてとれる。
次にＣ項目（保有関係）をみてみよう。Ｃ項目の特徴は、在村申立比率の高さと容認率の動向にある。在村中立比
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率
が
高
い
の
は
、
こ
の
項
例
の
訴
願
の
提
起
が
保
有
地
を
よ
り
有
利
な
形
で
残
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
な
さ
れ
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
当
然
で
、
不
在
地
主
で
あ
り
な
が
ら
Ｃ
項
目
の
巾
立
を
し
て
い
る
も
の
は
、
法
律
の
建
て
前
を
よ
く
皿
解
し
て
い
な
い
か
、
他
の
争
点
を
も
掲
げ
る
複
数
争
点
馴
件
と
し
て
巾
し
立
て
て
い
る
か
の
ど
ち
ら
か
で
あ
る
。
こ
の
怠
味
で
、
不
在
地
主
に
よ
る
土
地
所
行
の
原
皿
的
否
定
と
い
う
農
地
改
革
の
論
理
は
、
か
な
り
の
徹
底
度
で
貫
徹
し
て
い
る
と
い
っ
て
い
い
。
こ
の
Ｃ
項
月
は
、
争
点
数
で
い
う
と
七
判
ま
で
が
「
８
在
村
地
主
」
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
こ
の
争
点
に
つ
い
て
検
討
す
る
と
、
こ
の
争
点
は
、
四
七
年
に
一
○
件
申
し
立
て
ら
れ
、
一
件
し
か
容
認
さ
れ
な
い
と
い
う
結
果
に
終
わ
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
、
翌
年
に
は
、
一
九
件
と
二
倍
近
く
に
な
り
容
認
率
も
三
割
を
こ
え
る
と
い
う
特
徴
を
も
つ
（
表
２
１
４
，
２
１
５
）
。
こ
れ
は
、
四
八
年
提
起
の
も
の
が
、
ほ
と
ん
ど
「
ｌ
仙
川
Ⅱ
的
変
更
」
を
も
争
点
と
し
て
い
る
郁
巾
計
画
凹
述
の
事
件
で
あ
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
、
香
川
県
訴
願
文
書
が
複
数
争
点
を
有
す
る
事
件
に
つ
い
て
は
そ
の
裁
決
結
果
が
全
争
点
に
等
し
く
及
ん
だ
も
の
と
し
て
処
理
し
て
い
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
充
分
説
明
が
つ
く
。
つ
ま
り
、
こ
れ
ら
郁
巾
計
画
側
迎
の
蛎
件
に
つ
い
て
は
、
「
８
」
の
争
点
は
付
随
的
な
争
点
で
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
耶
件
は
、
雌
本
的
に
都
市
計
画
側
述
訴
願
と
し
て
扱
わ
れ
、
容
認
率
が
商
い
の
も
郁
巾
計
阿
に
よ
る
買
収
除
外
措
置
の
結
果
で
あ
っ
て
、
在
村
で
あ
る
と
い
う
主
張
が
必
ず
し
も
認
め
ら
れ
た
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
、
都
市
計
画
側
迎
訴
願
が
、
争
点
と
し
て
し
ば
し
ば
「
ｌ
」
以
外
の
争
点
（
多
く
は
、
「
８
」
か
「
、
対
価
不
当
」
を
併
せ
も
つ
複
数
争
点
馴
件
と
し
て
あ
ら
わ
れ
な
が
ら
、
そ
れ
ら
の
耶
件
処
川
に
あ
た
っ
て
は
「
１
」
以
外
の
争
点
は
さ
ほ
ど
耐
祝
さ
れ
ず
、
す
べ
て
一
締
し
て
郷
市
計
Ⅷ
幽
巡
訴
願
１
１
法
徽
川
譜
に
正
確
に
し
た
が
え
ば
「
卿
作
農
創
設
特
別
濡
織
法
第
五
条
筑
川
号
議
」
ｌ
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
点
を
念
頭
に
お
い
て
、
「
８
」
に
つ
い
て
、
都
市
計
画
に
関
述
し
な
い
も
の
の
み
の
数
字
を
み
て
み
る
と
（
表
２
農
地
改
革
法
の
櫛
造
（
二
・
光
）
（
川
Ｕ
一一一一
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）
容
認
率
が
六
％
と
著
し
く
低
く
な
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
こ
の
Ｃ
項
目
を
構
成
す
る
も
う
ひ
と
つ
の
中
心
的
争
点
「
７
保
打
地
選
定
」
も
、
総
件
数
こ
そ
、
○
年
ま
で
の
ト
ー
タ
ル
で
一
二
件
と
他
の
争
点
に
較
べ
て
さ
ほ
ど
少
な
い
と
は
い
え
な
い
に
し
て
も
、
こ
れ
も
四
七
年
に
八
件
ま
で
が
集
中
し
ほ
と
ん
ど
が
棄
却
、
却
下
に
な
っ
た
後
は
、
ほ
と
ん
ど
提
起
さ
れ
ず
に
惟
移
し
て
い
く
。
即
ち
、
Ⅲ
七
年
九
月
一
九
日
の
節
一
特
別
委
艮
会
第
二
回
会
識
で
、
「
保
有
地
の
選
択
樅
が
地
主
に
な
い
こ
と
も
充
分
存
じ
て
い
る
が
社
会
状
勢
を
加
味
し
て
法
理
一
辺
に
偏
せ
ず
温
情
を
承
れ
」
て
ほ
し
い
と
懇
願
す
る
地
主
に
「
今
次
の
改
革
の
精
神
よ
り
み
て
地
主
の
土
地
に
対
す
る
愛
希
心
を
断
ち
切
る
」
こ
と
を
要
諭
し
、
ｎ
作
腿
川
設
特
別
恰
慨
法
上
保
、
地
選
択
は
地
主
の
椛
利
の
は
ず
と
主
帳
す
る
訴
願
人
に
、
「
買
収
計
画
は
農
地
委
瓜
会
が
排
作
者
の
利
維
を
考
慮
し
て
狐
ｎ
の
立
場
で
樹
て
る
建
前
」
で
選
択
樅
は
到
底
認
め
ら
れ
な
い
と
断
言
し
、
い
ず
れ
も
棄
却
の
刀
向
で
議
論
を
進
め
て
い
く
の
で
あ
り
、
こ
う
し
た
流
れ
を
う
け
て
、
次
の
鋼
三
回
会
議
（
九
Ⅱ
二
○
Ⅱ
）
で
は
、
選
択
権
の
主
根
は
、
「
論
議
の
余
地
な
き
も
の
」
と
し
て
こ
の
問
題
に
明
確
な
方
向
づ
け
を
与
え
て
い
く
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
「７」の動向と祁巾汁剛側辿を除いた「８」の動向を前拠として、Ｃ項月の全体の争点数、容認串を兇面してみると、
容
認
串
が
全
休
と
し
て
非
術
に
低
く
、
争
点
数
も
過
半
が
川
七
年
度
に
染
ま
っ
て
ほ
と
ん
ど
容
認
さ
れ
な
い
結
果
と
な
っ
た
後
、
争
点
数
が
年
を
お
っ
て
減
少
し
て
い
く
こ
と
が
わ
か
る
。
つ
ま
り
、
都
市
汁
卿
と
側
述
を
も
た
な
い
、
Ｃ
項
Ⅱ
川
打
の
問
題
に
関
わ
る
訴
願
の
処
理
に
お
い
て
は
、
こ
の
項
月
も
ほ
と
ん
ど
事
後
調
粧
の
必
要
を
生
ぜ
ず
、
政
策
は
厳
密
か
つ
正
確
に
実
施
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
地
主
が
地
主
と
し
て
な
し
う
る
合
法
的
抵
抗
の
主
要
形
態
の
ひ
と
つ
で
あ
る
Ｃ
項
Ⅱ
訴
願
は
、
こ
う
し
て
ほ
と
ん
ど
計
画
の
修
正
を
も
た
ら
さ
な
次
に
、
Ｄ
項
目
（
改
革
へ
の
金
銭
的
対
応
）
を
み
て
み
よ
う
（
表
２
１
２
，
３
）
。
こ
の
項
目
は
、
一
争
点
し
か
な
い
に
も
関
わ
ら
ず
三
九
件
と
か
な
り
多
い
。
そ
の
原
因
は
、
先
述
し
た
Ⅱ
土
慣
行
の
存
在
で
、
Ⅱ
土
料
を
地
価
か
ら
差
し
引
か
れ
る
こ
と
に
地
主
は
か
な
り
か
つ
た
の
で
あ
る
。
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反発したのである。この争点の特徴としては、在村地主巾立比率がかなり低いこと、四七、四八の両年に訴願が集中
す
る
こ
と
を
指
摘
で
き
る
。
在
村
地
主
比
率
が
低
い
の
は
、
こ
の
訴
願
が
買
収
除
外
を
問
題
と
す
る
の
で
な
く
買
収
地
の
価
桁
を
問
題
と
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
に
川
米
す
る
。
す
べ
て
の
小
作
地
を
買
収
さ
れ
た
不
在
地
主
で
あ
っ
て
も
そ
の
金
銭
評
価
に
対
し
て
異
識
を
川
え
ることは充分ありうることであった。事実、四七年においては、不在地主巾立数が在村地主巾立数より多いという特
兼
す
べ
き
耶
態
が
発
俄
し
て
い
る
。
しかし、この地主の祈発な動きに対して、県農地委員会は、ほとんど譲歩の姿勢を示さなかった。第一特別委員会
の
議
事
録
に
よ
る
と
、
四
七
年
八
月
一
二
Ｈ
に
附
樅
さ
れ
た
第
一
回
会
議
の
場
で
今
後
提
起
さ
れ
て
く
る
で
あ
ろ
う
訴
願
内
容
が
議
論
さ
れ
、
Ⅱ
士
悩
行
の
扱
い
が
か
な
り
大
き
な
問
題
と
な
る
こ
と
が
各
委
瓜
か
ら
脂
摘
さ
れ
た
が
、
そ
の
場
に
お
い
て
、
柵
家
識
艮
が
、
「
芥
川県には所行様と耕作権の分立していることが画然としてゐる現実」であって地主がこれに異を唱えるのは、「地主
の認淑不足によるもの」と明言し、県職且の側からも、大洲農地課長が、この件については「迎合巾の了解済」とし
て
甘
土
関
係
訴
鮒
に
は
、
厳
桁
な
姿
勢
で
臨
む
刀
向
を
明
確
化
し
た
。
こ
れ
を
う
け
て
、
九
Ⅱ
一
九
日
の
第
二
Ⅲ
会
議
で
は
、
水
川
郡
束
植川村の地主数名が共同で同村ではけ土の授受を禁じているとして巾し立てたのに対し、「禁じてゐると言ふことが
既に耕作者に定着した価値のある賃借権と解すべき俄行小作権の存在を裏背してゐる」として棄却と哉定し、以後も
Ⅱ士料に側する洲剛の修正要求をほとんど認めなかった。このような姿勢をよく示しているのが、四七年二Ⅱ七Ｈ
の第四回会議で、その日の最後の議題として所在がまちまちな五件の訴願を「甘土料関係」として一括して審議し、
簡叩な検討をしただけで、一棚して粟川してしまっているのである。こうして、Ⅱ土料関係訴願は、めぼしい成果を
得
る
こ
と
な
く
処
理
さ
れ
て
い
く
。
四
七
年
に
二
五
件
と
著
し
く
多
数
の
提
起
を
み
た
こ
の
訴
願
は
、
こ
と
ご
と
く
棄
却
、
却
下
の
裁
定
農地蝋耶法の櫛造（二・光）（川Ｕ
一一一一一一
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いよ－認革しそい（'1：地利九なを
うぐ力さ折た以れなこ数主と二りう
農みでれ１，大一上以いのと層認○、け
地ら）A’なのき、外へ他しが定イド以、＄淵塑峨擁ザビ“ｋＵｉ鰍法liiiiiif；灘ズLiiii：：ilii1：ニボ個県Ｉｉｉう刀松願条２にウ心決比ど（/|：第ので’二ｌことＴＩｊを訴｜はエ部の迎提と几:；繍堯Ｍ：：；蝋；攪継ﾄﾞ鰯：嫡際11溺蝉：li：騨3雌湖諜上噸蝿洲ill洲K：蘇潔簾紺！’lili3＃'Ｗｉｉｉ鰍豫ｑ州脇嘆ん刷るとで洲Ｉｉｉ１ｉｌｉ’纈溺雲ii獺Ｍ：IilliM蝋ｉｗﾐﾂ1ｔ､燗；iii鰄鯨職;羅織蝿;蝿;!“;ii澱縦てれ－もは提｜H１訴数た兇いのは他周、（ﾘ：容、と係ＩＷｉはのいた蔵、は辺地も認いし訴で少でだと’1,1軒様す的主容さずた願はなあそいで々べでの認れれ調を=}｛〈るうつ１１なてiirillRさなも蕊（'1：に、。とてニヒ起粟Ｍ１蛾Ｉ聰蝋ｌｉｍ；ｋⅦ\ｋＵ
な、かたでと杼「ｌもこ・確も却三ＩｒｉＩ腿ビ：鮒lii嘉糸８'１'：いか計こ、ん農でまさ願九しっ収とｌｈｉとそど地左りれもめた、下りとＩこの秤改イ「、て、、樅一と
え
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
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次に、自作農創設特別樵臘法一九条訴願‐よ冗波関係訴願をみてみよう。一九条訴願は、五○年までで総計三三件、
全訴願件数の一割にあたり、この比重は、全国平均とさほどかわらない。一九条訴願の特徴は、年次別では四八年に
巾
立
が
集
中
す
る
と
と
も
に
、
地
域
的
に
は
小
豆
郡
に
巾
立
が
染
巾
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
地
域
的
集
中
に
つ
い
て
み
て
み
る
と
、
小
豆郡のみ二○件と突出していることがわかり、他はどこでも数件しかない（表２－７．三四頁）。四八年に件数が災
（羽）
中するのも、主要に小豆郡で四八年に一九件までの申立をみるか言ｂである。このような地域的偏在がなぜ発生したか
と
い
う
と
、
烏
喚
部
か
ら
な
る
小
豆
郡
で
は
、
生
活
様
式
が
農
業
漁
業
兼
業
の
形
を
し
ば
し
ば
と
り
、
労
働
力
配
分
上
か
ら
農
地
の
転
岱
（別）
借
が
比
較
的
よ
く
み
ら
れ
た
こ
と
に
く
わ
え
、
こ
の
郡
の
み
は
ど
の
村
に
も
甘
土
慣
行
が
存
在
し
な
か
っ
た
と
い
う
点
を
指
摘
で
き
る
。
村
上
慣
行
が
あ
る
場
合
に
は
、
Ⅱ
土
料
の
授
受
、
帰
属
が
決
め
手
に
な
っ
て
耕
作
権
の
所
在
が
確
定
で
き
る
場
合
が
多
い
の
に
対
し
、
こ
れ
が
な
く
、
し
か
も
転
貸
俗
が
よ
く
み
ら
れ
る
と
い
う
事
態
は
、
売
渡
机
手
の
確
定
を
川
難
に
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
第
一
特
別
委
員
会
の
議
事
録
に
で
て
く
る
売
渡
事
件
を
み
る
と
、
そ
の
実
相
が
転
貸
借
関
係
の
下
で
転
貸
人
が
土
地
を
引
き
上
げ
て
耕
作
者
に
な
ろ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
が
、
七
条
訴
願
で
顛
似
の
問
題
柵
造
を
も
っ
た
と
い
っ
て
い
い
「
３
自
作
地
」
「
４
，
作
机
当
地
」
の争点がさほど多くはみられなかったことと比較すると、小豆郡における問題の発現形態は極めて特徴的だといって
いい。他の郡市では、甘土慣行に支えられて地主の自作化要求の訴願が余りみられなかったのに対し、小豆郡では地
主
が
嵐
収
に
対
し
ほ
と
ん
ど
訴
噸
を
叩
し
立
て
戦
か
つ
た
’
七
条
訴
願
は
一
六
件
と
少
な
い
’
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
耕
作
縦
の
米
麟
立
に
よ
っ
て
小
作
農
民
間
の
土
地
争
奪
が
発
生
し
た
の
で
あ
る
。
腱
地
改
革
事
業
、
市
町
村
農
地
委
貝
会
の
農
村
実
態
と
の
即
離
を
問
趣
と
す
る
水
桶
の
視
角
か
ら
す
る
と
、
甘
土
悩
行
の
有
無
、
強
度
は
こ
の
距
離
を
は
か
る
ひ
と
つ
の
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
で
あ
る
が
、
小
豆
郡
で
み
ら
れ
た
右
の
事
態
は
、
甘
土
慣
行
の
欠
如
と
い
う
状
況
に
も
農地軋熱法の構造（二。完）（川口）
三七
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在四６はて法にと行果たルクⅡ関
し容九七、次いタトいいつに一こをとわ
て認イド条ｌノリにつ調たうた終九う’二｜いらい率に｜Ｈ１八、た仲つももわ条し4ｋうず
たが’よ係イ１２－とのたののつ訴た的股、;iiliilillli燃締難1鱗ii
lIr、三）ｌｌｉる訴るとるとと折、けしのな第上ひ一みのＭＶｉのい゜か、願識てえ’''１指ノＬのと％減でをでうこらまの事、ずの導十lWi:鯏創;ギ蛸２J＃た蝋篭ＢＭＩＩＭＥ葱
にはくる願み゜にて本後がで訴村がつ第〈、な’'１もよな、的述数て願農余て－わ宅る二四うり緋にす（'|：〈は地り地Ｉ；
え地ヘノＬ八。、作はるある、委に主、Ｈ１表（'|：イ'２－こ者樅よりも２１〈１１人の対収２とか］［の｜Ｈ１利う、の数会きノノ象が｜多ら条よのＩＨＩにそはま６かを
が認４数捉ＩＨＩう利係七れ－で的つ抑宅定、に起係な書が条ら（'|;が確た制地ｒｌ２のさiilii形調不事はも１０（なたす爵Ｗ↓ＷｉＭＷｍ襟Mlli其ＭＭ“
るあて゜め、７１１，で取てたなをＩｕｌと
だる容るトの訴）'1（下樅めり下］；に
けた認が｜文願Ｈｌ１事利、秤すの成にめ鮴〈、タ配取に（！'：ＩＨＩ内認こ文功
、ｉｌｊ６１１リルノノ下我の係容率と配し
小１１１１、八六がの定処のにはがノノた作村二．イ|｛三後上を’'１１イくつ一でがも
人腿判に件退です方ｌﾘｌいｌｌｉｌｌきｌｌＹのの地近二とし､る向確てｉＭなりの
実委〈五かた県とがさは度い’険、
利１１で件な後職し取か｜(Ｉｉにとか農
迫会比とりの貝こりら定といれ地
求の鮫か多新、り下Ｔｌ』すどうた改行｜:Ｉ的ないた巾をげｌＩｌＪるま状後革為］｛ｉ１.ｌｉり・な町残さ付しる況でと
が判〈の股ル付すせ腱かこをドルい
し１＃「、数業１農とた地なとＩ化（'１；う
ばの特値１１１ル地い後委いにｉｌｌｌｌ者政しＷｉｉにを？tｉづ委う法貝がなさ’''１簸ばが（'|：示地〈貝と外会、るせをと
行比数し．り会こ調が収。るｉｉｌＭＩｆＩ三Ｈｉｊｉｌｌ蝿Ｍｉｍｉｌｉボ鰍ＩＨＷｌ。ザili八
、広もlJHの索与らさ調外とる行農〈多几貿さし収せ体のなルの
業存い年収れて下るを緋つ１火
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￥,i1iilli霧Ｆ２－ＩＭ９製ｊｉ諄繩ｉｉみNLI地の、｜両IIL人、え１１結を、求ｌＨ１Ｉｉｉ：；iii壁＄１噸lliilllilIl鮴，：iillilllMii鰍ili鱒繍烹lli1＄iiliWl誌砦鮮,｛“；両羅鮭Ｅｌｌｌｉ１農：ＩＭ２ｗＸＡギポサⅦ辮竺:鰍滋鯰;ii1
Ii》：ﾉﾄﾞ淫Ｒかいこだが件。川’、が鰄鞠鍛為はしっいい点地の宅五がＭＶｉいは側、が、、てぅ。を鯉＃茶ぞ'(ｈＸｌｊｉ：蝋ＭｉＭｊＥｉｌ〈：黎勇ｌＭｌＷ烏璽ｌｉ《,リミiii術綺jlitMk調、他Ｍ《〈よ蝋農一整農のiiliiだつう大地
ＥＥＩⅦ案５“＃蕊ＷⅦlllillWこ地の、供｜訴味造収経のなら地た資を二1；よ’１１係願で的ほ過一，くれ条と桁：ｌＲ２１ｉ譲力ｉｌ４ＭＭどと心取る''':いのそ仇ＩＨＩ二1<の（,|：七辺厳併ＩｉＩｌ下・なう上而鰍灘《鍬i1liの論か係地てりけ‘’地とて第火がら婆
よ’''１との．もわら主、ⅡＹ－ｊｍｆＩれ｜'|ｉうだい矛非奔けれと収下特酬いるも
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法
学
志
林
第
九
十
一
巻
第
一
号
四
○
な
政
策
調
雅
が
な
さ
れ
た
か
と
い
う
観
点
、
さ
ら
に
土
地
所
有
の
利
害
の
多
様
性
ｌ
抵
抗
の
内
容
的
多
様
性
ｌ
と
い
う
観
点
か
ら
も
兇
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
こ
の
事
態
は
よ
く
示
し
て
い
る
。
争
点
別
分
析
の
最
後
に
、
農
地
調
整
法
附
則
三
条
訴
願
を
み
て
み
よ
う
（
表
２
１
５
）
。
こ
の
訴
願
は
、
全
部
で
二
三
件
あ
り
、
農
地
調
整
法
に
ｎ
条
の
規
定
が
お
か
れ
た
の
が
四
七
年
一
二
月
二
六
日
の
法
律
改
正
に
よ
る
の
で
、
四
七
年
は
提
起
な
く
、
四
八
年
に
一
六
件
提
起
さ
れ
て
以
後
は
急
速
に
減
少
し
て
い
く
。
容
認
率
が
、
九
％
と
か
な
り
低
い
だ
け
で
な
く
、
棄
却
率
も
四
％
と
低
い
一
方
で
、
取
下
率が四割近くあるという特徴がみられる。
農
地
調
粧
法
附
則
三
条
は
、
遡
及
買
収
で
は
救
済
し
え
な
い
保
有
地
の
小
作
地
引
き
上
げ
を
主
に
問
鼬
に
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
市
町
村
農
地
委
貝
会
に
よ
る
耕
作
権
回
復
要
求
の
棄
却
捕
慨
を
争
う
こ
と
を
中
心
と
す
る
（
二
三
件
巾
一
八
件
）
こ
の
訴
願
が
取
下
の
結
果
に
終
わ
る
こ
と
が
多
い
と
い
う
の
は
注
目
す
べ
き
事
態
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
、
主
要
に
、
昭
和
二
○
年
一
一
月
一
一
三
日
時
点
で
の
旗
利
関
係
が
不
明
確
で
あ
る
と
い
う
事
情
、
及
び
、
地
主
の
窮
迫
化
が
進
行
し
て
い
る
と
い
う
事
情
に
起
川
し
て
お
り
、
あ
え
て
裁
決
を
行
う
と
し
こ
り
が
残
り
以
後
の
股
村
内
部
の
社
会
関
係
が
う
ま
く
い
か
な
く
な
る
と
い
う
、
そ
の
限
り
で
は
一
九
条
訴
願
と
同
じ
様
な
状
況
が
存
在
し
た
た
め
で
あ
る
。
第
一
特
別
委
員
会
の
議
事
録
を
み
て
も
、
容
認
さ
れ
て
い
る
ケ
ー
ス
は
、
地
主
の
強
要
に
よ
る
不
当
引
き
上
げ
が
明
白
な
場
合
に
限
定
さ
れ
て
い
る
し
、
棄
却
の
ケ
ー
ス
も
耕
作
権
回
復
を
認
め
る
と
地
主
の
窮
迫
化
が
一
気
に
進
み
、
比
較
的
安
定
的
な
小
作人の経営のみを一方的に保謹するという「生活状況が逆」となることが川白な場合に限定されている。このことは、
香
川
に
お
け
る
農
地
改
革
が
、
一
義
的
に
小
作
人
の
耕
作
権
を
擁
護
す
る
と
い
う
刀
向
で
の
み
作
川
し
た
の
で
は
な
く
、
小
規
模
地
主
を
多
く
か
か
え
、
六
反
歩
ま
で
し
か
保
有
を
認
め
な
い
と
い
う
事
情
の
下
で
、
複
雑
な
小
作
関
係
の
調
整
を
必
要
と
し
て
い
た
こ
と
を
示
唆
しているが、この点については、「取下」について検討する後述部分でさらに詳しく検討することとする。
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四
七
年
に
争
わ
れ
た
争
点
の
う
ち
、
大
き
な
ウ
ェ
イ
ト
を
占
め
る
の
は
、
「
、
対
価
不
当
」
、
つ
い
で
、
「
８
花
村
」
「
７
保
行
地
選
定
」
で
あ
る
。
香
川
県
で
は
、
は
じ
め
か
ら
地
主
の
合
法
的
抵
抗
は
、
直
接
的
な
耕
作
権
配
分
ｌ
Ｂ
項
目
ｌ
に
関
わ
る
こ
と
が
少
な
く
、
地
主
が
向
ら
桃
作
背
に
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
土
地
所
行
を
確
保
し
よ
う
と
す
る
方
向
が
肘
か
つ
九
と
い
え
る
。
地
主
は
、
主
に
耕
作
背
と
し
て
で
な
く
地
主
と
し
て
の
利
得
を
中
心
に
行
動
し
た
と
い
え
よ
う
。
し
か
も
、
そ
の
地
主
と
し
て
の
利
得
の
力
点
が
、
地
主
で
あ
り
統
農地改革法の構造（二・光）（川口）
四一
次
に
、
訴
願
件
数
の
年
次
別
批
移
を
み
て
み
よ
う
（
表
２
１
１
）
。
全
体
を
概
観
す
る
と
、
川
七
年
六
五
件
で
あ
っ
た
も
の
が
、
四
八
年
に
は
二
倍
以
上
に
増
加
し
て
一
Ⅱ
七
件
を
数
え
な
が
ら
、
四
九
年
に
は
五
四
件
と
一
気
に
三
分
の
一
に
減
少
し
、
江
○
年
に
い
た
っ
て
は
わ
ず
か
一
八
件
と
な
る
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
こ
れ
を
全
国
の
年
次
別
件
数
と
比
較
す
る
と
、
Ⅲ
八
年
が
四
七
年
の
倍
以
上
に
州
川
す
る
点
、
五
○
年
が
四
九
年
の
三
分
の
一
と
な
る
点
等
は
同
じ
で
あ
る
が
、
川
九
年
の
減
少
が
槻
端
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
金
川
レ
ベ
ル
で
は
、
四
九
年
の
件
数
は
、
四
八
年
に
次
い
で
多
く
、
四
七
年
よ
り
も
多
い
の
だ
が
、
香
川
で
は
そ
う
な
っ
て
い
な
い
（
表
２
１
８
．
三
ｎ瓦）。このような脈移がなぜ企じたのかという点を念頭におきつつ各年の訴馴状況の特徴を概観してみよう。
ま
ず
、
四
七
年
の
訴
願
を
み
て
み
よ
う
。
四
七
年
の
訴
願
は
、
こ
の
年
の
農
地
改
革
事
業
の
中
心
が
農
地
買
収
計
画
の
立
案
で
あ
っ
た
こ
と
、
農
地
調
雛
法
改
正
に
よ
っ
て
附
則
三
条
訴
願
が
法
律
上
規
定
さ
れ
る
の
は
川
七
年
末
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
す
べ
て
七
条
関
係
訴
願
で
あ
る
。
こ
の
年
の
特
徴
は
、
存
認
率
が
四
％
と
杵
し
く
低
い
一
方
で
、
棄
却
＊
が
六
四
％
と
抓
め
て
間
く
、
逆
に
取
下
率
が
か
な
り
低
い
と
い
う
こ
と
、
ま
た
、
中
立
人
の
在
村
、
不
在
村
比
率
で
い
う
と
、
不
在
地
主
の
比
率
が
四
年
中
で
最
も
高
い
こ
と
に
あ
る
（
表
２
１
４，２１５）。 四
、
年
次
別
分
析
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附訴不は力＞は多と不とととががけ
こ１１リ願当、つ、県〈のイI；にとな必かる
う三の￣四た全農の緒・ななり要なこ
鍛鍬猟鋼ii：藁Ｒ１ｗ湖嘉状厳とにに、いの、に収桃liI蝋灘|蝋１１U擬麹'１１澱ilij鱗醗i1灘戦溌ｉｆ農一奇の容てりこ七けハ１１初での二以ｌｕＪｉｌｏ〈|ｉ認、なうイl{らさかは地
fillliiii対＄洲舳概：iMijljな法係価願な年ずこ、ここ題’'1ﾇノノ
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産がきるた低に〈る調とHIKるた定る
ノノ対なも。い香なに。’こもよこ。し。
のじ影のこ二ｔ川るョこな、りとIU1てし
（!【ら郷がれ地リリＬと３のる先むはちいか
され力あらやにこことにし、、たし
＄'1至難Ｍ１舵Ｗ:BMiiiif8iliぞ;拙撒ｗｌＭ色ii型譲imw#Ⅶ１Ｍ鮭,iiliiiii'iil繩？!i鰹：ゼi'i'jim汀wli洲：ｗ繩堺:：纈竺鮴売地腿改発ｌ÷｜小、あ貸たたのる、分のみhiiIM1j糊,鵬い麓：鯉ii：撚鰍i蕊鍬＃蝿繍'i1；惑緋Ｉ１ｉｉ１Ａ川鰯ｌＭｉ鰍ぞｉＭ諜丙Ｍ１聯;|iilllぞ1蕊!;;維州#州磐ﾎﾞ鋪ＩｉＬｉ淵kil1i謡:鮒｛ｉｉｉ雛撚
カミ,i,ｉ洲楜Iil'｜刃耕ﾄﾞ''はの七綱一うよ人雛雌う獅三で燃聖Iuj粥iiiif腱Iミ
＆鮒NiiiliMii余Ⅶ黍ルポ鼎ＭＸＩｉｉ
ｗＭＨ闇Ｉ沈洲泉1W'Ⅶｗ“＃三、」,Ｕと民条訴、’三’存登い多六のもｔ」'くし域す皿，）願生立否場すぐjliものが
かやる，ｿ)にで雌つＬしれも（'|：ので本
し、動の皿あ性よ’てもっとであ米
そ１，１き大じつのうとく低こｉｉｉあつ子
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ｉｉｉｉ５ｉｌｔに容で七四か１ｍ三委ｌＷｉにれ
ｲI：汚のい認、条八こらの以条１１で勝だと‐二た＊（１）ＩＨＩ年の、１１１＿上訴会は敗け歪ゼル紗Ⅶ'1鍋￥３１型|;,【施総;鰯蝋Ｉｉ灘雛灘、入る願はるて示急願比画へ折し下し鱗iiiIWili蝋;鱒
；撚繊騨鰍が，率＃ｍｌＷ鯏Lにでに率、丸な瀧、ダム志でさる年とあながと条り刻こルー,;，、が<|覗く淵fii繩
れの一と前よョ－よ・すｌ１ＬｌＩ１１１（'|：っは裁％いイドく６件うそる八三をたqi蓬$“干椛》ｕｉｔｔｉｌｉｉ灸』ドド蝋:雛liliilil&鰯＃に率へてさししな計の１t訴定しｊｍｌｆリ、炎減かて’一り画訴条願賀た委郷！＃羅l1i1：＃#''１菫｛鰯M’つ等、、剛訴が結ｌｉＭｉの三、て｜Ｈ１、￥ＡｆＭⅦ’川灘ＩＩＩｌｌｉｉＭｌｈ
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特
徴
的
な
の
は
、
小
豆
郡
で
、
こ
の
郡
で
は
、
先
述
し
た
よ
う
な
事
情
か
ら
一
九
条
関
係
訴
願
が
か
な
り
多
い
。
七
条
関
係
訴
願
も
一
六件あるのだから、少ないとはいえないが、’九条訴願はそれよりも多く、一九条訴願が七条訴願より多いのはこの
農
地
改
赦
法
の
柵
造
（
二
。
完
）
（
川
Ｕ
四五
行願そそ
志’よ筒しの次
lril極松て半に
、めＴＩｊ、数、
即てのそのＮＩＩ
ち少訴れ四市
、な願以七別
上いが下（'|：に
地。多のを検
のまい木示討
宅たＩｌｌ１Ｒ１すし
地、’１１，番て
化容は丸川み
を認、亀、よ
iii率一，三う
提は１１坂ｌＩｌｆｏ
と、脈山の表
し都然のｉｉｌ１ｊ２
大巾で三１１１（｜
、計、郡が７
jilMWJiiB 
の連計続、わ
地訴画く（'|：か
三に願ｌｊＵへ数る
ｉｎが迎な三よ
利多訴お○う
害い願、件に
へたが郡台、
Ⅱめ四市の件
小、八不小数
作かイ|：Ｕ１ＩＺは
科なにの、、
１Ｍ%$ilMiii 
-いしがのＴｌｉ
と・て八ｉｌｌ,』が
はこ起件１１１１九
兇のこあ、四
画動るる二（'|：
な回か宅○と
利はら件群
害、で合を
|Ｈ１都、綾放
心市こ歌い
を部の、て
よ地年（,|，多
く主以多く
示の外度、
し資’よのっ
て産、ｉｉｌｌｊい
い保訴ｌｌｌｌで
異
議
巾
立
を
し
な
い
で
訴
願
を
巾
し
立
て
た
り
、
訴
願
巾
立
期
間
経
過
後
申
立
た
り
と
い
う
要
件
述
反
が
蝋
大
す
る
か
ら
で
、
地
主
厨
の
抵
抗
が
ほ
と
ん
ど
議
論
の
外
と
な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
五○年の特徴は、すべての訴願類型にわたって数が減少することで、容認も一件もなく、まさに農地改革の岐終局
面をよく示している。とりわけそのことを象徴するのが、七条訴願「６」が七件と他と比べて特徴的な増加を示すこ
と
で
、
Ｂ
の
巾
で
最
も消極的なこの論点によってしか地主屑は改革への抵抗姿勢をとれなくなるのである。こうして、
香川県農地改革は、正確かつ厳密に土地配分を終了していったのである。
る
と
い
え
よ
う
。 五、
郡
市
別
分
析
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表2-9全県条項別年次別処理
結果饗（96）
郡市別一随
法
学
志
林
輔
九
十
一
巻
第
一
号
もみ19,11ない''三があり．その１１;次について１１炎から除外した。なお，１冊ｌｌｉ
四
一ｎ.
ノ、
綾歌町； Ⅱ'多1災Ⅲ】 三uI1il ｲくりＩ 余り､！
‐１７．１Ｈ、19111 1７．１８． Aｌ ､１７．１８．Ｍ）３(｝ `Ⅱ １７．IＨ `Ⅱ 17.18.11)駅Ｉ J1． 
００ ⑪０ ｌ⑪ Ｉ：1７（）（Ｄ ｌｌ５ｌＵ 郷Ⅳ
,１２ 、１Ｊ１Ｉ ００ ;〕（１１１１（１１ ＃３ １ 
ＺｌＩ .Ｉ ⑪０ I；２１（０ :Ｉ（１１】 ⑪）。⑰
００ ００ １１ ＩＩ l）（）Ｉ（） l）Ｉ）（］（） 
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妓
後
に
、
香
川
県
に
特
徴
的
な
取
下
事
件
に
つ
い
て
検
討
し
よ
う
。
こ
れ
ま
で
収
下
事
件
に
つ
い
て
は
、
裁
決
と
い
う
明
快
な
解
答
を
出
せ
な
い
事
件
と
し
て
扱
っ
て
き
た
が
、
そ
の
意
味
を
こ
こ
で
明
確
に
し
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
香
川
県
訴
願
の
特
徴
を
指
摘
し
た
い
。
農地改革法の構造（二・充）（川口）
四
九
他
力
、
訴
願
件
数
が
こ
れ
よ
り
少
な
い
郡
は
ど
う
か
と
い
う
と
、
先
述
し
た
一
五
条
訴
願
が
比
較
的
多
い
と
い
う
こ
と
は
い
え
る
に
し
ても、特徴的な争点の「集中」がみられるという例は少ないことが指摘できる。つまり、香川県では、特徴的な争点
の集中のない、県内では「平均的」な争点構成をもつ場合には取下率が高く、特徴的な争点の集中がある場合のみ取
下
率
は
低
く
な
る
と
い
え
る
の
で
あ
る
。
た
だ
、
こ
う
し
た
傾
向
が
す
べ
て
の
郡
に
い
え
る
か
と
い
う
と
、
そ
う
で
な
い
郡
が
い
く
つ
か
あ
り
、
小
豆
郡
に
つ
い
て
は
、
一
九
条
訴願の集中がみられるものの先にみたような訴願内容であったために取下率は高くなっている。また、一五条訴願の
場
合
も
、
特
に
ウ
ェ
イ
ト
の
高
い
三
豊
郡
と
仲
多
度
郡
に
つ
い
て
み
る
と
、
前
者
が
取
下
率
が
低
い
の
に
後
者
は
高
い
と
い
う
結
果
に
な
っ
て
い
る
。
一
冗
条
訴
願
の
場
合
に
は
、
判
断
の
幅
が
比
較
的
広
い
た
め
、
郡
征
に
処
理
結
果
が
大
き
く
異
な
る
こ
と
が
あ
っ
た
と
い
以
上
の
こ
と
を
ま
と
め
れ
ば
、
訴
願
件
数
の
多
少
と
取
下
率
の
高
低
は
、
争
点
の
集
中
度
合
い
と
七
条
以
外
の
訴
願
処
理
の
特
異
な
性
質
と
い
う
フ
ァ
ク
タ
ー
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
の
で
あ
る
。
ある。
えよう。
よ・っな問題にしぼって訴願が集中するという現象がみられるために、取下の余地なく裁決にいたるといい得るからで
六
、
取
下
酬
件
に
つ
い
て
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法
学
志
林
節
几
十
一
巻
銅
一
り
Ｋ
ｏ
 
先
述
し
た
よ
う
に
鏑
一
回
特
別
委
ｕ
会
で
は
、
訴
願
処
皿
の
大
ま
か
な
方
向
が
議
論
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
訴
願
の
内
存
川
に
つ
い
て
問
題
と
さ
れ
た
の
は
、
ひ
と
つ
は
前
に
み
た
甘
土
関
係
で
あ
り
、
も
う
ひ
と
つ
は
戦
中
戦
後
の
人
口
の
移
動
に
起
因
す
る
土
地
争
奪
状
況
へ
の
対
処
で
あ
っ
た
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
農
地
課
長
大
西
保
英
が
、
は
じ
め
に
発
言
し
、
「
問
題
に
な
る
の
は
不
在
地
主
、
戦
災
者
、
復
貝
、
附
柘
剛
の
取
扱
い
で
あ
り
ま
す
が
水
街
と
地
力
庁
の
解
釈
の
机
述
が
多
少
あ
り
殊
に
こ
れ
ら
の
陳
恥
晒
者
に
対
し
て
は
本
人
の
気
持
ち
も
充
分
酌
み
」
処
皿
す
る
必
要
が
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
第
一
軍
で
み
た
、
中
央
ｌ
県
Ｉ
市
町
村
農
地
委
ｕ
会
と
い
う
指
導
シ
ス
テ
ム
の
観
点
か
ら
み
る
と
こ
の
発
言
は
敢
要
で
、
県
の
農
地
謀
反
自
ら
が
、
小
央
の
統
制
に
よ
る
一
律
の
処
理
で
な
く
雌
レ
ベ
ル
で
の
、
主
判
断
の
余
地
を
向
ら
認
め
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
火
際
、
飾
一
厳
で
み
た
遡
及
買
収
に
し
て
も
、
小
火
が
法
令
、
皿
述
を
あ
れ
ほ
ど
細
か
く
川
し
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
香
川
県
で
は
、
城
本
的
に
は
、
巾
町
村
農
地
委
貝
会
の
判
繼
肋
に
委
ね
ら
れ
る
も
の
と
の
理
解
が
あ
（邪）
り
、
そ
れ
ほ
ど
の
厳
格
性
を
要
し
な
い
と
者
》
え
ら
れ
て
い
た
。
ま
た
、
保
有
地
選
定
基
準
に
つ
い
て
も
、
各
市
町
村
農
地
委
員
会
毎
に
若
（幻）
千
の
州
迎
が
あ
っ
た
の
は
前
述
の
通
り
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
雌
Ⅲ
の
姿
勢
に
対
班
し
て
、
柵
家
識
艮
も
、
可
複
雑
な
川
迦
で
あ
る
か
ら
小
火
の
皿
牒
一
本
で
行
か
な
く
て
も
良
い
と
凪
ふ」と述べ、他の委ｕからも、「一律に決めないで臨機応変にやるのですね」等の充一一門がみられ、この問題について
は
、
柔
軟
に
対
処
し
て
い
く
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
、
地
主
の
四
Ｗ
対
的
窮
乏
化
、
食
轍
難
、
椛
利
関
係
の
不
確
定
性
と
い
う
事
態
か
ら
く
る
地
力
レ
ベ
ル
で
の
対
処
の
柔
軟
性
は
、
銅
一
歳
で
み
た
よ
う
な
遡
及
Ｈ
収
の
困
難
性
を
訴
え
る
全
国
農
地
課
長
会
議
で
の
発
言
か
ら
も
う
か
が
え
る
こ
と
で
、
香
川
県
の
み
の
特
徴
で
は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
香
川
県
の
場
合
特
徴
的
な
の
は
、
そ
れ
が
訴
願
取
下
件
数
の
多
さ
と
い
う
形
で
あ
ら
わ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
ど
の
よ
う
な
形
で
行
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
Ｌ
Ｃ
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第
一
特
別
委
凹
会
議
邪
録
に
よ
っ
て
確
認
で
き
る
取
下
邪
件
は
、
一
六
件
と
そ
れ
ほ
ど
多
く
な
い
が
、
う
ち
七
条
関
係
が
一
三
件
で
、
七
条
関
係
収
下
事
件
の
川
削
ほ
ど
は
わ
か
る
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
農
地
改
砧
法
の
論
皿
体
系
上
販
要
な
論
点
か
ら
な
る
七
条
関
係
訴
願
に
つ
い
て
は
、
論
じ
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
と
も
に
、
資
料
上
取
下
と
い
う
形
で
処
皿
さ
れ
て
い
な
い
、
な
い
し
、
「
審
識
保
冊」のままで記録に残っている小件から、「取下」に通じる問題を論じることが可能なケースが多くあり、ここから、
「取下」事件全般を含めて議論することは可能と考えられる。
ま
ず
、
「
取
下
」
の
形
で
処
理
さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
み
て
み
よ
う
。
こ
れ
ら
の
事
件
に
つ
い
て
議
事
録
を
読
ん
で
直
ち
に
気
づ
く
こ
と
は
、
「
取
下
」
と
い
う
行
為
が
、
県
農
地
委
且
会
、
雌
職
風
の
関
知
し
な
い
と
こ
ろ
で
巾
立
人
の
発
意
の
み
で
行
わ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
皆
無
で
あ
り
、
必
ず
何
ら
か
の
形
で
の
県
農
地
委
員
会
、
県
の
働
き
か
け
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
処
皿
パ
タ
１
ン
と
し
て
は
、
二
秘
類
あ
り
、
ひ
と
つ
は
訴
願
審
議
以
降
に
県
職
員
、
市
町
村
農
地
委
貝
会
な
い
し
完
渡
相
手
と
の
間
に
話
が
ま
と
ま
り
、
審
議
の
場
で
而
叩
に
取
下
が
な
さ
れ
る
と
い
う
パ
タ
ー
ン
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
ご
く
少
数
し
か
み
ら
れ
な
い
。
も
う
ひ
と
つ
が
、
審
議
前
で
の
話
し
合
い
が
あ
っ
た
こ
と
は
推
定
で
き
る
も
の
の
、
そ
れ
が
面
ち
に
効
果
を
発
揮
せ
ず
、
審
議
の
場
で
、
議
長
や
委
只
、
県
職
ｕ
に
勧
め
ら
れ
て
取
下
に
い
た
る
も
の
で
、
収
下
事
件
の
ほ
と
ん
ど
は
こ
の
パ
タ
ー
ン
で
あ
り
、
こ
の
場
合
に
は
、
巾立人が岐終的に取下の意思を表明し、委艮会が全ｕでこれを確認して取下と「決定」する。収下を「決定」すると
い
う
の
は
、
い
さ
さ
か
逆
説
的
な
表
現
で
あ
る
が
、
議
事
録
の
野
川
気
か
ら
す
る
と
ま
さ
に
そ
う
で
、
中
立
人
が
取
り
下
げ
た
の
で
雌
農
地
委
口
会
審
議
が
不
要
に
な
る
と
い
う
処
皿
状
況
で
は
な
く
、
容
認
・
棄
川
等
と
並
ん
で
、
取
下
後
に
お
け
る
処
皿
に
つ
い
て
も
か
な
り
川
確
な
股
地
委
且
会
の
愈
思
が
う
か
が
え
る
よ
う
な
形
で
処
川
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
次
に
取
下
事
件
に
み
ら
れ
る
関
係
者
柑
互
の
関
係
に
つ
い
て
み
て
み
た
い
。
こ
の
観
点
か
ら
み
る
と
、
取
下
に
は
、
訴
願
中
立
人
と
巾
腱
地
典
靹
法
の
柵
造
（
二
・
先
）
（
川
Ｕ
五一
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前
者
の
タ
イ
プ
は
、
五
例
と
そ
れ
ほ
ど
多
く
な
い
。
一
例
を
あ
げ
る
と
、
香
川
郡
円
座
村
で
起
こ
っ
た
九
二
号
訴
願
で
、
こ
の
事
件
は
、
市
町
村
農
地
委
且
会
か
ら
買
収
の
通
知
も
な
く
買
収
令
書
の
交
付
も
発
行
日
よ
り
相
当
遅
れ
た
こ
と
に
立
腹
し
た
地
主
が
、
村
農
地
委
員
会
の
「
悪
意
」
を
追
及
す
る
た
め
申
し
立
て
た
も
の
で
、
県
の
側
は
、
買
収
令
書
交
付
が
事
務
繁
忙
の
た
め
遅
れ
が
ち
で
あ
る
こ
と
を
認
め
た
上
で
、
手
続
と
し
て
は
適
法
で
あ
り
、
村
農
地
委
員
会
に
も
「
懇
意
」
は
な
い
こ
と
を
強
調
し
て
、
棄
却
決
定
を
し
て
し
こ
り
を
残
す
よ
り
、
「
円
満
解
決
上
」
取
下
を
勧
め
た
も
の
で
、
こ
の
言
葉
に
申
立
人
も
納
得
し
、
取
下
に
い
た
っ
て
い
る
。
こ
の
他
に
数
件
み
ら
れ
る
こ
の
タ
イ
プ
の
取
下
事
件
は
、
大
体
こ
う
し
た
形
で
処
理
さ
れ
る
も
の
で
、
市
町
村
農
地
委
員
会
へ
の
反
感
か
ら
申
し
立
て
ら
れ
た
珈
件
を
「
川
棚
解
決
」
の
た
め
取
り
下
げ
さ
せ
る
と
い
う
結
果
に
終
わ
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
市
町
村
農
地
委
員
会
と
農
村
実
態
と
の
距
離
が
、
そ
の
ま
ま
委
員
会
へ
の
反
感
と
い
う
形
で
あ
ら
わ
れ
た
も
の
で
、
農
地
改
革
過
程
に
は
必
然
的
と
い
っ
て
い
い
ほ
ど
生
じ
た
随
伴
現
象
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
ら
の
耶
件
を
一
律
に
棄
却
な
い
し
却
下
処
分
と
せ
ず
、
取
下
の
形
で
処
理
し
た
と
こ
ろ
に
香
川
県
訴
願
の
特
徴がある。市町村農地委貝会と農村実態との距離をそのままに、法的雌準に照らして一律に処理するのでなく、少し
で
も
そ
の
距
離
を
埋
め
る
方
向
を
考
え
て
い
る
わ
け
で
、
し
か
も
、
感
情
的
に
な
っ
た
地
主
が
あ
く
ま
で
も
裁
決
を
求
め
る
わ
け
で
な
く
、
取
下
を
納
得
す
る
と
い
う
状
況
の
中
に
、
香
川
県
に
お
け
る
腿
氏
述
動
を
背
景
と
し
た
小
作
勢
力
の
発
言
力
の
強
さ
、
そ
こ
か
ら
く
る
市
町
村
農
地
委
員
会
と
農
村
実
態
と
の
距
離
の
相
対
的
な
小
さ
さ
が
う
か
が
え
る
。
一
方
、
も
う
ひ
と
つ
の
申
立
人
と
耕
作
（
権
）
者
と
の
関
係
の
調
薙
が
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
事
件
で
あ
る
が
、
収
下
事
件
と
し
て
は
、
こ
の
タ
イ
プ
の
方
が
多
数
派
で
あ
る
。
こ
の
タ
イ
プ
の
も
の
は
、
訴
願
理
由
と
し
て
は
、
保
有
地
選
定
、
在
村
主
張
、
一
時
賃
貸
、
自
作
地
法
学
志
林
第
九
十
一
巻
第
一
号
五二
町村農地委員会の関係がポイントとなるタイプと、巾立人と当該農地の耕作者ないし耕作椛者の関係がポイントとな
ろ
タ
イ
プ
が
あ
る
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
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主
張
、
自
作
相
当
地
主
張
、
権
利
関
係
な
し
と
多
岐
に
わ
た
る
が
、
問
題
の
核
心
は
ど
れ
も
共
通
性
が
あ
り
、
戦
中
、
戦
後
に
お
け
る
人
口
移
助
と
食
糊
難
か
ら
く
る
土
地
争
奪
が
そ
れ
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
、
主
に
二
つ
の
タ
イ
プ
が
あ
る
。
ひ
と
つ
は
、
地
主
の
窮
乏
化
へ
の
配
慮
を
中
心
と
す
る
も
の
、
二
つ
は
、
椛
利
関
係
の
確
定
不
能
状
態
に
対
処
す
る
も
の
で
、
前
者
が
多
く
、
後
者
の
例
は
一
例
し
か
な
い
。
前
者
の
例
を
あ
げ
る
と
、
た
と
え
ば
四
七
年
の
四
八
号
事
件
（
高
松
巾
）
で
は
、
戦
前
に
所
有
地
を
親
戚
に
貸
し
て
満
州
に
わ
た
り
帰
還後土地の返還誹求をしたもので、池元展地委ｕ会ｌ満松市太川地区委員会は、この件につき、「感悩的に洲があり
解
決
は
川
難
な
た
め
、
法
的
に
は
不
在
地
主
と
み
な
さ
れ
る
」
と
し
て
異
議
申
立
を
棄
却
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
県
農
地
委
員
か
ら
は
、
知
事
の
許
可
で
土
地
返
還
も
可
能
な
の
だ
か
ら
、
「
双
刀
の
合
意
を
得
る
よ
う
努
力
す
べ
き
」
と
の
愈
兄
が
Ⅲ
さ
れ
、
潮
江
係
長
も
「
法
的」には不在地主になるとしても、「本人の酬悩を考幽すれば極力和合すべき」と述べている。これをうけて桶家議
長
は
、
こ
れ
を
「
法
的
」
に
処
理
す
る
と
不
在
地
主
と
し
て
処
理
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
り
「
本
人
の
と
り
つ
く
島
も
な
く
な
る
為
一
応
取
下
に
し
て
は
ど
う
か
」
と
結
論
、
取
下
の
勧
め
に
よ
っ
て
巾
立
人
は
取
下
に
い
た
っ
て
い
る
。
ま
た
、
同
じ
く
四
七
年
の
六
ｈ
号
那
件
（
小
豆
郡
苗
羽
村
）
で
は
、
巾
立
人
の
工
場
勤
務
等
に
よ
っ
て
貸
し
付
け
た
土
地
に
つ
き
、
本
人
の
帰
農
と
長
男
の
復
員
を
機
に
返
還
を
請
求
し
、
一
旦
返
還
を
う
け
な
が
ら
、
小
作
人
が
遡
及
買
収
の
規
定
を
知
っ
て
「
急
に
硬
化
」
し
た
と
い
う
乎
案
が
争
わ
れ
た
。
こ
の
耶
案
で
は
、
地
元
農
地
委
口
会
は
、
訴
願
人
が
「
粉
腿
家
」
で
あ
る
と
い
う
こ
と
、
一
力
で
小
作
人
は
老
夫
婦
で
そ
の
息
子
は
農
外
で
生
計
を
た
て
て
い
る
こ
と
か
ら
、
小
作
六
割
地
主
川
削
の
土
地
分
判
と
い
う
「
折
衷
案
」
を
川
し
た
が
、
小
作
人
が
拒
否
し
た
た
め
、
「
止
む
を
得
ず
買
収
計
画
に
入
れ
た
」
こ
と
が
判
明
、
こ
れ
に
つ
き
、
「
何
れ
に
し
て
も
一
応
農
地
委
員
会の決定を岬晒すべきではあるまいか」と訴願棄却の意見もでたが、群議は、「止むを得ず」買収計画をたてたこと
を
砿
視
す
る
刀
向
に
進
み
、
肢
終
的
に
禰
家
識
艮
が
、
「
本
件
は
取
り
下
げ
し
た
刀
が
法
的
見
地
か
ら
し
て
も
訴
願
人
に
何
利
と
封
へ
ら
農地改革法の構造（二。完）（川口）
五三
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次
に
、
権
利
関
係
の
不
明
碓
さ
か
ら
取
下
に
な
っ
た
も
の
を
み
て
み
よ
う
。
こ
れ
は
、
四
七
年
の
七
二
号
耶
件
（
仲
多
度
郡
善
通
寺
町
）
一
件
の
み
に
み
ら
れ
る
も
の
で
、
「
不
当
取
り
上
げ
」
を
し
ば
し
ば
す
る
地
主
と
い
う
こ
と
で
町
農
地
委
員
会
が
買
収
計
画
に
入
れ
たのに対し、地主が、「自作地」だと主張した事案である。この事件は、結局、「種々問題もありますので実地調査で
解
決
致
し
た
い
」
と
い
う
理
由
で
、
．
応
取
下
と
い
ふ
形
」
と
な
っ
た
。
つ
ま
り
、
当
該
事
業
に
つ
い
て
は
、
よ
く
わ
か
ら
な
い
点
が
多いので、実地調査をしてその場で調停をし、必要な場合には農地調狼法九条三項手続を跡むという意味である。こ
れ
は
、
棄
加
決
定
が
で
き
な
い
と
い
う
よ
り
は
、
容
認
と
も
棄
却
と
も
判
断
し
か
ね
る
の
で
、
現
地
で
利
益
調
艦
す
る
と
い
う
こ
と
を
含
意
し
て
い
る
わ
け
で
、
そ
の
ま
ま
「
法
的
」
に
処
理
す
れ
ば
棄
却
に
い
た
る
と
い
う
さ
き
の
タ
イ
プ
と
は
若
干
異
な
っ
て
い
る
。
県
農
地
委員会は、権利関係がよくわからないものをあえて法に一律にあてはめて裁決し、その後の農村社会のあり方をぎこ
ち
な
く
す
る
よ
り
、
取
下
の
上
で
調
停
す
る
こ
と
を
選
択
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
タ
イ
プ
の
も
の
は
、
先
述
の
よ
う
に
議
事
録
に
は
一
件
し
か
み
ら
れ
な
い
が
、
こ
う
し
た
形
で
の
権
利
側
係
の
処
理
方
法
に
側
述
農地改革法の構造（二・元）（川口）
五五
お
い
て
完
全
な
一
致
が
あ
る
か
ど
う
か
は
資
料
上
の
限
界
か
ら
不
明
で
あ
る
が
、
市
町
村
農
地
委
員
会
が
行
お
う
と
し
た
調
停
を
訴
願
裁
決
の
形
で
確
定
し
た
可
能
性
が
高
い
。
こ
の
よ
う
な
事
例
は
、
議
事
録
で
は
こ
の
二
六
八
号
一
件
し
か
な
く
、
か
な
り
珍
し
い
例
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
前
に
み
た
こ
と
と
の
関
係
で
い
え
ば
、
地
主
小
作
間
の
利
益
配
分
の
「
不
公
平
さ
」
が
余
り
に
耕
し
い
と
き
は
、
県
腔
地委員会自身が裁決の形で調停内容を確定してしまうことさえあったといえるであろう。地主の生活状態を配慮して
な
さ
れ
る
「
取
下
」
措
置
は
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
こ
う
し
た
形
で
の
裁
決
に
い
き
つ
く
可
能
性
す
ら
は
ら
む
、
香
川
県
農
地
委
員
会
の
訴
願
処
理
の
軍
要
な
方
法
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
形
で
の
処
潰
が
、
香
川
県
に
お
け
る
取
下
事
件
の
中
心
部
分
と
な
っ
て
い
た
こ
と
に
注月する必要があろう。
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法
学
志
林
第
九
十
一
巻
第
一
号
五六
し
て
興
味
深
い
内
容
を
示
し
て
い
る
事
件
が
議
事
録
に
は
何
件
か
み
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
処
理
結
果
こ
そ
取
下
の
形
を
と
っ
て
い
な
い
も
の
の
、
実
質
的
に
は
当
事
者
間
の
利
害
調
薙
Ⅱ
調
停
を
訴
願
裁
決
の
形
で
確
定
し
て
い
る
と
い
う
内
容
の
も
の
で
あ
る
。
そ
の
例
を
い
く
つかあげると、四七年五三号事件（高松十中古高松地区委員会）では、昭和二○年一一月二三日時点での権利関係が、
不
明
確
で
「
決
定
川
難
の
た
め
双
方
の
合
意
で
半
分
の
み
排
作
を
認
め
る
こ
と
に
決
定
」
し
、
地
主
も
承
諾
し
た
の
に
、
地
主
が
後
か
ら
異を唄え申立を行ったことが問麺となり、県農地委員会は棄却の裁決を下している。四八年一四二号事件（香川郡浅
野
村
）
で
も
、
地
主
小
作
間
の
法
外
調
停
で
土
地
を
地
主
四
割
小
作
六
割
の
割
で
わ
け
土
地
引
き
上
げ
分
の
甘
土
料
の
支
払
を
す
る
事
に
なっていたのに、地主が、「寝返りを打つ」て巾立を行い棄加決定をうけているし、四九年二六二号事件（綾歌郡端
岡
村
）
で
は
、
法
外
調
停
を
一
旦
承
認
し
な
が
ら
、
後
に
そ
れ
を
不
服
と
し
て
訴
願
巾
立
を
行
っ
た
地
主
に
対
し
、
「
一
時
賃
貸
の
点
に
つ
い
て
疑
義
も
あ
り
調
査
も
困
難
の
た
め
調
停
案
を
出
し
た
の
で
あ
っ
て
最
も
妥
当
」
な
解
決
方
法
な
の
に
な
ぜ
申
立
を
す
る
の
か
と
県
農地委員が厳しく批判し棄却裁決をみている。
こ
れ
ら
の
事
例
は
、
市
町
村
農
地
委
且
会
の
買
収
計
剛
立
案
が
、
股
地
に
つ
い
て
の
椛
利
関
係
が
不
川
碓
な
た
め
市
町
村
農
地
委
員
会
に
よ
る
法
外
調
停
を
前
提
と
し
て
な
さ
れ
、
そ
れ
に
地
主
が
一
旦
調
停
を
承
諾
し
な
が
ら
後
に
翻
意
し
て
異
を
唱
え
た
も
の
で
、
同
様
の
事例が他にも何件か見いだされる。この場合には、訴願の処皿十〃法としては「棄却」の形をとっても、実態的には法
外
調
停
結
果
の
確
認
と
い
う
形
に
な
っ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
あ
わ
せ
て
先
ほ
ど
の
取
下
事
件
を
考
え
て
み
る
と
、
そ
こ
に
は
訴
願
と
調
停
と
の
密
接
な
関
係
と
い
う
構
図
が
見
え
て
く
る
。
そ
の
関
係
と
は
、
ベ
ー
ス
と
し
て
、
権
利
関
係
が
不
明
確
な
場
合
に
、
県
職
員
の
指
導
下
に
な
さ
れ
る
市
町
村
農
地
委
員
会
による法外調停があり、もう一方に、この調停結果をうけて計画立案がなされ県農地委且会によって計画が確定され
Hosei University Repository
以上、収下耶●件及びこれに内穴滞的に側述する蛾決邪件について検討してきた。これまでみてきたようなことは何を
意
味
す
る
の
だ
ろ
う
か
。
ま
ず
、
こ
れ
が
、
香
川
に
お
け
る
股
地
改
革
災
施
の
「
不
徹
底
さ
」
を
示
す
と
は
考
え
が
た
い
。
そ
の
よ
う
に
考
え
る
こ
と
は
、
呑
川
県
腿
地
改
革
の
概
観
や
訴
願
哉
決
に
つ
い
て
爪
ま
で
に
述
べ
て
き
た
こ
と
と
全
く
矛
盾
す
る
か
ら
で
あ
る
。
だ
と
す
れ
ば
、
こ
の
事
態
は
何
を
物
語
っ
て
い
る
か
。
農地改革法の構造（二。完）（川口）
五七
の停度に停柵か存伴する
脱を強まに難こど在なると定勅いで委、のうしし形い
の奨かいね小こ力〕てにでう
あすにたる作とはい31.の構
易鮎ぞｌＷＡ綱空ＷＢＩｉｉｉ
と合てこをⅢに」きた案決あ
ilj、ｻﾞＩＩｉじ無対み判だが定り
ⅡｌＪさ采れ視的た然しなを、
ＭＥ偽ｉ瑚聖６２綱ｈ
地稀リうな化のなのたのへ
委にエないの生いタ場がの
１４は１時程ＩＩ１ｎＩｉ宅イ合ノハ修
樹,舟：'(繩&ＨＭＩ；
農認ンＴｌｊおこへも、な’川
村のが町いつのの１１ドつ題
実形あ村てた配はげｉてと
態でり農有二l２１ｕ、にいな
と調、地し地か先よるつ
Ni備瀦Ⅶlil：そ“
に容Ｉこ会たは￣ﾄﾞよ〃くうき
有をよがと、とうタトもも
し１雁つどいいしに洲の法
た定てのうずた議伸で外
ＩＩｌｉす法程点れ処Ｉ１ｉにあ洲灘繊鮓＄：！：ii
llllと結法と、と一こたを
のが染外しそを件と、考
謬：鯏鮴將脱ｍＭル
なれ認をら決せな提にる
パたす行れをていに、妥
ラとるつよＴＩｊ券か収椛当ンい場たう111Jえら￣ﾄﾞ利なスう合か。付るこを関も
のこと、そ農とれさ係の
結と、当し地、がせがと
職1W鑿〈棚iii2iliMi
じるＩこのそ会のとい確し
た・よ執れに人しうな、
現農つ着がよ［１て処一のそ
象地てが県る移多’''１にれ
糊舳呉螂MjIli臘
え法調程ル洲食たも調認
（躯）
レムやつ。
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旨すきよしるた停度の徹さてこ
をれ-1：訴るての。のが土底１１１１かいと呑破ばげ願法いでこ采イⅡ地しちつるは川
壊、事１m外るあのた１Ｋリ’て、九。、県
す地例下調。る結すにき買香とそ農に
鮎１１鯆淡‘染鮒ⅦｌｌＶ２１１＃＃ilIi潅船蝋珈左iii“'キゼ廠織lii嫌な状力こし地呑できラ農れ、を、策民第い態をのて調川のくソ地、小意換が迎九とへ信よい査リｉＬ法、ス調地作味言小動十淵IIU腺'《１Ｋ繩iii綿図上Ｈ１|;il偲悪レ慮て性のし、停調り九抵充おばの瀞第べかい質でぱ８Ａは停つ条抗言り、発カールられをあしｊＵｌ、につ三は力、香言の号
ま葉ばもるば調地よ行〕０Nかをま川力強で却こつｏｌｌｉ在三ｋつわ手な基さ県のさ
TlJ処そたなをのてれ続り礎にＩこ大、
町分、〃《る必司地る、効にこおき１１村をあ外調要や主こＴｌｊ染強のけなニヒ農しえ調査とむのと町的力Ｍｉる農ｉｆ（地なて仲にしをョと村にな雛市村行委い訴をと九得無な農抑県の町実の
貝と願術ど司な理つｊｌｌ１制の小村態普会いをにまｉＩｉいなた委さ指さ農に及のう戒前ら洲ＬＬ‐が且れ導さ地支、法判決提ず１－上り｜、会たがこ委え小外断にと県９１『地き秀に･なそ員ら作調を侍し農（ｌ|：引上）|’よ次さが会れＩＷｉ伜しちて１ｍがきげ県る章れ、とて１１Ｉ
はて込お委多上をで法でた取農比身信もまり員いげ効は外詳結下村較の帆、ず、会がＩｊｉ果、調述果事実的Ｔｌｊさこ取法、、例的県伸す、（'|：態順’１１１れれ下外県このに職、る多をと綱付てがと調職れＩｌｌｌ抑員小よくｌｉｖｉのに催い際す件貝もＨ１制の作うの大距展地た限るにを法過す臨訓にョさ離開委とな措お交外陞る席停、全せはし貝い〈置けえ調とと指法農ｉｌｉｉた他た会う拡がる大体もい導に地Ｉ)ｉｌｌｌｉ〔県で会こ火と司Ｔｌｉのなう下よ改放囚にあ長としらやll1Jiｎつ傾にる革Ｌだ比ろの
がてれむ村１１｝て向な依期がつくう多XiiUWiiilii臘珊１N藷鰍ｆＷｉＥさ高よ改たな委接たくる停けれ凪対をこう革。い貝にとみ法のるるわ的示れ・の換‐会ＩＨＩいら外三地ほれに唆ら
こ趣言リ’に係えれ洲｛ljll主どる小しの
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刀で距しなな然なた法地香ｉｌｉの
こには離得いるだこいと外委）'’’11「よ
のお、がるが訴つの１－い調貝県村う
き：紫＃だｇ劇幽ikfffmliiiii
な県訴的だれかいにリ｜うい展合委Ｉｌ１Ｊ
{Ｗの願に、まらえみき。う村、貝村
保指の太一ででるて＿こい処笑やだ農
を郡形きノＬみあでくげわｐＭ態はけ地
必、をい条てるあれ小ばがとりで委饗ｉＩｊと小訴き。ろば例、なの腱は員
と’'1「つ豆Ｍｉｌｉ九資う、を訴さｌＩ１ｉｌｌ３狼会す付た郡にし料。’:１１１１１願れ雛迎得に;雑!ii擁Ill1Iilii鱗；た郷￥gllli：iilliliij取地小ﾉ｣Ⅷ(Ｍ比いの,肥は,,,う理継締'《灘|i篭$鯉塞；騨醤ド蕊鮒雛鱗黛iiill1il：、'１－すさＨ'１大て条もすすいつし、R螺駿Ｍｉｉｌｌ：繩そち'淵鯛戦$iii$鋼11|{：
iillit州ぞ８：liliMf法11“lliilllli＄|iii”IＭ２鱒二％鮒。、の、｣:すいうぐかれのiJM停卿：ｉｉ岬!;jiuiMIli::幾W鮒波しとが導火幽麟述縦て'Ⅸ状収あ9ザルiキll1lii1ii簾蝿：艦ili勲麗奇Ｍｗをうおう腱とがｉＭＩミＭｉＦＭ２
采。りに村はよ【蔵い司ははり得がた、、災光〈がのや少、巾九人
しこ小態ク〉わ必もむなｌｍｌｌｌＪのき
ＦＫＮｉｆＭｉ蛾ｊｉｉ'1:1<'１１'《〈、
た
の
で
あ
る
。農地改革法の構造（二・鬼）（川口）
几
几
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対るによ
そ的利ＩＨＩう以
し小；'イわに上
てさ調る、、
、さ柏論香必
ことにＥｌ１１ｌｌ要
のいも体リムな
よう依系訴点
う特存にｌｉｌｉは
にＦ［すｌｌｌ１は、
しにるし、各
てAllとた農論
み定い調地点
てさう縦改毎きれ特｜革に
蕊!;窪
呑つを必さき
川たとずれた
県とつしたの
膳Ｍｆ５Ｍｉで
け（１）そま的こ
るるれらなこ
調のはず訴で
停で、、ＭＩＨは
とあ秀そのど
はる１１１れあく
何。県以り而
増Ｊ)iillイＩ！温｝|}蒸雛
か村でｌ１１ｊｌめ
と農の行を
い地調の述
Ａ討腱iiiiiき
が会ノノ体こ
lｌｌ１と点系と
題農を、と
と村おとす
な突きりる
る態、わ。
。とかけ三
このつ桃I
RWilMポギ
にのに配み
つＨ１よう〉た
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
に
‐
い
て
次
承
で
検
討
し
よ
う
。
（２）行川叺脳比述動についての研究は多いが、代災的なものとして、栗原百〃「芥川県腿魁巡勤史の構造的研究」（殿氏述助史研究会
「脳氏迎動史研究尚料節八災」一九瓦五年所収）、山木繁「行川の艇瓜皿動」（平和榔叶一九七○年）があり、近年のものとして、
山
木
鯛
「
人
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
と
什
川
の
魁
民
迦
助
」
（
獅
磁
社
一
九
八
八
年
）
が
あ
る
。
ま
た
、
秀
川
皿
に
お
け
る
戦
前
の
小
作
洲
体
に
つ
い
て
は
、
川
口山彦「小作調停における規範構造」（利行信義・吉井着生火・水杯彪綱「法における近代と現代」Ⅱ水評論社一九九三叩所収）
（
１
）
こ
こ
で
川
い
る
資
料
は
、
現
在
呑
川
県
庁
に
残
さ
れ
て
い
る
農
地
改
革
関
係
資
料
で
あ
り
、
よ
り
具
体
的
に
は
、
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
の
形
で
残
さ
れ
て
いる香川県農地委員会議事録、同第一特別委貝会議邪録、及び、県庁郷束轡爪に収納されている「幽地調就」節Ⅲ（十Ⅲ）である。ま
た
、
水
概
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、
当
時
雌
胆
地
郷
職
側
で
あ
っ
た
川
粉
の
万
々
１
－
水
川
祁
担
当
新
川
祁
火
氏
、
仲
多
度
郡
担
当
佐
膿
進
氏
、
腿
地
委
貝
会
係
・
仲
多
度
、
三
賎
郡
仙
当
高
木
直
義
氏
、
小
作
調
停
係
触
野
敏
男
氏
１
１
に
Ⅲ
き
取
り
調
査
を
行
っ
た
の
で
こ
れ
に
つ
い
て
も
適
宜
資
料
と
し
て
川
い
て
ぃ
を
参
照
さ
れ
た
い
。
（３）Ⅱ土椚行に一
／、。
Ⅱ土椚行については、前掲「秀川県農民迎勁史の構造的研究」三一頁以下、野村岩夫「香川県下のⅡ土料に就いて」（香川県内務
し
、
Ⅲ
．
ノ
法
学
志
林
第
九
十
一
巻
第
一
り
Ｉ１Ｉｉ 
六
○
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（皿）香川県「香川県の慣行小作権に関する件」（一九四七年五月一三日「農地改革資料災成」九巻二五六頁以下〉参照。
（旧）註（１）で述べたマイクロ資料による。
（
Ｍ
）
農
地
改
革
過
程
で
、
こ
の
よ
う
な
取
消
は
顕
繁
に
起
こ
っ
た
。
そ
の
原
因
は
、
場
合
に
よ
っ
て
は
第
三
章
で
み
る
よ
う
な
計
画
立
案
後
に
な
さ
れ
た
地
主
小
作
側
の
調
停
結
果
を
う
け
て
の
修
正
と
い
う
場
合
も
あ
っ
た
が
、
多
く
は
、
一
筆
調
査
、
農
地
台
帳
記
載
等
に
関
わ
る
単
純
な
ミ
ス
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
ミ
ス
に
つ
い
て
は
、
辻
前
掲
欄
が
、
仲
多
度
郡
善
通
寺
町
の
例
に
即
し
て
検
討
を
く
わ
え
て
い
る
（
一
○
二
頁
）
。
腱
地
改
革
法
の
櫛
適
（
二
・
光
）
（
川
Ｕ
一ハー
（Ⅲ）辻前掲橘九○頁参照。
（
８
）
前
掲
「
香
川
県
農
地
改
革
三
年
史
」
三
○
九
頁
以
下
参
照
。
（９）「腿地改革資料災成」一一恋三六面の数値による。
（
⑪
）
元
秀
川
県
職
風
新
川
州
夫
氏
よ
り
の
Ⅲ
き
取
り
で
も
、
地
主
胴
は
土
地
所
行
に
つ
き
あ
き
ら
め
の
境
地
に
な
っ
て
お
り
、
県
腿
地
委
貝
会
で
も
小
作
側
委
風
の
発
言
力
の
方
が
強
か
っ
た
と
い
う
。
部
発
行
一
九
二
八
年
「
農
地
制
皮
涜
料
災
成
」
補
進
一
に
収
録
）
参
照
。
（
４
）
「
秀
川
県
農
地
改
砧
三
年
史
」
に
は
、
県
下
す
べ
て
の
農
地
委
貝
会
の
委
日
、
諜
記
、
部
落
補
助
園
の
氏
名
、
年
齢
が
紀
軟
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
を
み
ると諜記は、おおむね二○代か三○代の年齢の者があたっている。なお、この点については、辻唯之「香川県の農地改革」（「香川大学
経
済
論
叢
」
六
四
巻
四
号
一
九
九
二
年
）
九
二
頁
参
照
。
（５）香川県庁文書「最近に於ける農地事情概要調査の件」（凶六年五月二五Ｕによると、「終戦後二於ケル農民運動ノ発展状況」とし
て、「往時ノ小作人組合ト其ノ趣ヲ異一一セルガ其ノ運動ノ源泉ハ当時ノ幹部ノ台頭二依ル」となっている。「其ノ趣ヲ異一一セル」とは、
この文升の別のところにみられる「何レノ組〈Ⅲ二征リテモⅢ股民組合時代ノ構成員卜異ニシ自作者及耕作地主モ加入今ャ農民組合二人
ル〃ガスベテニ行利ナリト云う打算二川発セル向ヲ強ク感得ナシ得ル」とあるような腿民の実利的行助スタイルをさすといえるが、こ
の
よ
う
な
火
利
的
行
動
が
腿
比
組
合
へ
の
川
人
と
い
う
形
を
と
っ
た
と
こ
ろ
に
当
時
の
社
会
状
況
の
術
微
が
あ
る
。
股
民
組
合
は
、
こ
の
よ
う
な
形
で
多
く
の
腿
民
を
と
ら
え
、
こ
れ
を
離
礎
に
改
状
を
拙
進
す
る
刀
を
も
っ
た
の
で
あ
る
。
（６）前掲「香川県農地改革三年史」一八頁以下参照。
（７）野川公夫前掲縞二五九頁以下参照。なお、都道府県別に農地改革のあり方を探る際、当該都道府県の小作地開放面積が全国に占め
る
比
率
を
ベ
ー
ス
に
、
こ
れ
と
の
対
比
で
各
事
業
の
業
績
を
評
価
す
る
と
い
う
手
法
は
、
野
田
氏
が
同
稿
に
お
い
て
提
示
し
た
も
の
で
、
本
稿
も
こ
の
方
法
に
示
唆
を
う
け
て
い
る
。
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法
学
志
林
第
九
十
一
巻
第
一
号
一ハーー
（
旧
）
買
収
売
渡
計
側
作
成
に
あ
た
っ
て
、
当
事
者
か
ら
あ
が
っ
て
く
る
意
見
は
、
異
議
巾
立
と
い
う
公
式
の
ル
ー
ト
を
通
じ
る
だ
け
で
な
く
、
鰹
家
と
書
記
、
腿
地
委
貝
、
部
落
補
助
貝
と
の
Ⅲ
術
的
接
触
の
巾
か
ら
非
公
式
の
ル
ー
ト
を
経
山
す
る
も
の
も
多
く
、
そ
の
よ
う
な
愈
兄
を
ふ
ま
え
つ
つ
計
画
は
作
成
さ
れ
た
。
（
脇
）
第
一
特
別
委
員
会
の
議
事
録
は
、
す
べ
て
が
残
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
現
在
、
秀
川
県
庁
資
料
と
し
て
残
っ
て
い
る
の
は
、
第
一
回
三
九
Ｎ
七
年
八
月
一
二
日
）
か
ら
第
十
回
（
四
八
年
三
月
二
五
日
）
ま
で
と
、
回
数
不
明
の
四
十
九
年
四
月
十
九
岡
付
け
の
も
の
よ
り
同
じ
く
回
数
不
明
の
四
十
九
年
八
月
二
十
五
Ⅲ
付
け
の
も
の
で
、
都
合
十
四
回
分
の
み
が
検
討
可
能
で
あ
る
。
後
に
問
題
と
な
る
高
松
市
の
郁
市
計
画
関
述
訴
願
の
処
皿
状
況
が
不
明
で
あ
る
こ
と
が
多
い
の
も
、
こ
の
間
Ｍ
の
決
狩
が
四
十
八
年
Ⅲ
Ⅱ
以
降
の
こ
と
に
瓜
す
る
か
ら
で
、
溢
料
が
残
っ
て
い
る
県
股
地
委
日
会
議
耶
録
に
よ
っ
て
極
力
補
足
す
る
が
、
不
明
分
が
か
な
り
あ
り
、
こ
れ
が
資
料
上
の
限
界
と
な
っ
て
い
る
。
他
方
、
訴
願
争
点
、
処
理
結
果
に
つ
い
て
は
、
県
農
地
委
員
会
議
駆
録
に
付
粥
し
て
収録されている一覧表があり、これでかなりのものがわかるが、具体的な審議内容は第一特別委員会議事録がない分は判明しない。
（Ⅳ）高木直義氏からの聞き取りによる。
（
肥
）
「
腿
地
改
革
資
料
災
成
」
二
巻
七
Ｗ
Ⅲ
～
七
四
七
画
に
よ
る
と
、
秀
川
県
訴
願
件
数
は
、
Ⅲ
○
年
ま
で
で
Ⅲ
一
Ⅲ
件
と
な
っ
て
い
て
、
本
欄
で
掲
げ
る
数
字
と
は
大
き
な
開
き
が
あ
る
。
訴
願
関
係
書
類
に
は
、
す
べ
て
「
号
事
件
」
と
い
う
形
で
悉
号
が
ふ
っ
て
あ
り
、
こ
の
番
号
を
追
っ
て
い
く
と
、
現
存
資
料
巾
に
は
見
あ
た
ら
な
い
番
号
が
で
て
く
る
の
で
香
川
県
庁
資
料
に
は
、
い
く
つ
か
脱
落
し
て
い
る
事
件
が
あ
る
よ
う
で
あ
り
、
こ
こ
で
掲
げ
た
二
九
Ｎ
件
と
い
う
数
字
は
現
存
資
料
巾
に
見
い
だ
し
得
る
も
の
の
み
の
数
字
で
あ
る
か
ら
、
実
際
の
数
よ
り
折
ｒ
少
な
く
な
っ
て
い
る
可
能
性
は
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
で
も
、
訴
願
闘
料
の
う
ち
雌
も
大
き
な
番
号
は
、
自
作
腱
川
設
特
別
措
慨
法
関
係
訴
願
に
つ
き
二
九
七
号
、
腿
地
調
整
法
附
Ⅲ
三
条
訴
願
に
つ
き
二
二
号
で
、
い
ず
れ
も
議
事
録
に
よ
っ
て
一
九
五
○
年
に
提
起
・
審
議
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
の
で
、
資
料
が
す
べ
て
揃
っ
た
と
し
て
も
件
数
は
、
三
二
○
件
ほ
ど
で
、
と
て
も
農
林
省
統
計
の
示
す
四
○○以上になるとは思えない。
腱
林
省
統
計
に
お
け
る
こ
の
数
の
過
大
が
生
じ
た
脈
川
は
、
完
全
に
は
わ
か
ら
な
い
が
、
当
時
の
県
職
員
か
ら
の
Ⅲ
き
取
り
調
査
や
県
庁
資
料
の
記
峨
刀
式
からして、腱林省統計が、「再調」事件ｌ保剛のうえ実地調査を経て再訴議－を放決耶件と二砿にカウントした可能性が商い。つまり、
本
文
で
も
指
摘
す
る
よ
う
に
、
香
川
県
訴
願
は
、
「
再
調
」
の
多
い
こ
と
を
特
徴
と
す
る
が
、
こ
の
件
に
つ
き
香
川
県
が
年
度
毎
に
裁
決
事
件
と
再
調
事
件
を
わ
け
て
報
告
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
農
林
省
は
、
そ
れ
ら
「
柳
調
」
事
件
が
次
年
度
以
降
に
お
い
て
裁
決
な
い
し
取
下
に
い
た
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
こ
れ
を
考
慮
せ
ず
、
叩
年
度
征
の
数
字
を
叩
純
に
合
算
し
た
と
推
定
さ
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
腿
林
省
統
汁
の
掲
げ
る
「
阿
調
」
聯
件
数
一
○
九
が
、
鰹
林
街
の
胸
げ
る
総
件
数
と
香
川
県
庁
文
謝
か
ら
わ
か
る
総
件
数
の
差
に
ほ
ぼ
等
し
い
こ
と
か
ら
か
な
り
の
蓋
然
性
が
あ
る
と
い
え
る
。
また、本稿で掲げる裁決結果と農林省統計の裁決結果についても相違がみられる。これは、農林省統計が、．部容認」事件を「葉
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（旧）「門川県魁地改砧三年史」三二口、辻前川欄一一二瓦参照。
（加）なお、この観点からして、前掲腿林省統計にでてくる「訴願提起剛山」の数値は、利川できない。それは、本文との関係でいえば、
農林省統計が、訴願一件につき争点を一件しか報告させないという形式になっていて、複数争点事件を的確に処剛していないことにも
よるが、そのほかにも、訴願提起皿山の樋類が少なすぎると同時に、そのことの結果として「その他」の数が全伺平均で全件数の二判
を占めて余りにも過大であり、しかも一正条訴駅についての醐側がないため、一五条訴願もすべて「その他」の項目にいれられている
な
ど
、
争
点
分
斌
上
に
も
大
き
な
問
題
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
（別）「腿地改雌資料災成」几を三川兀瓜以下の大阪肘の例参剛。
（皿）「胆地改雌寅料災成」川懇八○三、八二三瓜以下。
（
翌
な
お
、
Ⅲ
七
年
に
は
、
光
波
邪
業
が
ほ
と
ん
ど
な
さ
れ
な
い
た
め
、
こ
の
側
係
の
訴
願
は
み
ら
れ
な
い
。
（
別
）
香
川
県
に
お
け
る
甘
土
慣
行
の
分
布
に
関
し
て
は
、
「
香
川
県
農
地
改
雄
三
年
史
」
二
三
頁
以
下
参
照
。
な
お
、
小
豆
郡
に
売
渡
関
係
訴
願
が
多
い
皿
山
に
関
し
て
は
、
商
水
面
義
氏
よ
り
の
Ⅲ
き
取
り
に
大
き
な
示
唆
を
う
け
て
い
る
。
（妬）腿地岡収は、市町村農地委貝会の駆務処理能力への不安もあって、はじめは判断の容易な不在地主所ｈ地を中心に行われた。
（妬）高木直義氏よりの聞き取りによる。
（
〃
）
輔
云
い
註
（
〃
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。
（洲）むろん、生活川雌な明く、と椛利関係不明の明く叩で取扱力法がちがったという可能性もあるが、この点は、災証できない。今後の狐
題といえる。
川」とし一
定される。
と
し
て
カ
ウ
ン
ト
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
の
と
、
結
果
不
明
小
件
の
か
な
り
の
も
の
が
川
下
と
な
り
、
粁
干
の
も
の
が
取
下
と
な
っ
た
こ
と
の
結
果
と
雌
胆地改航法の柵造（二・光）（川口）
一ハーニ
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iiF1iWi:１，|i咄兀溌
か例の土をしの地小こるで
つ｜(リ排はおたとの作ｌｊｌＩのは
たを作ずいがな’１１関イドは、
゜も椎のてつつ家係に、農
乳(j鯏濤＜Ⅶ漁ｉＭ：＄
、た保点す｣山り搬整さよ革
第かをはる主、．すれう期
二らノハ、ｉｉｌＭ．知統るたなに
次、調こ仲小Ｉｊドルリ電小Ｉ１Ｉ１お
農内にのは作のを川作１１１け
地容しよ、側許そ法調にる
ﾎﾟｾﾞ脇;lili可賊ili洲
がおに法的計ＭＴＩｉ本しは。調
蒜い対シにＷｆｌｌｌｌシて、停
手てしスはを村ス存三の
さも、テ、当農テ続八分
￥襯襯flii澱世臘ｉｌｌＥ
かはにの改’''１貝しけ農通
;＄＃響＃ｉｉｉＭⅦそ
ら改れとに洲認．地〃〈市
〈革たどと樅と小改に町
しの期まつ、い作革よ付
て矛侍らてそうINlはつ農
、定はず障れ行係、て地
農し、、ｉｌｆも政も第滞委
林た地行物災行当－１２貝
#鮴；；Ｍ#Ｍ；；；
道のへがは定つのたを村
ＩＩＪ保のＪｉｎずをて合よ経の
り'し池土求で雛縦趣うつ関
農を１mしあれ序だにつ係
ｊｍｌｌｌｌのたつたさけ、、を
i｛ザ朧Ni堪朏ｎＭ蝋急
にる、改し調こうＥ村腿し
腱Ⅶゼセゼをiiliiｻﾄﾞ
たとへい、い原に委革。
小なとうｉｉＭｌうｌｌｌｌｌｍ且ｌＵ１こ
作ら傾政停点とＩ)}Ｉ会ｌこの
計Ｍざ斜簸がにししをもよ
｛*るし力（本ポて得介、う
第
三
章
市
町
村
農
地
委
員
会
の
紛
争
処
理
能
力
ｌ
小
作
洲
体
の
分
析
第
一
節
農
地
賃
貸
僧
解
除
解
約
統
制
シ
ス
テ
ム
と
小
作
調
停
法
学
志
林
第
九
十
一
巻
第
一
号
六
四
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こ
の
間
、
調
停
申
立
件
数
は
、
戦
前
と
比
べ
て
も
特
筆
す
べ
き
ほ
ど
の
膨
大
な
数
字
を
示
し
て
い
る
。
即
ち
、
戦
前
期
の
小
作
調
停
は
、
二
四
年
の
法
律
施
行
後
、
徐
々
に
数
を
蝋
し
、
三
○
年
代
半
ば
に
五
○
○
○
か
ら
七
○
○
○
件
に
も
達
し
た
後
に
減
少
傾
向
に
入
り
、
太
平
洋
戦
争
中
に
は
二
○
○
○
件
以
下
に
ま
で
落
ち
込
む
が
、
四
五
年
に
は
、
一
挙
に
六
○
○
○
件
を
突
破
し
、
以
後
四
七
年
ま
で
は
、
三
（３） 
○
年
代
半
ば
と
変
わ
ら
な
い
ほ
ど
の
膨
大
な
数
字
を
一
不
す
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
小
作
調
停
は
、
改
革
期
間
巾
、
「
改
革
逃
れ
の
土
地
取
り
上
げ
手
段
」
と
い
う
強
い
批
判
を
浴
び
な
が
ら
、
多
く
の
人
々
に
利
用
さ
れ
、
土
地
利
用
関
係
を
調
耀
す
る
於
本
的
な
法
制
度
の
ひ
と
つ
で
あ
り
続
け
た
。
こ
の
意
味
で
、
改
革
期
の
農
地
法
制
を
農
地
改
革
法
の
み
に
求
め
る
の
は
、
妥
当
性
を
欠
く
の
で
（４） 
あって、小作調停法も農地法制の頭要な一要素を柵成していたとい》えるのである。
こ
の
よ
う
な
事
態
を
い
か
に
考
え
る
べ
き
か
。
こ
れ
を
考
え
る
材
料
と
し
て
、
先
述
し
た
、
小
作
調
停
制
度
に
つ
い
て
の
意
見
聴
取
か
（５） 
声
ｂ
、
ほ
ぼ
一
年
後
に
、
各
県
農
地
課
長
か
ら
染
め
ら
れ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
を
み
て
み
た
い
。
こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
巾
で
小
作
調
停
制
度
に
つ
い
て
の
項
目
を
み
る
と
、
多
く
の
県
が
、
調
停
に
何
ら
か
の
効
用
を
認
め
、
改
正
の
う
え
存
続
な
い
し
強
化
を
主
張
し
、
廃
止
を
唱
え
る
（６） 
のは少数派となっていることがわかる。このアンケートでは、むしろ、調停の「効川」を述べる意見が散見されるよ
う
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
り
、
四
七
年
段
階
で
廃
止
を
主
張
し
た
一
五
県
に
つ
い
て
調
べ
て
み
て
も
、
廃
止
説
を
維
持
し
て
い
る
の
は
数
農地政航法の構造（二．完）（川口）
六五
（１） 
に
つ
い
て
の
》
必
見
で
は
、
一
九
県
ま
で
が
、
調
停
制
度
の
廃
止
（
一
時
廃
止
を
含
む
）
を
要
望
し
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
、
改
革
期
間
巾
、
小
作
調
停
制
度
は
、
廃
止
は
お
ろ
か
、
修
正
す
ら
さ
れ
な
か
っ
た
。
つ
ま
り
、
改
革
期
間
巾
、
行
政
調
停
で
な
く
司
法
調
停
で
あ
る
と
い
う
性
質
も
、
調
停
委
員
の
選
任
方
法
も
、
当
事
者
間
の
妥
協
を
払
本
と
す
る
シ
ス
テ
ム
も
、
調
停
申
立
方
法
も
、
何
等
の
手
を
ふ
れ
ら
れ
ず
、
法
制
度
上
は
、
農
地
改
革
機
構
と
ほ
と
ん
ど
連
絡
の
な
い
ま
ま
に
、
調
停
制
度
（２） 
は、存続し続けたのである。
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たて緋ＩＩｉリも洲れらむのにあ１１(（のｉｉｉが県と制作庇あ体たかし理象つｌi《ＴＩ「よ人で
し〃鈩椛そらの小のろ念徴てす’'1「りＩＷｉｉ、
ii;liil蝿;：鱗;;iliil羅＄１１(酬い紳鯏f1IllMiⅦ〈蔦嫌
救り応ｌＪｌ１先て迅けをに農一八の局地説節
済わでで述地速た述は地判イドヨをr1iに几がけきなへの主にとべ、委にに収よが司十
、劣土いと意１１１救者る小口のは長〈土転一農るは１－兇立済え意作会ぽ調Ｌ－Ｅ,！’山，(1巻
地とずと！＃がする兇調のる件に解をＬ－節
委はでの収小るほが停司保件文すり’し一旦衿あ意で作とか散法未有数えるきて；）
会えり兇６１|’いな』１１に熟地がらよ」：い
でが、６－，立ういさ批さがｉｉｉれうげる
なたノｉＲみ一をと。れ判些残イ|；てにるの
い'ＷⅦボ：５iWliqiliJ:；瀬
作戦でる］（しに場い意然農半り、ンろ
隣；糊隙：ji1鋲継ｌｉｉｉｌ
委り胆しさ、こ停はく’'１１法い機粧少ん
ねわ村、れ依との、で翅九る能ｔ｣くし、
らけ乢小て然は訂農てと条とす九たこ
れ改の作いとま効ｊ也然さ三いる条うの
た革柵人ろしちノ１１改るれ項うよ三えよ
こ）Ｕｌ）戊救こてがＬ‐茄くるの旦!ｉう項、う
とのす済の小いの〃］き状知ＩｉＩｌににｆＩな
は小ると州'１作な一’''１は況凹}ｉをなノハ収変
やポ‘Ⅶ1！〈研Ⅲ'1裸ｆｉｉぞ７illll
は伴委の器がそ、ｉｉＩＭあでるすき土を、
りがlJlで細一れ地体りは許るて地ｊ、二
、、会あ展定は主が、、可必いヘリ｜じっ
そ小がれ家の、の、そ緋の要るＬきてのil1li＄；M1＃窒ザiIi；''1illi鰹ii＃''|；の済｜Ｎｉ地をしるき業そ砿延・Ｉｌｉ可村’
１１１１の易改救めよ」芝のう立良しｌｉＩｊのＨ２ト
１１１刀．〕V〔済つうげ遂なと通か、シｌⅢの
が｜ｒｉｌｉＬ〃《しづに攻行つい川し及ス委’''’六必を速にてけ、勢にてうさ、びテ１１に六
要とヤ|：ノlIjいた戦にあお農れそ、ム会貿
とつにくるこ後さたら地たうそがが１lx
なておＹＩのと小らりず改こでれ、、事
るいい収でに作さ（【ｉｌ、革とはにこ以業
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し
か
し
、
そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
、
農
林
当
局
が
、
市
町
村
農
地
委
員
会
に
対
し
、
当
該
市
町
村
か
ら
の
農
地
調
整
法
九
条
三
項
手
続
の
巾
請
数
が
少
な
い
こ
と
を
当
該
委
員
会
の
活
効
「
不
良
」
の
あ
ら
わ
れ
と
み
な
し
、
少
し
で
も
問
題
が
あ
り
そ
う
な
ケ
ー
ス
は
極
力
地
主
に
引
き
上
げ
巾
請
を
さ
せ
る
よ
う
追
求
し
た
と
い
う
事
実
、
そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な
巾
で
、
四
七
年
か
ら
四
九
年
の
三
年
間
に
、
巾
請
件
数
が
、
二
〃
万
七
三
二
九
件
に
の
ぼ
り
、
引
き
上
げ
許
可
件
数
一
六
〃
→
一
四
二
一
件
、
許
可
率
六
三
％
、
許
可
而
概
一
〃
八
一
七
○
町
歩
、
許
可
を
う
け
た
地
主
数
一
四
万
二
二
二
三
人
に
達
し
た
と
い
う
耶
突
等
を
考
え
あ
わ
せ
る
と
、
農
地
調
樅
法
九
条
三
項
手
続
は
、
そ
の
「
禁
止
的
」
な
字
句
に
側
わ
ら
ず
、
そ
の
呪
火
の
迎
川
に
お
い
て
は
、
人
吐
の
土
地
引
き
上
げ
要
求
の
発
生
を
予
定
し
た
う
え
で
、
そ
れ
を法的ルートにのせることをⅡ途としており、かつ、その巾で机当数の「やむを得ない」引き上げが存在することを
前
捉
と
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
た
と
考
え
ざ
る
を
仰
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
日
本
の
地
主
的
土
地
所
有
が
、
中
小
地
主
に
よ
る
小
規
模
土
地
所
有
の
膨
大
な
集
械
を
特
徴
と
し
、
地
主
の
か
な
り
の
腿
地
改
状
法
の
柵
造
（
二
・
光
）
（
川
Ｕ
六
七
可」旦統るいと
をの川のうま忠
知禁ilitjで点ずわ
事ｌｌ２ｌｌｌｌあで、れ
にＮｉにつあ第る
委ｉｉＶいてる－．
ねにれ、。にそ
る近る解Ｈ１，注れ
とかと除ち意は
いつい、、す、
うたう解腱べＩＩＪ
形と強約地きな
をい烈を洲この
とえな禁縦と力、
るな所Ｉ上法は。
こくｆ『し几、本
と６樅て条農節
にな）Ｍ１い三池で
よいIlillるＩＨ改は
つ゜はわは革、
て少、け、法こ
、な土で｜ｗ制れ
地〈」''1は除がを
主とり’な、、次
のもきい解地の
二ｔ、上・約三,Zよ
'山立げたににう
ﾘ｜法のしつよ，こ
き段原かいる衿
｣ｉｌｌＭｉｌｌ,ｌにて土え
げに水、、地て
のお許先ｉｌｊｉ〕，み
動い可述，,,「きた
向て・し１１上い
にはり’た股げ・
轡、外よ，山を
鍬こ承う委一
をの認にｌｌｒｌ１
１〔）よと、会に
らうい小の禁
Kllim葱ガビ
の疋造トルがて
とをを紬必い
な投示に甥る
つけす）1Kだわ
て、もづとけ
いリ｜の〈呪で
たきで解定は
こ上、除しな
とげｐｌｉまてい
は許火でいと
間迎いない。
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法
学
志
林
飾
九
十
一
巻
第
一
号
六
八
（８） 
数
が
、
土
地
耕
作
と
つ
な
が
り
を
も
つ
と
い
う
事
態
と
密
接
に
関
わ
っ
て
い
る
。
農
地
改
革
が
、
小
作
人
に
よ
る
土
地
の
耕
作
事
実
に
壷
き
を
お
い
た
と
い
う
事
態
は
、
必
然
的
に
、
耕
作
と
の
つ
な
が
り
を
も
ち
生
活
の
茄
要
な
離
樅
を
小
池
片
に
求
め
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
中
小
地
主
の
生
活
を
根
底
か
ら
揺
さ
ぶ
る
こ
と
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
し
か
も
、
農
地
改
革
期
は
、
徴
兵
、
徴
用
に
よ
っ
て
村
外
に
で
て
い
た
者
が
帰
村
し
、
農
村
人
口
が
蝋
大
す
る
時
期
で
あ
り
、
こ
う
し
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
農
地
改
革
が
め
ざ
し
た
、
小
作
人
の
耕
作
樅
の
確
保
は
、
中
小
地
主
の
強
い
反
発
を
買
わ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
で
は
、
徴
兵
、
徴
用
に
よ
る
コ
時
賃
貸
地
」
の
取
り
戻
し
や
、
生
活
難
か
ら
す
る
土
地
返
還
要
求
が
生
じ
る
の
は
、
当
然
だ
っ
た
の
で
あ
り
、
農
地
改
革
が
、
こ
の
よ
う
な
形
で
の
土
地
返
還要求を一律に禁止したならば、改革があのように「平和狐」に巡行することは、不可能だったと考えられる。
実
際
、
農
地
調
整
法
九
条
三
項
の
処
理
結
果
を
返
還
要
求
地
主
の
耕
作
面
積
別
で
み
る
と
（
表
３
１
１
。
六
九
頁
）
、
四
七
年
か
ら
四
九年までの総計で、不耕作者を含めて一町歩小森緬の者の巾熱躯卿奴が、金巾識躯卿致の八判を占め、五反未満排作者だけ
で
も
四
割
を
こ
え
て
い
る
。
ま
た
、
許
可
率
に
し
て
も
、
一
町
歩
未
満
耕
作
地
主
の
場
合
は
、
許
可
率
が
高
く
、
三
年
間
の
ト
ー
タ
ル
で
六判に連し、耕作規模が大きくなるにしたがって低下していく。つまり、解除解約許可巾請は、小規模緋脈”地主によ
る申請が多く、かつ、小規模であるほど許可され易いという櫛図になっているのである。
以上の班山から、農地改革という事業は、現実の遂行過租においては、一定の範朋で、地主の「やむを得ない」土
地
引
き
上
げ
の
存
在
を
前
提
と
し
て
行
わ
れ
て
い
た
と
い
え
る
。
第二にポイントとなるのは、農地調整法九条三項の予定した引き上げ統制の対象範囲である。実は、この点につい
ては、改革当初、農林当局と司法当局の間では見解の相述が存在していた。即ち、九条三項の規定する引き上げ許可
は、地主の一方的要求のみを統制対象とするのか、それとも、地主小作間の合意による引き上げをも対象に含めるの
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胆
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改
赦
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柵
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（
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炎３－５全国土地igim事件一冗淡
|霧l孫llIli171 Liii 法学
志
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節
九
十
一
巻
節
一
号
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表3-1Ｏ香川LM土地返週軌111関係一覧表
腱地改革法の柵造（二。完）（川口）
,ﾔﾘ11！,lli:lIIlUi「IHUIhJll樅」より作Idi｡なお．「俎地醐械」のMIIのi＃1ﾘﾘiから．】(IlIi
lI;５ハからＩｉｌＩｌ【lIlJLでのlIiIのjgipDlj例をⅡll0iしたiIIXjiがあり●それによる
と以~ﾄﾞの槻になる。
表3-11番川県土地返週耶件一覧表
（｢↑}議卜ナラリルモノツ含人｣）
仔川ﾘOLlrbII噸「鰹地凋憾」より１１:唯。
表３－１２番川県郡市別依法小作卿仲炎
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てを許厳ＩＩＪ香けをはと合合約か
、こ、Ｔｉｌこし村）|｜でし、いそば意のと
lulれ一処のい農リ,Ｌはなそうし解解処い
地を疋分こ指地でないれとて約約’'１１う
調もの（ｊと導委はいとだ、、６をを点
lllliiMLl2iIj識：ili懲糊戦；＄行具Ⅱ〈（小九確意な文定許項こ要三て法林
令体ら作意立見し書を可ののすＩＨ、当第一的しと味さ付に化得決統ころのオ'ｒ局ノＬ－にていはれ与，,，さる定制とこル千は十
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経
営
能
力
・
施
設
の
有
無
、
地
主
の
自
作
に
よ
っ
て
生
産
が
蝋
大
す
る
か
否
か
、
土
地
引
き
上
げ
に
よ
っ
て
小
作
人
の
生
活
が
困
難
に
な
る
か
否
か
、
を
考
慮
せ
ね
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
基
準
に
基
づ
く
判
断
を
地
主
の
単
独
申
請
に
つ
い
て
実
質
的
に
下
す
と
し
た
場
合
、
県
及
び
市
町
村
農
地
委
且
会
は
、
何
ら
か
の
形
で
地
主
・
小
作
間
の
意
思
関
係
の
確
定
に
関
与
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
と
いうのは施行令一一条の規定する三つの基準のうち、第一のものは小作人の意思とは関係ないが、残る二つの埜準は、
小
作
人
の
意
思
、
生
活
・
経
常
状
態
と
い
う
机
対
的
要
素
を
主
要
に
問
題
と
す
る
も
の
で
、
そ
の
こ
と
は
、
次
に
み
る
よ
う
な
引
き
上
げ
申
請
許
可
手
続
の
実
態
か
ら
し
て
、
市
町
村
農
地
委
員
会
に
意
思
関
係
へ
の
関
与
を
要
請
す
る
こ
と
と
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
土
地
引
き
上
げ
許
可
決
定
は
、
岐
終
的
に
は
県
が
下
す
も
の
で
あ
る
が
、
本
来
、
法
が
定
め
る
引
き
上
げ
巾
請
は
、
市
町
村
農
地
委
員
会
の
承
認
を
要
件
と
し
て
い
た
こ
と
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
実
際
に
は
、
県
職
員
に
指
導
さ
れ
た
市
町
村
農
地
委
員
会
が
、
管
轄
区
域
内
の
小
作
関
係
に
目
を
光
ら
せ
、
土
地
引
き
上
げ
に
は
、
農
地
調
整
法
の
手
続
が
不
可
欠
な
こ
と
を
周
知
さ
せ
る
と
と
も
に
、
必
要
な
も
の
に
は
、
す
す
ん
で
巾
請
手
続
を
と
ら
せ
る
と
い
う
形
で
行
わ
れ
る
。
先
述
し
た
よ
う
な
、
九
条
三
項
の
巾
請
数
の
多
さ
が
、
市
町
村
農
地
委
員
会
の
活
動
の
「
良
好
性
」
を
示
す
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
と
な
る
の
は
、
こ
の
た
め
で
あ
る
。
こ
の
過
秘
で
、
市
町
村
農
地
委
員
会
は
、
巾
請
事
件
に
つ
い
て
調
在
、
審
議
し
、
市
町
村
農
地
委
員
会
と
し
て
の
意
見
を
付
し
て
隈
に
進
達
す
る
。
県
の
許
可
手
続
は
、
こ
の
「
意
見」を参考としつつ、最終判断を下すという形で行われる。
水
の
よ
う
な
手
続
で
あ
る
か
ら
、
地
主
の
単
独
Ⅲ
紬
に
つ
い
て
市
町
村
耀
地
委
興
会
が
災
衝
的
な
判
断
ｌ
「
童
の
決
定
ｌ
を
下
そ
う
と
す
れ
ば
、
当
事
者
に
あ
た
っ
て
事
情
を
聴
取
す
る
だ
け
で
な
く
、
小
作
人
の
返
還
の
意
思
を
確
認
す
る
と
い
う
作
業
が
不
可
欠
に
な
っ
て
く
る
の
で
あ
り
、
県
に
よ
る
岐
終
チ
ェ
ッ
ク
ー
ー
巾
町
村
農
地
委
貝
会
の
「
評
価
」
に
戒
結
す
る
内
容
を
も
っ
た
チ
ェ
ッ
ク
ー
を
考
え
れ
ば
、
「
許
可
懲
見
」
を
川
す
に
は
、
事
実
上
、
地
主
小
作
間
の
意
思
関
係
の
調
穫
を
せ
ざ
る
を
得
癒
く
な
る
こ
と
は
充
分
腿地改糀法の柵造（二・鬼）（川Ⅱ）
七三
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推
察
し
う
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
場
合
に
は
、
合
意
巾
請
の
際
に
み
ら
れ
た
よ
う
な
、
客
観
的
基
準
に
基
づ
く
土
地
利
用
関
係
の
管
理
と
い
う
契
機
は
後
退
せ
ざ
る
を
得
ず
、
地
主
小
作
側
の
よ
り
机
対
的
な
利
害
調
維
の
契
機
が
哨
人
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
形
の
利
害
調
整
は
、
買
収
．
完
波
計
画
の
立
案
の
よ
う
な
、
当
事
者
意
思
か
ら
独
立
し
た
一
律
の
基
準
の
あ
て
は
め
と
迷
い
、
地
主
・
小
作
関
係
の
火
態
に
即
し
た
判
断
が
求
め
ら
れ
る
だ
け
に
、
市
町
村
農
地
委
貝
会
に
と
っ
て
、
極
め
て
不
得
手
な
耶
柄
で
あ
っ
た
。
九条三項の統制方式が、附則によって、市町村農地委員会の承認から知事の許可に読みかえられたのは、地主・小作
関
係
の
微
妙
な
利
害
訓
粧
を
す
る
能
力
が
、
市
町
村
農
地
委
貝
会
に
は
大
幅
に
不
足
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
た
か
ら
で
あ
り
、
こ
う
し
た
判
断
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
各
県
で
は
、
合
意
申
請
の
判
断
に
あ
た
っ
て
も
、
市
町
村
農
地
委
員
会
の
意
見
を
直
ち
に
信
用
せ
ず
、
地
力
事
務
所
を
通
し
て
独
自
に
調
査
す
る
と
と
も
に
、
市
町
村
農
地
委
且
会
の
「
良
否
」
を
判
定
し
て
お
い
て
、
こ
の
「
成
統
」
と
巡
述
意
見
を重ね合わせて判断材料とするという一々法をとっていた。
事
実
、
埼
玉
県
か
ら
の
報
告
は
、
埼
玉
県
で
九
条
三
頂
の
許
可
を
地
方
事
務
所
長
の
専
決
事
項
と
し
て
い
る
皿
川
と
し
て
、
地
〃
事
務
（肥）
所が、各市町村農地委員〈云の「性格」を的確に把握できるからだと述べているし、香川県では、先述した郡孤当の職
員
が
、
管
轄
市
町
村
農
地
委
貝
会
と
綿
桝
に
接
触
し
て
、
市
町
村
農
地
委
貝
会
を
「
保
守
的
」
か
否
か
、
事
務
能
力
が
あ
る
か
否
か
で
「
色
分
け
」
し
、
「
保
守
的
」
な
い
し
「
事
務
能
力
な
し
」
と
判
断
さ
れ
た
市
町
村
農
地
委
員
会
の
許
可
意
見
は
、
余
り
信
用
せ
ず
、
掘
り
（⑬） 
下げて調査するということが行われていたのである。〈口意巾請で、これだけのチェックが行われるのだから、叩独巾
請
に
す
べ
て
実
質
的
判
断
を
く
わ
え
た
と
す
る
と
、
そ
れ
だ
け
で
農
地
改
革
事
業
は
、
さ
ら
な
る
混
乱
を
包
蔵
し
て
遂
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
で
あ
ろ
う
。
以上のような意味において、合意巾請を許可対象としたことは、まさに決定的な意味をもっていた。この措置は、
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三
の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
あ
げ
た
い
の
は
、
股
地
調
縦
法
九
条
三
項
の
統
制
シ
ス
テ
ム
が
、
右
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
と
す
る
と
、
地
主
・
小
作
間
の
「
合
意
」
が
達
成
さ
れ
な
い
土
地
返
還
要
求
事
件
は
、
ど
の
よ
う
に
処
理
さ
れ
た
の
か
と
い
う
点
で
あ
る
。
後
に
、
詳
し
く
述
べ
る
よ
う
に
、
こ
の
時
期
の
地
主
の
土
地
引
き
上
げ
要
求
は
、
地
主
の
飯
米
確
保
の
実
現
と
い
う
Ｈ
的
か
ら
生
じ
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
要
求
が
、
小
作
人
に
と
っ
て
も
生
活
上
不
可
欠
な
土
地
に
対
し
て
向
け
ら
れ
た
場
合
、
深
刻
な
事
件
が
多
く
発
生
す
る
こ
と
と
な
っ
た。四六年五月に、香川県から農林省に送達された文書の中に、飯米確保を目的とする地主の土地引き上げをみてみ
る
と
、
大
地
主
の
場
合
は
、
．
定
ノ
小
作
者
ヨ
リ
之
ヲ
求
メ
ス
」
、
多
数
の
小
作
人
を
交
換
分
合
さ
せ
、
そ
の
巾
か
ら
、
引
き
上
げ
て
も
小作人が川らないような土地を選定していくが、そうでない地主は、こうした選定ができない旨記したものがみられ
（川）
る
が
、
こ
の
よ
う
な
形
で
あ
ら
わ
れ
て
く
る
地
主
と
小
作
人
の
対
立
は
、
と
も
に
選
択
の
余
地
を
も
た
な
い
た
め
に
、
一
片
の
土
地
を
め
ぐ
っ
て
深
刻
な
対
立
を
現
出
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
ま
た
、
こ
の
時
期
に
は
、
さ
き
に
宅
地
買
収
訴
願
等
で
み
た
よ
う
な
、
法
律
を
利
用
し
た
小
作
人
の
実
利
追
求
行
為
も
し
ば
し
ば
み
ら
れ
、
改
革
の
恩
恵
で
相
対
的
に
「
余
裕
」
の
で
き
そ
う
な
小
作
人
と
生
活
に
窮
し
た
地
主
の
間
に
、
激
し
い
対
立
が
生
じ
る
と
い
う
例
も
発
生
し
た
。
膿
地
改
雌
松
の
構
造
（
二
・
光
）
（
川
Ｕ
七
五
あ
ら
わ
れ
て
く
る
の
で
あ
る
。
歴
史
的
に
は
、
市
町
村
農
地
委
且
会
を
不
得
手
で
混
乱
を
招
き
や
す
い
仕
事
か
ら
解
放
し
た
と
と
も
に
、
法
シ
ス
テ
ム
と
し
て
は
、
土
地
引
き
上
げ
統
制
を
、
当
事
者
の
意
思
関
係
の
形
成
か
ら
抜
け
出
し
た
土
地
利
用
管
理
の
体
制
と
し
て
純
化
さ
せ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る。そして、後者のことは、農地改革が、地主・小作関係の調粧よりも、地主・小作関係の岐終的な淌算ｌ地主小作
両者の意思関係の消滅ｌを主要な柱としていたことと相即的であった。このような法構造の一環として、残存小作地
の小作関係も、当事者意思の交換の余地を雑木的に消滅させられ、小作人は、「半自作地」の「所有者」のごとくに
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こ
の
よ
う
に
、
土
地
の
不
可
欠
性
や
、
実
利
目
的
か
ら
す
る
小
作
人
の
土
地
へ
の
執
溝
か
ら
生
じ
る
争
い
は
、
当
然
、
当
事
者
間
で
は
「
合
意
」
の
形
態
に
到
達
し
得
な
い
か
ら
、
九
条
三
項
の
巾
請
を
し
て
も
、
許
可
決
定
に
い
た
る
可
能
桃
は
極
め
て
少
な
い
。
し
か
し
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
こ
れ
を
放
樋
し
て
い
て
は
、
深
刻
な
社
会
不
安
を
生
む
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
で
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
の
が
、
調
停
という解決方法なのである。
農
地
調
整
法
九
条
三
項
と
調
停
制
度
の
シ
ス
テ
ム
上
の
相
違
は
、
前
者
が
、
当
事
者
間
の
「
合
意
」
形
成
に
直
接
関
与
せ
ず
、
利
川
関
係
の
衙
皿
・
統
制
を
前
面
に
押
し
出
し
た
制
度
で
あ
る
の
に
対
し
、
後
者
は
、
当
事
者
間
の
「
合
意
」
形
成
に
面
接
関
与
す
る
こ
と
を
主
要
な
契
機
と
し
て
い
た
と
い
う
点
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
に
い
う
こ
と
は
、
調
停
が
、
改
革
法
の
理
念
を
離
れ
た
申
な
る
妥
協
の
場
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
た
し
か
に
、
各
県
か
ら
の
報
告
を
み
て
も
、
調
停
主
任
判
事
や
経
験
を
秘
ん
だ
調
停
委
貝
は
、
従
来
の
「
折
半
主
義
」
、
妥
協
追
求
の
姿
勢
を
捨
て
て
お
ら
ず
、
農
地
調
整
法
の
趣
旨
に
そ
わ
な
い
調
停
を
し
よ
う
と
す
る
傾
向
が
あ
る
と
（旧）
の
脂
摘
は
多
い
。
し
か
し
、
改
革
が
す
す
む
に
つ
れ
て
、
栽
判
所
の
姿
勢
も
徐
々
に
変
わ
り
、
調
停
委
口
の
選
任
も
、
従
来
の
「
職
業
的
な
」
調
僻
委
貝
で
な
く
、
改
革
の
趣
旨
を
よ
り
理
解
し
た
人
物
が
委
員
と
な
っ
て
い
く
．
そ
し
て
、
何
よ
り
菰
要
な
の
は
、
小
作
蔵
１
Ｗ
七
年
爪
凡
に
地
力
旧
論
法
が
制
定
さ
れ
て
以
縢
は
、
地
力
公
務
ｕ
と
し
て
の
「
小
作
輩
」
ｌ
の
存
花
で
、
戦
前
の
小
作
鮒
停
に
お
い
て
、
調
停
全
体
を
リ
ー
ド
し
て
い
っ
た
と
い
っ
て
も
い
い
小
作
官
は
、
戦
後
改
革
期
に
お
い
て
も
、
調
停
の
中
心
的
役
割
を
担
っ
て
お
（肥）
り
、
改
革
川
の
小
作
調
停
は
、
小
作
官
に
よ
る
政
策
的
誘
導
の
契
機
が
、
か
な
り
大
き
な
も
の
と
し
て
存
在
し
て
い
た
。
わ
が
国
の
調
停
は
、
戦
前
以
来
、
当
事
者
間
で
合
意
さ
せ
る
と
い
う
よ
り
、
行
政
的
に
誘
導
す
る
契
機
が
強
い
の
が
特
徴
だ
が
、
戦
後
改
革
期
で
も
、
こ
れ
は
変
わ
っ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
そして、この場合、この時期の調停の誘導が、農地調粧法九条三項の手続と帝接に関連していたことに注目する必
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ね
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
要がある。本来、農地調整法九条三項の手続は、地主単独申請でも可能なものであったから、小作人との合意なしに
土
地
引
き
上
げ
を
し
よ
う
と
す
る
地
主
は
、
こ
の
旨
を
市
町
村
農
地
委
員
会
に
意
思
表
明
す
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
そ
こ
で
、
県
の
指導をうけた市町村農地委員会から、合意巾請以外は許可されにくいことを指示されることによって、地主は、引き
上げを断念するか否かの選択を迫られ、それでもなおかつ土地引き上げの必要性を感じるものだけが、調停の申立に
いたる。また、農地調縦法九条三項の実務のあり方が、周知され、農地改革事業が進展していくと、土地引き上げに
強
い
必
要
性
を
感
じ
る
地
主
は
、
は
じ
め
か
ら
、
県
や
市
町
村
股
地
委
艮
会
を
信
川
せ
ず
、
い
き
な
り
調
停
を
巾
し
立
て
る
と
い
う
ケ
ー
スも発生する。あるいは、農地調縦法を無視して「ヤミ」で土地引き上げを行ない、このような事例の下で小作人の
調停申立が生じる場合もある。このような過程をたどることにより、市町村農地委員会を通じた管理システムでは処
理しきれない性格の事件のみが仙川されて、調停事件としてあらわれてくるのである。それは、農地改革過職で必然
的
に
発
生
し
得
た
土
地
引
き
上
げ
事
例
の
う
ち
、
特
別
に
解
決
困
難
な
問
題
の
仙
川
過
隠
だ
っ
た
と
い
っ
て
い
い
。
そ
の
意
味
で
、
調
停
は、単なる「改革のがれ」ではなかったのであって、市町村農地委員会の農村との距離、その紛争処理機構としての
未熟性が生んだ、ひとつの必然だったといってもいい。農地改革法と県の指導に依拠してのみ、農村からの独立性を
維持し得た市町村農地委員会は、それにふさわしく、土地引き上げに際しても、合意巾諦を主要な対象として利川閃
係を「管理」するという仕事を主たる任務とし、「合意」に直接関わる仕事は、この管理システムの外にある調停に
各
県
股
地
部
か
ら
の
怠
見
を
み
る
と
、
小
作
調
停
が
必
要
な
理
Ⅲ
と
し
て
、
市
町
村
農
地
委
員
会
の
未
熟
さ
を
指
摘
す
る
も
の
が
み
ら
れるのもこのためであり、埼玉県からの報告は、調停の場に農地委員会から人を呼んで陳述させると、「法的判断が
農地改革法の構造（二．完）（川口）
七
七
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法
学
志
林
第
九
十
一
巻
第
一
号
七八
（Ⅳ） 
不川確であることが多い」と率Ｌｕに述べている。
右
の
よ
う
な
過
限
を
経
て
提
起
さ
れ
て
く
る
小
作
洲
停
珊
件
で
あ
っ
た
が
、
巾
に
は
、
改
紘
法
の
趣
旨
か
ら
明
ら
か
に
逸
脱
し
た
、
地
主の過度の土地への執蒋に川米するものも州当数存在していた。小作官に委ねられた主要な仕鞭のひとつは、「調停
（旧）
成立主義をとらず股地改革諸法〈、の趣Ｈに照らして正当な賜へ口に限って成立を汁」る（岡山）というように、個々の
事件において、調停事件として成立まで持ち込むか否かを判断し、事件の性質上、改革の趣旨に明らかに反するもの
は、地主を説得して取下をさせるというものであった。この結果、農地改革期の調停は、戦前に比べて取下件数がか
な
り
多
く
な
り
、
改
革
川
を
通
じ
て
全
件
数
の
三
○
％
前
後
が
取
下
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
成
立
か
取
下
か
の
区
別
の
基
準
に
つ
い
て
は
、
「
法
的
に
、
そ
の
黒
白
が
明
瞭
な
も
の
は
取
り
下
げ
さ
せ
て
直
ち
に
農
地
委
員
会
において処理させている」（埼玉県）、「自作農飢設特別描概法によって急速に解決できないものは、すべて小作調停
によって処理する」（愛媛県）、「自作法並に農調法の規定によって拘束をうける調停事件については取り下げせしむ
（⑬） 
る」（山口）という例にみられるように、自作農飢設特別折慨法、腿地調独法の定める朏準に明らかに反するものは、
原Ⅲとして洲伸として取り扱わないのに対し、これら法規定の適川にあたって、蜘暫案が複雑で直ちに紡論がでないも
のであったり、躯災関係が不明瞭であったりするものについては、調停の成立が図られていくというものであった。
こうして、雌地訓粧法九条三項の手続から調停小皿に移る段階でふるいにかけられた収案は、さらに、洲仲の段附
で、小ハル滴により、成立か取下かのふるいにかけられ、法的に一鞭的な解決がむずかしいものだけが、洲仲成立に向
けて、小作向の誘導をうけていくことになるのである。また、この場合、なぜ収下なのかというと、「土地取止は不
成立、川下報にて処皿なさないで必ず納得の上取下せしむくく鋭意努力なし、成立もしくは取下のこの形の終了以外
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作よＴｌｉ１ｌ１ら訴兇
官う’11Ｊ心ず願逃以
をで村に、ｌＮｌｌ・」１
含あ股な県一ﾄﾞなは
むり地る農とい、
ポ1$,,<盃ボボlHIxlii離職作会、職わテ調法貝官が股貝りム終ののが’'’1世、でが法
構指’'１心委Ｔｌｉもあ几造導心に１１町、る条
＝のにな会村非。三
丁下なるが農常そ項
完にる場’１１地にれと
￣、場合心委ｉｎは小
、巾合でに員要、作I」町でもな会な調洲一Ｍﾐ,,ｉ３カミ藻#(ｌＩｉ
地ｉｌｊ作か協をに関
委Ｉｌ１１１ｆ；は同もよ係
員村と、しつらで
会農述各ててなあ
が地絡県調いいろ
調委を力、伜る、が
伸貝取らに。〃ｉ、
に会りのあこ外い
あをっｆＭたのＪＭま
た必つくlテつ時体ひ
つず、をてｊ０ｌのと
九lHl県みいの存つ
と与．陞るる法イ［、
いさ地と点外でこ
うせ課、に洲あの
のて職県求伜る１１$
がいｕＩこめの。Ⅲ１
，たがよら特この
ことかつれ徴の士
のＩＩＩｉなてるはタ地
時定り異。、イリｌ
ｊＵ１さ深な洲調プき
のれいつ悴伜の上
法、指て者者洲げ
外い導いのが仲事
調ずを大’１’小’よ件
七停れくよで作、を九のにわう、宮１iii巷
あせえで小に嗽え
りＪくてあ作とでる
刀、いる’官どみと
で小る力ｉがまたき
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
に
し
て
成
立
に
い
た
っ
た
取
案
は
、
腱
地
洲
縦
法
の
趣
片
に
合
致
す
る
も
の
と
の
批
疋
を
う
け
、
農
地
調
終
法
九
条
三
項
の
合
意
巾
論
手
続
を
経
て
、
合
法
的
な
土
地
引
き
上
げ
に
い
た
る
。
こ
の
怠
味
で
、
小
作
調
停
は
、
股
地
調
粧
法
九
条
三
噸
の
予
定
す
る
土
地
利
用
関
係
に
見
合
う
内
容
を
も
っ
た
「
合
意
」
形
成
の
手
続
で
あ
り
、
一
旦
、
農
地
調
整
法
九
条
三
項
手
続
か
ら
離
れ
た
事
業
を
内
容
に
即
し
て
選
別
し
、
農
地
調
終
法
九
条
三
項
に
雌
づ
く
処
分
に
適
合
す
る
よ
う
に
縦
皿
し
戒
す
過
概
だ
っ
た
と
も
い
え
る
。
そ
れ
だ
け
に
、
洲
体
は
、
合
意
と
い
う
形
式
を
改
故
皿
念
に
川
し
た
内
秤
に
照
応
さ
せ
て
火
災
す
る
と
い
う
、
専
門
行
政
官
ｌ
小
作
宮
に
の
み
可
能
な
困
難
な
仕
事
で
あ
っ
た
。
（、）
はさけるべくなしている」（兵庫県）という報止ｎからもわかるように、不成立、却下では、当事者間の対立は、解消
さ
れ
な
い
か
ら
で
、
「
取
下
」
の
前
提
と
な
る
、
改
革
法
に
雑
づ
く
当
事
者
の
説
得
こ
そ
が
、
農
地
調
粧
法
九
条
三
項
の
統
制
と
の
関
係
で
は
不
可
欠
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
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法
筆
悲
体
節
几
十
一
巻
第
一
陽
八○
あった。この意味で、四九年の農地調整法改正によって導入される、市町村農地委員会による「勧解」の制度は、こ
の
よ
う
に
し
て
行
わ
れ
て
き
た
市
町
村
股
地
委
且
会
の
法
外
調
停
を
、
依
法
洲
停
と
刑
皮
的
に
述
絡
さ
せ
た
に
過
ぎ
な
い
も
の
と
い
え
る
のである。
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右
の
よ
う
な
内
容
の
調
停
は
、
依
法
調
停
に
比
べ
て
、
当
事
者
間
の
利
彼
調
整
の
契
機
が
弱
い
の
で
、
そ
の
限
り
で
市
町
村
農
地
委
員
会
で
対
応
し
埒
た
。
し
か
し
、
そ
れ
で
も
、
市
町
村
腿
地
委
似
の
み
で
対
応
す
る
と
い
う
例
は
少
な
く
、
多
く
は
、
小
作
官
、
県
股
地
課
職
員
の
同
席
が
行
わ
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
小
作
関
係
職
員
の
指
導
が
有
効
性
を
も
ち
、
市
町
村
農
地
委
員
会
が
、
改
革
法
を
離
れ
た
言
動
（
こ
れ
に
は
、
「
保
守
的
」
な
も
の
と
、
過
度
に
「
革
新
的
」
な
も
の
の
両
様
が
あ
る
）
を
し
な
い
よ
う
な
事
業
が
、
法
外
調
停
事
件
と
し
て
あ
ら
わ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。
法
外
調
停
事
件
の
取
扱
い
に
つ
い
て
、
三
耐
県
か
ら
の
報
告
に
は
、
こ
れ
を
依
法
調
停
と
凹
述
さ
せ
つ
つ
、
「
複
雑
な
背
景
を
行
す
る
も
の
、
農
地
委
ｕ
会
の
処
慨
が
誤
っ
て
居
り
、
し
か
も
容
易
に
変
更
し
な
い
も
の
、
成
立
後
の
胆
行
の
危
ぶ
ま
れ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
（別）
成
可
く
小
作
調
停
の
巾
立
を
さ
せ
、
民
主
的
に
納
得
の
行
く
様
処
理
す
る
の
が
現
状
の
社
会
状
況
よ
り
適
当
と
考
壹
え
ら
れ
る
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
、
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
こ
と
と
の
側
わ
り
で
と
ら
え
れ
ば
、
法
的
な
於
耶
に
引
き
つ
け
て
判
断
す
る
こ
と
が
川
雌
な
も
の
、
当
事
者
の
「
合
意
」
が
飯
要
な
位
概
を
し
め
る
も
の
は
、
依
法
調
停
に
移
し
、
法
外
調
停
で
は
取
り
扱
わ
な
い
方
が
い
い
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
市
町
村
腿
地
委
ｕ
会
の
腔
村
と
の
即
離
が
灘
品
す
る
も
の
は
、
依
法
調
停
で
処
皿
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
各
県
か
ら
の
報
告
で
は
、
お
お
む
ね
、
東
海
、
近
畿
、
瀬
戸
内
海
沿
岸
地
域
を
中
心
に
、
法
外
調
停
が
極
め
て
有
効
に
機
能
し
、
依
法
腿
地
改
航
法
の
構
造
（
二
・
光
）
（
川
Ｕ
八一
え
ば
、
当
醐
者
間
の
対
立
が
、
双
方
の
利
益
主
狼
の
深
い
紬
裂
と
い
う
状
態
に
い
た
っ
て
お
ら
ず
、
小
作
官
、
県
農
地
諜
職
貝
、
市
町
村
腿
地
委
口
会
の
価
導
の
下
に
、
「
合
意
」
を
形
成
で
き
る
よ
う
な
レ
ベ
ル
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
の
だ
と
い
え
よ
う
。
事
実
、
法
外
調
停
は
、
腿
地
改
弛
川
に
お
い
て
も
、
成
血
の
確
率
が
櫛
め
て
高
か
つ
九
の
で
あ
る
（
表
３
１
２
）
。
こ
の
愈
味
で
、
当
事
者
間
の
対
血
の
度
合
い
の
み
が
於
水
的
メ
ル
ク
マ
ー
ル
と
な
る
、
戦
前
期
の
依
法
洲
件
・
法
外
調
停
の
関
係
と
は
州
当
に
異
な
っ
た
状
況
が
股
附
し
て
い
た
と
いっていい◎
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町村農地委員会が、その能力と権限に応じて適宜配置されていたのであった。
（
１
）
「
農
地
改
革
資
料
集
成
」
第
二
巻
九
六
七
頁
。
問
い
合
わ
せ
は
、
川
七
年
七
月
五
日
付
け
で
な
さ
れ
て
い
る
。
（
２
）
制
度
上
の
連
絡
と
い
い
得
る
も
の
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
小
作
調
停
に
深
く
関
与
し
た
小
作
官
が
、
通
常
は
、
県
催
地
諜
の
職
貝
で
、
腱
地
改
雌
邪
業
に
も
関
与
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
と
い
う
こ
と
く
ら
い
で
あ
ろ
う
。
（３）「農地改砿啓制菓成」第一一巻九六八、参照。
（
４
）
た
し
か
に
、
農
林
当
局
は
、
小
作
調
停
法
の
改
正
を
必
要
と
し
、
四
八
年
六
月
、
第
二
国
会
に
提
出
し
た
農
地
調
穂
法
改
正
案
の
な
か
に
は
、
調
停
委
員
の選任力法の政諜や調停をはじめる前に必ず腱地委貝の邪災上調停をさせるなどの調停制度の改溌を樅り込んでいる。しかし、この法
案
提
出
の
時
期
自
体
が
、
農
地
買
収
の
大
半
が
終
了
し
た
段
階
で
あ
る
し
、
こ
の
改
正
案
が
流
産
し
た
後
、
調
停
制
度
を
何
と
し
て
も
変
え
て
い
こ
う
と
す
る
（５）「農地改革資料集成」第七巻二五九頁以下。問い合わせへの回答は、四八年九月一日付けでなされている。
（
６
）
数
例
を
あ
げ
る
と
、
栃
木
県
か
ら
は
、
市
町
村
農
地
委
日
会
に
よ
る
法
外
調
体
の
能
力
的
限
界
や
法
的
効
力
上
の
限
界
、
蛾
判
に
お
け
る
経
済
的
且
狐
の
限界、から調停は効果があるとの意見がみられ、埼玉県からも、調停は、手続、費用、日数、効力等の点で「最大限」利用すべきとの
意
見
が
み
ら
れ
る
。
ま
た
、
長
野
県
は
、
「
農
地
委
貝
会
は
二
年
川
の
体
験
で
机
当
の
成
艮
は
し
た
が
す
べ
て
の
委
艮
会
が
訓
練
さ
れ
た
も
の
で
な
い
」
と
し
て、まず僅地委員会に調停させ、その後で依法調停をさせるのがいいとしている（「農地改革資料集成」第七巻二六一、二六三頁）。
（
７
）
法
制
度
上
、
腿
地
調
縦
法
九
条
三
項
の
許
可
は
、
県
が
行
う
こ
と
と
な
っ
て
い
た
が
、
災
際
に
は
、
市
町
村
幽
地
委
貝
会
の
愈
兇
付
与
の
上
で
蝶
が
判
断
し
て
お
り
、
こ
の
市
町
村
農
地
委
員
会
の
意
見
へ
の
信
頼
性
の
高
ま
り
は
、
県
の
許
可
を
よ
り
確
実
な
も
の
と
し
た
。
（８）Ⅲ木の地主屑の零細性と農地改雌とのかかわりについては、前掲椰峻・治水欄七三頁以下参照。
（９）「農地改革資料集成」第一一、三巻所載の第九○回帝国議会議事録によれば、司法当局は、この件につき、農地調整法九条にいう市
町
村
腱
地
委
貝
会
の
承
認
と
は
、
解
除
解
約
が
、
「
一
刀
的
ニ
ナ
サ
レ
タ
場
合
ノ
法
祁
効
カ
ニ
側
ス
ル
コ
ト
デ
、
合
意
ノ
上
ノ
場
合
ニ
ハ
節
几
条
二
依
ル
腔
地
委
員
会
ノ
承
認
ト
云
う
コ
ト
ハ
必
要
デ
ハ
ナ
イ
」
（
「
農
地
改
革
資
料
集
成
」
第
二
巻
一
○
九
四
頁
、
司
法
省
奥
野
健
二
と
述
べ
て
い
る
の
に
対
し
、
農
林
当
励は、「司法当局カラ御袴弁ニナリマシタ腿旨モ……私共〃今迄考ヘテ隅ツタコトトハ迷う蒋弁ガサレタト云う埒ヲ持ツテ鵬」り、「合
意ノァル場合一一於キマシテモ農地委員会ノ承諾ヲ要シ、又当分ノ間ハ地力長官ノ許可ヲ要スルト云う風二解釈サルベキモノ」（「農地改
革
資
料
集
成
」
第
三
巻
一
三
三
～
一
三
四
、
腿
林
省
山
添
利
作
）
と
答
え
て
い
る
。
農
地
改
革
法
の
構
造
（
二
．
完
）
（
川
Ｕ
八三
動きはみられない。
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（
肥
）
た
と
え
ば
、
兵
雌
県
か
ら
の
報
告
で
は
、
調
停
委
員
会
を
剛
く
場
合
に
は
、
「
小
作
主
耶
の
列
席
立
会
な
け
れ
ば
Ⅲ
催
不
能
の
不
文
作
的
な
形
ま
で
本
県
の場合にはなっている」（「農地改砿資料集成」第八巻九五四頁）となっており、鳥取県からの報告では、「調停の事実上の主導性は小
作主馴とし、叩に意見を述べるにとどまらない」「農地改革資料染成」第八淫九七六頁）となっている。
（Ⅳ）「農地改革資料集成」第几巻八四七頁○
（川）「農地改革資料災成」第九懇九九三瓦。
（⑱）それぞれ、「農地改革資料集成」第九巻八四五、一○一五、一○○七頁。
（別）「農地改革資料災成」第九巻九五三頁。
（別）「農地改革資料集成」第九巻九三八頁。
（”）「農地改革賛料災成」鏑九巻七八ｎ頁以下。
（羽）「農地改革資料集成」第九巻八五二～八五三頁。
（Ⅲ）高十の隠義症
（脳）「農地改紘
（旧）高十分幽義症
（Ｍ）「股近一一於
宿
）
「
農
地
改
雛
な
さ
れ
て
い
る
。
（肥）たとえば、
法
学
志
林
第
九
十
一
巻
第
一
号
八
四
（
皿
）
た
と
え
ば
、
山
形
県
か
ら
の
細
倍
で
は
、
「
許
可
件
数
は
八
六
％
を
占
め
て
い
る
が
、
こ
れ
は
市
町
村
農
地
委
員
会
が
辮
識
に
際
し
て
解
約
妥
当
で
な
い
も
の
は
申
請
人
に
取
り
下
げ
せ
し
め
る
か
、
却
下
の
処
分
を
な
し
て
い
る
も
の
が
多
く
、
当
事
者
の
合
意
解
約
で
何
等
紛
争
の
な
い
も
の
の
み
申
請
す
る
こ
と
に脳囚する」（「腿地改赦資料災成」第八巻一Ｗ八頁）となっているし、京祁府からの報告では、「小作人側の不信義の行為のある場合
の
外
は
小
作
人
の
同
意
を
絶
対
条
件
と
し
て
を
り
、
地
主
側
に
於
い
て
解
約
を
妥
当
と
す
る
理
由
が
あ
る
も
の
で
あ
っ
て
も
両
者
の
協
定
が
成
立
し
な
い
場
合
には小作主聯が調停を行い、円満解決の上夫々の条件を附して許可している」「農地改蛾資料災成」節八巻一八三頁）となっている。
（
Ⅲ
）
高
木
直
義
氏
よ
り
の
聞
き
取
り
に
よ
る
。
（脳）「農地改革資料災成」節八巻一五六頁。
（旧）高木直義氏よりの聞き取りによる。
（Ｍ）「股近二於ケル農地珈悩概要調査ノ件」（一九四六年五月二一Ｈ）。
（
旧
）
「
農
地
改
革
資
料
災
成
」
第
八
巻
七
六
二
頁
以
下
。
こ
の
よ
う
な
指
摘
は
、
宮
城
、
茨
城
、
埼
玉
、
長
野
、
兵
印
、
高
知
等
、
全
図
い
た
る
と
こ
ろ
か
ら
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香
川
県
の
小
作
調
停
の
分
析
を
行
う
前
提
と
し
て
、
ま
ず
、
全
国
及
び
香
川
県
の
小
作
争
議
、
調
停
の
状
況
を
概
観
し
て
み
よ
う
。
農
林
肯
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
川
Ⅲ
年
八
Ⅱ
一
五
日
か
ら
第
二
次
農
地
改
赦
法
の
成
立
を
み
る
四
六
年
一
一
Ⅱ
二
二
日
ま
で
に
全
凶
で
起
（１） 
こ
っ
た
土
地
取
り
上
げ
争
飛
は
、
一
二
〃
五
四
几
九
件
に
達
し
、
一
九
三
○
年
代
半
ば
の
土
地
取
り
上
げ
争
識
激
甚
川
の
争
議
件
数
を
は
る
か
に
上
回
る
。
こ
の
う
ち
、
何
ら
か
の
形
で
土
地
返
還
を
結
果
し
た
も
の
は
、
一
万
四
一
九
二
件
と
全
件
数
の
四
判
に
の
ぼ
る
。
こ
れ
ら
の
土
地
返
通
争
議
は
、
徴
兵
・
微
川
か
ら
の
復
貝
や
戦
争
中
の
疎
開
に
よ
っ
て
ふ
く
れ
あ
が
っ
た
農
村
人
Ⅱ
の
下
で
、
食
轍
難
を
打
開
す
る
た
め
に
発
生
し
た
も
の
で
あ
り
、
こ
う
し
た
蒋
観
的
根
拠
が
あ
る
だ
け
に
、
腿
地
改
弛
が
進
行
し
て
も
根
強
く
発
生
し
続
け
た
。
即
ち
、
四
七
年
に
は
、
六
刀
兀
千
件
以
上
、
前
年
を
は
る
か
に
上
回
る
数
字
を
示
し
、
買
収
乎
業
が
一
段
落
し
た
翌
川
八
年
に
は
、
件
数
は
半
減
す
る
と
は
い
え
、
そ
れ
で
も
、
三
刀
三
千
件
以
上
の
発
生
を
み
る
。
土
地
引
き
上
げ
争
識
の
鉱
静
化
は
、
翌
年
以
降
の
こ
と
に
属
す
る
。
こ
の
間
、
返
還
件
数
も
、
四
七
年
二
刀
四
千
件
、
四
八
年
一
刀
六
千
件
と
全
争
議
件
数
の
四
割
前
後
の
数
字
を
示
し
、
第
二
次
改
敵
前
と
比
べ
て
、
こ
の
限
り
で
は
大
き
な
変
化
は
な
い
。
し
か
し
、
争
議
関
係
面
職
、
返
還
面
積
を
み
る
と
変
化
が
み
ら
れ
、
第
二
次
改
革
前
に
お
い
て
は
、
北
海
道
を
除
く
地
域
で
、
一
件
あ
た
り
の
平
均
而
概
が
、
そ
れ
ぞ
れ
、
二
・
六
反
、
一
・
八
反
で
あ
っ
た
も
の
が
、
四
七
年
は
、
一・三反、一・一反、四八年もⅢじく、一・三反、一・一反と挑移する。戦前の土地返還争議は、三一年で一件あたりの
（２） 
平均係争面積一九・六反、一二五年で七・五反だから、いずれにしても、戦後の土地返還争議の著しい零細性は一目瞭然
農
地
政
革法の構造（二．完）（川Ｕ
八
五
第
二
節
小
作
調
停
の
分
析
Ｉ
秀
川
膿
の
躯
例
に
即
し
て
一
、
概
観
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地
主
が
要
求
を
実
現
す
る
手
段
と
し
て
調
停
を
利
用
す
る
傾
向
が
高
ま
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
い
ま
ひ
と
つ
戦
後
小
作
調
停
の
特
徴
を
あ
げ
れ
ば
、
そ
れ
は
、
土
地
引
き
上
げ
関
係
事
件
の
著
し
い
垪
大
に
あ
る
と
い
え
る
（表３１６．七○頁）。戦前期、多くて全調停件数の四判臓度であった土地関係事件は、四五年に血判を突破し、以後、
年毎に比重を高め、四八年には八五％に達する。戦後改葹期の小作調停事件は、土地関係事件の数に決定的に左右さ
れるのである。このことの結果として、一件あたりの平均関係面積も著しく狭小化し、一町歩をはるかに割り込み、
五
反
歩
以
下
と
い
う
小
規
模
さ
を
示
す
。
ま
た
、
こ
の
時
期
に
は
、
収
下
事
件
が
多
い
こ
と
も
特
徴
的
で
、
戦
前
川
、
ほ
ぼ
二
○
％
前
後
で
推
移
し
た
収
下
比
率
は
、
戦
後
三
○
％
台
へ
は
ね
あ
が
り
、
改
革
期
を
通
し
て
そ
の
水
準
を
維
持
し
て
い
く
。
こ
れ
は
、
先
述
し
た
、
「
取
下
」
を
ひ
と
つ
の
処
理
方
法
と
す
る
力
針
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
全
図
レ
ベ
ル
の
動
き
に
対
し
、
香
川
県
は
、
次
の
よ
う
な
特
徴
を
も
っ
て
い
た
。
ま
ず
、
土
地
返
還
争
議
で
あ
る
が
、
秀
川
県
の
そ
れ
は
か
な
り
少
な
い
。
四
五
年
八
月
一
五
日
か
ら
四
八
年
六
月
ま
で
の
争
議
件
数
は
、
七
○
四
件
、
全
図
の
件
数
の
○
・
六
％
し
か
な
く
、
農
地
開
放
而
穣
が
全
国
の
一
・
二
％
で
あ
っ
た
こ
と
と
比
較
す
る
と
、
そ
の
半
分
し
か
な
い
。
ま
た
、
こ
の
件
数
を
時
間
的
推
移
に
即
し
て
み
て
み
る
と
（
表
３
１
７
．
七
○
頁
）
、
節
二
次
改
革
法
の
制
定
を
画
期
と
す
る
四
六
年
二
月
一
二
日
ま
で
に
五
八
一
件
、
全
件
数
の
八
○
％
以
上
が
集
中
し
、
改
革
期
間
中
は
、
極
め
て
少
数
の
争
議
し
か
み
ら
れ
な
い
と
い
う
、
全
図
レ
ベ
ル
の
趨
勢
と
は
全
く
逆
の
極
め
て
特
徴
的
な
数
字
を
示
す
。
香
川
県
で
は
、
地
主
の
土
地
返
還
の
動
き
は
、
改
革
前
に
集
中
し
、
改
革
後
は
、
そ
の
動
き
を
厳
し
く
抑
え
込
ま
れ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
一
方
、
小
作
調
停
件
数
は
ど
う
か
と
い
う
と
、
表
３
１
８
（
七
○
頁
）
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
小
作
関
係
調
停
事
件
は
、
四
九
年
ま
で
農地改革法の構造（二．完）（川口）
八
七
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次
に
、
法
外
調
停
で
あ
る
が
、
全
国
レ
ベ
ル
で
は
、
件
数
は
、
四
六
・
四
七
年
と
も
に
依
法
調
停
の
半
分
弱
で
あ
り
、
件
数
の
哨
減
も
、
改
雛
の
前
後
で
さ
ほ
ど
変
化
な
く
、
こ
の
点
は
、
依
法
洲
体
と
同
じ
拙
移
を
示
し
て
い
る
。
前
に
み
た
よ
う
に
、
第
二
次
改
砧
川
川
に
お
け
る
法
外
調
停
は
、
当
邪
者
の
「
合
意
」
が
独
立
す
る
契
機
が
相
対
的
に
弱
く
、
そ
の
こ
と
を
反
映
し
て
、
成
立
率
は
、
八
判
を
こ
え
て
おり、依法調停との迎いは、歴然としている。
関
係
事
件
の
占
め
る
率
が
、
、
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
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瓜
第
二
次
凹
地
改
革
以
前
’
一
九
四
五
・
四
六
年
戦
後
改
革
川
の
小
作
調
停
を
論
じ
る
場
合
、
第
二
次
改
革
法
に
雌
づ
く
股
地
委
ｕ
会
の
逸
率
と
、
そ
れ
に
よ
っ
て
新
た
に
柵
成
さ
れ
た
農
地
委
員
会
に
よ
る
改
革
事
業
の
開
始
が
画
期
と
な
る
こ
と
は
、
い
う
ま
で
も
な
い
で
あ
ろ
う
。
香
川
県
で
は
、
四
六
年
の
一
二
月
二
○
日
に
市
町
村
農
地
委
員
選
挙
、
翌
四
七
年
一
月
七
日
に
農
地
一
筆
調
査
が
開
始
さ
れ
、
三
月
一
一
日
に
こ
の
調
査
結
果
が
で
る
と
、
そ
れ
を
も
と
に
、
三
川
三
一
日
、
第
一
ｕ
買
収
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
点
か
ら
、
地
主
の
買
収
逃
れ
を
、
買
収
計
画
の
立
案
・
実
施
と
い
う
形
で
尖
質
的
に
制
し
て
行
く
の
は
、
川
七
年
三
川
以
降
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
解
除
解
約
統
制
を
狐
う
市
町
村
腿
地
委
艮
会
は
、
四
艇地轍叩法の構造（二・光）（川口）
八
九
は成のがで整わ
、立しそそあ法せこ
ニヒはくれれり九てれ
地、ルほが、条一に
統半でどよ法三四対Ijll数とハハ〈外項Ｊ１し
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ムなた９いれ件｜典ｌ１Ｉ１ＡＬを力、このるのわのを地つと｜よの多つこみ雛ｉｌＩＭｉ：舟１１}ヌリngM維lw鰈る全り地のし農ｑ霊と脚、委iiM1'1！'ＭＩＩ鰊i灘剛ｉ鮒iiikg〃緋oilli'５，１i“z:＄|t図MIlii｝,,<iiiiilLiii つ成の統作委のｈｌｆでた立法制調員指以はの率外が停会導上、爵Ⅶ１Ｍ“？“るあの｜こが充にいＩＨ１・灘liiｻﾞｾﾞﾎﾞ霊|iiiてしてるをｉｊｌす調いて、に反きる仲る、かも映上よ（ｌ|：。三な関しげう数
番ノｉりわて銃Ｉこは１１１％のらい制、、
県まｇｌ「ずた活こ四ででｲﾉﾄ、と動れ六
はがが法いをら・
ｉｉｆｌﾄﾞiﾙ論：↑Ｊ'《!！外と外悴・た農作
調な洲件結地を
伸り体数采洲あ
二
、
香
川
県
の
小
作
調
停
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法
学
志
林
節
九
十
一
巻
第
一
号
九
○
七年の初頭から機能しているから、第一節でみたような農地調粧法九条三項統制と小作調停の連動は、四七年はじめ
か
ら
開
始
さ
れ
て
い
る
と
み
て
い
い
。
こ
こ
で
は
、
ま
ず
、
四
七
年
以
降
の
小
作
調
停
の
特
徴
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
四
五
・
四
六
年
の
調
停
を
検
討
し
て
み
よ
う
。
先
述
し
た
よ
う
に
、
香
川
県
で
は
、
土
地
返
還
争
議
、
小
作
調
停
と
も
に
四
六
年
に
集
中
す
る
。
こ
の
間
の
事
情
を
、
県
庁
文
評
を
も
と
に
み
て
み
よ
う
。
表
３
１
ｍ
（
七
一
頁
）
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
香
川
県
で
は
、
円
五
年
中
は
、
余
り
争
議
が
発
生
し
な
か
っ
た
が
、
第
一
次
改
革
法
の
制
定
を
経
た
四
六
年
初
頭
か
ら
、
争
議
が
多
発
し
、
六
Ⅱ
ま
で
の
半
年
間
で
、
Ⅱ
○
三
件
を
数
え
る
。
雌
文
書
で
は
、
土
地
返
還
に
つ
い
て
は
、
コ
ケ
村
当
り
五
’
一
五
件
紛
議
形
態
ヲ
ナ
セ
ル
モ
ノ
ト
思
考
セ
ラ
ル
」
と
し
、
そ
の
う
ち
、
「
表
面
化
」
し
た
（４） 
も
の
が
、
午
詮
議
と
し
て
計
上
さ
れ
て
い
る
と
し
て
い
る
か
ら
、
県
下
全
域
に
わ
た
り
、
土
地
争
奪
状
況
が
広
が
っ
て
い
た
と
い
っ
て
も
い
い
。
表
３
１
Ⅱ
（
七
一
頁
）
は
、
「
争
議
ト
ナ
ラ
ザ
ル
」
土
地
返
還
要
求
事
件
を
含
め
て
土
地
返
還
の
状
況
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
よ
る
と
、
四
六
年
四
月
ま
で
に
、
ほ
ぼ
、
争
議
と
同
じ
く
ら
い
の
件
数
の
返
還
要
求
が
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
う
し
た
土
地
返
還
争
議
の
原
因
は
、
「
失
業
対
策
卜
飯
米
確
保
ヲ
理
由
ト
ス
ル
地
主
ノ
自
作
目
的
」
が
「
八
○
％
」
、
コ
時
賃
貸
ノ
締
結
ノ
明
（５） 
確
化
」
と
「
開
墾
地
開
放
要
求
」
が
そ
れ
ぞ
れ
「
一
○
％
」
と
な
っ
て
お
り
、
「
一
時
賃
貸
」
に
韮
づ
く
返
還
要
求
も
、
多
く
は
、
飯
米
確
保
を
目
的
と
し
て
い
る
わ
け
だ
か
ら
、
い
ず
れ
に
し
て
も
、
地
主
の
飯
米
確
保
要
求
が
決
定
的
で
あ
っ
た
こ
と
は
明
瞭
で
あ
る
。
だ
か
らこそ、県文諜は、問題解決の根本は、「食轍問麺ノ解決」「食織砿保ノ手段」の確定にあると述べているのである。
こ
の
返
還
争
議
に
対
す
る
小
作
川
の
反
応
で
あ
る
が
、
表
３
１
ｍ
、
３
１
Ⅱ
に
あ
る
よ
う
に
、
争
議
と
な
っ
た
も
の
の
六
％
、
争
議
に
い
た
ら
な
か
っ
た
も
の
の
一
○
％
が
返
還
さ
れ
て
い
る
。
争
議
に
な
っ
た
も
の
に
つ
い
て
、
全
国
平
山
『
の
返
還
比
率
は
、
四
六
年
一
一
月
二
一
日
ま
で
で
争
議
件
数
の
四
○
％
だ
か
ら
、
香
川
の
場
合
は
か
な
り
低
い
と
い
え
よ
う
。
争
議
の
結
果
に
つ
い
て
、
県
文
書
は
、
「
小
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（６） 
作
人
ノ
要
求
貫
徹
卜
云
フ
ョ
リ
地
主
ノ
要
求
放
棄
ガ
大
半
ナ
リ
」
と
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
３
Ｄ
、
香
川
県
に
お
け
る
小
作
農
凪
述
勅
の
強
さ
を
う
か
が
わ
せ
る
。
こ
の
場
合
、
Ⅱ
土
料
柵
行
の
存
在
が
か
な
り
人
き
な
ウ
ェ
イ
ト
を
も
っ
て
お
り
、
地
主
は
、
多
額
の
Ⅱ
土
料
を
払
わ
な
け
れ
ば
、
土
地
の
引
き
上
げ
が
で
き
な
か
っ
た
。
即
ち
、
「
Ⅱ
土
料
ナ
キ
地
帯
（
大
川
祁
来
部
及
川
附
並
脇
蝋
地
域
）
ノ
モ
ノ
及
ビ
（７） 
廿
土
料
地
帯
二
在
リ
テ
モ
ー
時
賃
貸
ノ
モ
ノ
ハ
特
二
土
地
返
還
ノ
要
求
ヲ
求
メ
ラ
レ
易
ク
Ⅱ
シ
其
ノ
返
還
対
価
ハ
比
較
的
低
額
ナ
リ
」
と
い
う
の
で
あ
り
、
返
遮
要
求
は
、
Ⅱ
土
料
仙
行
の
不
伽
な
と
こ
ろ
を
つ
い
て
あ
ら
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
と
く
に
、
一
時
伐
貸
は
、
Ⅱ
土
料
の授受をしていないケースも多く、しばしば返還が行われた。一方、争識の発生分布をみてみると、商松巾、水川郡、
（８） 
綾歌郡がそれぞれ二五％、残り二Ⅱ％が大川、小一皿、三豊の一一一郡とされており、前三郡巾が、戦前の中心的争議地帯
（９） 
で
あ
っ
た
こ
と
、
及
び
、
大
川
、
小
一
皿
に
は
廿
士
仙
行
の
欠
如
が
広
く
み
ら
れ
る
こ
と
等
を
考
え
る
と
、
秀
川
県
の
土
地
返
還
争
議
は
、
地
主
の
土
地
へ
の
執
着
が
、
小
作
農
氏
の
影
響
力
の
大
き
な
と
こ
ろ
で
、
小
作
人
の
強
い
抵
抗
に
あ
っ
て
生
じ
た
も
の
で
あ
り
、
小
作
人
の
発
言
力
の
比
較
的
弱
い
と
こ
ろ
で
は
、
争
議
化
の
度
合
い
が
少
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
が
い
え
そ
う
で
あ
る
。（⑩） 
こ
こ
で
注
Ⅱ
す
べ
き
は
、
小
作
人
が
、
返
地
を
す
る
祓
接
の
助
機
に
つ
い
て
の
分
析
で
、
県
又
弧
回
に
よ
れ
ば
、
小
作
人
の
「
吋
処
的
性
桁
ハ
之
ヲ
ヌ
グ
イ
去
ル
能
ハ
ズ
返
還
セ
ラ
レ
タ
ル
モ
ノ
、
大
部
分
ハ
地
主
ノ
取
上
卜
云
フ
ョ
リ
小
作
人
ヨ
リ
ノ
情
実
的
返
還
ト
兄
ル
ヲ
妥
当
ト
ス
」
と
な
っ
て
お
り
、
地
主
の
返
還
要
求
の
皿
山
が
、
主
と
し
て
、
食
糊
確
保
の
た
め
で
、
「
吋
述
的
ナ
地
主
的
強
圧
」
は
例
外
と
し
て
い
る
こ
と
を
あ
わ
せ
て
考
え
る
と
、
返
地
は
、
食
糊
難
か
ら
く
る
必
然
性
を
あ
る
概
肛
も
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
当
時
の
県
胆
地
課
職
且
も
、
土
地
返
還
は
、
小
作
人
が
あ
る
限
度
の
而
枇
を
耕
作
し
て
い
る
よ
う
な
ケ
ー
ス
に
多
く
、
そ
の
場
合
に
は
、
返
地
は
、
（川）
「筏皿」で行っていたと述べており、これによって０，、このことが碓認できる。衣３１Ⅱにみられる、争論にいたら
な
か
っ
た
土
地
返
還
の
ケ
ー
ス
の
多
く
は
、
そ
の
よ
う
な
例
で
あ
ろ
う
。
農地改革法の構造（二・元）（川口）
九一
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停職もと尖る四は地の上り同変組ず
Wlili朏鯛幡計j：１Ｗ肱一ｌｌｉ倉,ｉｌｋ
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秀
川
県
で
も
、
こ
の
傾
向
は
同
じ
で
あ
り
、
調
停
巾
立
皿
川
は
、
先
述
の
争
議
の
状
況
を
う
け
て
、
「
食
細
確
保
」
が
圧
倒
的
で
あ
っ
た
。
県
庁
資
料
に
よ
れ
ば
、
四
六
年
八
川
か
ら
一
二
川
ま
で
に
提
起
さ
れ
た
小
作
調
停
二
一
件
は
、
一
件
の
例
外
も
な
く
す
べ
て
が
、
（
胴
）
。
「地主食轍独得のため」のものとなっている。
また、この調停申立を郡市別にみたのが、表３１皿（七一頁）であるが、争議同様、高松市、木田郡、綾歌郡が、
か
な
り
多
く
、
こ
の
三
郎
巾
で
全
件
数
の
六
判
近
く
を
占
め
る
。
地
主
の
返
還
要
求
に
対
し
、
股
瓜
糾
合
の
発
高
〃
が
大
き
い
分
だ
け
、
調
停
巾
立
に
い
た
る
例
が
多
く
な
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
次
に
、
調
体
の
結
果
に
つ
い
て
み
て
み
よ
う
。
表
３
１
８
に
兄
ら
れ
る
よ
う
に
、
四
八
・
四
六
年
の
二
年
間
で
、
小
作
関
係
調
伴
巾
立
二
一
四
件
に
対
し
、
成
立
六
○
件
、
取
下
一
バ
ー
件
、
取
下
率
は
、
火
に
七
一
％
を
示
し
、
公
川
平
均
の
隅
以
上
と
い
う
商
率
と
な
る
。
こ
れ
は
、
香
川
県
が
、
早
い
段
階
か
ら
、
調
停
申
立
に
際
し
て
は
、
当
事
者
を
説
得
し
て
取
り
下
げ
さ
せ
る
と
い
う
方
針
を
強
〃
に
打
ち（脳）
川していたからで、県文傘曰には、この点、「奴判所における調停は従来の協調主義の〃針を棄て取下をさせてゐる」
「〔調停〕珈件ノ凡テハ蛾判所二於テ取下セシメ此ノ解決ヲ巾川村腿地委員会二委ヌルヵ針フトル此ノ結果地兆二於テ
（、）
断
念
ス
ル
モ
ノ
多
ク
解
決
ハ
比
較
的
迅
逮
二
進
メ
リ
」
と
明
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
別
の
と
こ
ろ
に
は
、
「
調
停
川
数
ハ
一
回
ノ
モ
ノ
多
ク
数
回
二
発
ル
モ
ノ
稀
ナ
リ
」
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
も
、
「
取
下
」
刀
針
に
象
徴
さ
れ
る
県
の
姿
勢
の
あ
ら
わ
れ
と
い
え
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
、
農
民
迎
動
と
Ⅱ
土
慣
行
を
背
策
に
し
て
の
み
可
能
な
こ
と
で
あ
っ
た
ろ
う
。
次
に
問
題
に
な
る
の
が
、
成
立
及
び
取
下
の
内
容
で
あ
る
。
ま
ず
、
成
立
に
つ
い
て
み
る
と
、
成
立
六
○
件
の
う
ち
、
内
容
が
判
明
す
（旧）
るものは、四六件であり、その内訳は、全部返還一一一一件、一部返還二一一一件、耕作継続七件、小作人買受三件となる。
返
還
に
い
た
っ
た
も
の
が
多
い
の
が
特
徴
で
あ
り
、
谷
川
県
で
は
、
既
に
こ
の
こ
ろ
か
ら
、
県
の
小
作
調
停
に
対
す
る
位
慨
づ
け
が
、
地
脳
地
勲
難
波
の
構
造
（
二
・
光
）
（
川
Ｕ
九
三
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的るこ同一件い緒こⅡ三○八一の主
に。のじこ中ここびに件力（！|：月部内及
多し数で％、れとつｌﾘＩＩＩＩ月、一返容び
いか値あ、何ををい’ヨニ間過六還を小
ともにるｌｍら全考てに一へ半’三’三兄作
：返汁i1M1鯏攪#葹舩'1〔ｉ艘特週ぱう、形くわこわで返の、耕、状心徴酬、こ_でルせとれが還が凹作さ況林
を例返と六返のるもて、争調六継らか第
示の還が二還数とわい調議停年続にら九しうに、六に値、かる停件に四四｝ﾘ｝返十
１F均Ｘｊ;i化肱ｉＭ３繩ilil辿祁ボゼ悪る{､１つで三つ鮫１ｍでえる、て○とでや第・のた確六たし￣ﾄﾞあよ返こ岐日な、む百Fi稀息零ゼ雁'４Ｍ鴬二iii悪'ドｒ
県もはきな四るノバこそあ力吟にお一と
のな、るる八と水のしつ月味なり五す場い巾。。三、的三て九ＩＨＩをさ、こる
合司立まＴｌ１Ｆ件先に力、。でうれ取（'|：ケ、全件た１１１，述緋)｝こ小戦けた下の｜楜慧i]i％細llliWR繩iRMi“ろ
み還三革取に司続取字停八る返流、ｌ１ｌＩｆⅦＷ|悪キ“iiiｾﾞｶﾐ美：鼎'《''1Ｍ
う、－小が三災采数、土月あ五排後程にニヒに作高二計しがこ地まり件作のと、1ｍと調い％Ｌ九五の返で、の継経な成ｌＨ１ど停こでにと三三週のとう続過り
立係ま（まとあよい件カケ総〈ちをがつ
事柵つ、はりれえ、)］Ｉ件に、結判っ件体て地、、ばそ取ＨＩｌス数、小采ｌﾘIあ
の里ｌｊお主こ小、う下ののの事作しすつ
内（'|：りにれ作三上で率調’''’四件調たるた
容の、かを継IHIあ六体１１１割が停も四こ
が八小な上続IHIる四収過に急にのＪ１と
す％作り地及係。％下懸の1脚よと（'|：を
べに宮有BLIび洲ではでぽすつ椎を推
て過ら利係小停、、あるるて定兇定
判ぎにに洲作事特ほつ￣ＰＬＩ返でるさ
'ﾘ１ずよ勘仲人件別とたで六遠きとせ
し、るい４１ｉ識既Ｉこんとは｛lHさる、る
て_努大件受済低どい、二れ・会。
い部ノノとには件いがう全ノ］たま部そ九る返がい’''１１五数数桃こ返かもた返れ四わ還推わ定六四字作と還らの、週は
けが祭れし七Ｉｉで緋は件四は四一、
でI1ミさるて件六は統、数)１，五（'|：収は倒れカミも、九なにここの三年、下
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次に、法外調停を凡てみよう。「〔依法〕調停ハ第一義的ニハ地元農地委貝会ノ処理二待タシムル事トシテ主トシテ
（旧）
取下セシムル様二処理セリ」という文傘曰（四六年五月二五日）にみられるように、香川県では、第二次改革前から、
市町村農地委ｕ会を舞台にした法外調停が追求されていた。しかし、その場合、委且が、依然戦前来のメンバーであ
（、）
る事から、「農地委員会における事案は可及的に県から係官が出席して農林省の指示通り指導にあたってゐる」とい
うように、県農地課職員が、極力関与し、小作官も指導につとめるのが原則であった。
この第二次改砧前の法外調停について、冊蔵すべき点は二点あり、ひとつは、香川県における股地調粧法九条三項
の取扱い方針、いまひとつは、県庁の職且体制である。香川県では、第一次改革法制定後、市町村農地委員会が従来
のメンバーのままである事から、地主が農地調粧法九条三項による土地引き上げ手続を利川して、市町村農地委且会
にむやみに引き上げを巾調するという耶態が発生する恥を危柧し、四六年ⅡⅡ二三日付け左記香川県令一六号によっ
て、土地引き上げ巾謂の承認は、市町村農地委貝会単独で行う平ができず、市町村農地委貝会は、承認の可否を県に
よ
る
判
断
に
委
ね
ね
ば
な
ら
な
い
事
と
し
た
。
な
い
の
で
、
数
字
に
よ
る
明
確
な
比
較
は
で
き
な
い
が
、
内
容
の
判
明
し
て
い
る
四
六
件
か
ら
推
計
す
る
と
、
全
部
返
還
比
率
は
、
全
国
平
均
と
さ
ほ
ど
変
わ
ら
な
い
と
碓
疋
さ
れ
、
何
ら
か
の
形
で
の
返
還
の
事
例
は
、
金
川
平
均
を
か
な
り
下
回
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
なことを考えあわせると、全図レベルでも、取下の追求と、調停成立による土地返還瓢例の選定という刀向が、既に
四六年時点で開始されていたということができ、香川県では、その方向が、かなり鮮明にあらわれていたということ
が
で
き
よ
う
。農地改革法の構造（二．完）（川口）
九
五
Hosei University Repository
全
国
レ
ベ
ル
で
は
、
第
二
次
改
革
法
の
制
定
に
よ
っ
て
火
皿
す
る
こ
と
を
芥
川
県
は
、
半
年
も
前
に
先
取
り
災
施
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
こ
の
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
を
有
効
に
機
能
さ
せ
、
市
町
村
農
地
委
員
会
に
よ
る
法
外
調
停
に
深
く
関
与
す
る
た
め
に
は
、
そ
れ
に
応
じ
た
職
員
体
制
が
と
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
香
川
県
が
、
農
地
課
職
員
の
大
量
採
川
を
行
う
の
は
四
六
年
二
Ⅱ
の
こ
と
で
あ
り
、
名
課
凶
が
担
酬
の
卯
を
も
っ
て
市
町
村
股
地
委
ｕ
会
と
符
接
な
迎
絡
を
と
る
よ
う
に
な
る
の
は
、
四
六
年
一
二
川の市町村腿地委且改選以降であったという点に冊蔵せねばならない。つまり、四六年までは、雌本的に股地諏の体
『ヨⅢ
一
、
農
地
調
縦
法
の
施
行
細
川
が
制
定
せ
ら
れ
市
町
村
農
地
委
員
会
が
農
地
調
整
法
九
条
一
一
一
項
の
規
定
（
地
主
の
小
作
地
返
還
要
求
）
及
び
同
法
施
行
令
第
一
一
一
条
の
規
定
（
ｎ
僻
地
等
の
耕
作
の
Ｈ
的
に
供
す
る
場
合
の
所
有
権
の
移
転
）
に
よ
る
証
明
譜
を
交
付
す
る
場
合
は
市
町
村
農
地
委
貝
会
は
知
耶
の
承
認
を
う
け
る
こ
と
。
農
地
調
狼
事
業
の
内
地
主
の
小
作
地
引
上
要
求
事
件
ま
た
は
農
地
所
有
権
貸
借
権
の
移
転
は
裁
判
所
に
対
す
る
小
作
調
停
の
巾
立
又
は
県
に
対
す
る
申
請
と
し
て
相
当
多
数
に
及
ぶ
状
況
で
あ
り
之
を
処
理
す
る
市
町
村
農
地
委
員
会
の
責
務
は
な
か
な
か
に
重
大
に
て
ｘ
そ
の
処
理
せ
ら
れ
る
も
の
の
内
に
も
そ
の
処
理
が
不
当
な
も
の
が
無
い
と
は
い
へ
な
い
現
状
で
あ
る
の
で
新
法
に
よ
る
農
地
委
貝
会
の
で
き
る
ま
で
は
次
の
刀
針
に
よ
っ
て
処
皿
せ
ら
れ
る
や
う
せ
ら
れ
た
い
。
今
に
よ
っ
て
皿
牒
す
る
。
法
学
志
林
飾
呑
川
県
令
一
六
号
〔以下三ケ条略〕 節
九
十
一
を
節
一
号
し
ぞ
、
ｊ
皿
ノ
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無法際溌蕊ＨＰ埴泄以BW
l11iる外腿も会」Ｕｉを、途四こてつ＿これで
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りさ二が、し’１１「た法多すよ、、につ九農れ三読既か付農九いるつ三一気て七地、号みにし役地条戦とて１１１括づ、
委ｌｉｊ事収、、場洲三後一い１１１１しく県
ＬｊｉＨ件れ法そ、糖項改七る詫て特文
ヂｆ貫く＃Ⅶ｝|i關iMfi1BW震徽青
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こ
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
だ
け
に
、
県
か
ら
の
反
応
も
、
素
早
か
っ
た
。
こ
の
種
の
小
作
関
係
文
書
は
、
蕊
本
的
に
、
当
時
の
小
作
官
で
あ
っ
た
三
宅
喜
典
が
起
案
し
、
県
経
済
部
長
名
で
村
に
送
達
さ
れ
て
い
る
が
、
右
の
佃
書
が
出
さ
れ
た
翌
日
に
は
、
該
事
件
は
、
農
地
調
整
法
九
条
二
項
但
書
’
一
時
賃
貸
地
に
つ
い
て
の
規
定
ｌ
に
相
当
す
る
か
否
か
を
市
町
村
農
地
委
員
会
で
審
議
す
べ
き
も
の
で
あ
り
、
も
し
該
当
す
る
と
す
れ
ば
、
同
法
九
条
三
項
に
よ
る
「
承
認
詮
議
州
成
ル
ベ
キ
モ
ノ
」
と
し
て
、
あ
く
ま
で
法
的
に
処
皿
す
る
こ
と
を
指
示
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
そ
の
翌
日
に
は
、
爾
ね
て
多
肥
村
長
あ
て
に
、
「
土
地
返
還
要
求
二
関
ス
ル
件
」
と
い
う
文
書
が
送
達
さ
れ
、
「
標
記
二
側
シ
貸
筒
内
左
記
当
事
者
二
係
ル
事
業
ノ
紛
議
兆
し
難
候
二
付
テ
ハ
世
職
二
於
カ
レ
事
情
調
査
ノ
上
御
調
停
ノ
労
御
取
計
机
価
度候」として問題があるならば、調停をすべきだとし、かつ、その際の方向付けとしては、「土地返還要求二関シテ
ハ農地調雅法九条ノ趣旨一一依り取扱度侯」と、農地調粧法に折った解決をする事を頭ねて指摘している。そして、こ
の
後
、
多
肥
村
長
に
対
し
、
「
事
情
並
結
果
回
報
」
を
指
示
し
、
事
件
処
皿
に
監
視
の
目
を
注
い
で
い
く
。
そ
の
結
果
、
約
一
カ
月
後
に
、
多
肥
村
農
地
委
員
会
会
長
よ
り
、
知
事
に
あ
て
て
、
「
市
町
村
農
地
委
員
会
処
理
事
項
報
告
書
」
が
最
終
的
に
提
出
さ
れ
る
。
内
容
は
、
復
員
、
戦
災
、
帰
郷
を
皿
川
と
す
る
家
族
の
飯
米
確
保
、
一
時
賃
貸
地
の
回
復
を
即
川
と
し
た
解
約
な
いし「耕作権譲渡」であり、とくに、一時賃貸を理由とした土地引き上げは、「刈取後（無条件にて）返還すること
法
学
志
林
節
九
十
一
巻
第
一
号
九
八
処
理
ヲ
受
ク
ベ
キ
モ
ノ
ト
ハ
存
ズ
ル
モ
情
理
ト
シ
テ
ハ
国
家
ノ
為
メ
ニ
難
二
赴
」
い
た
者
に
苦
し
い
思
い
を
さ
せ
る
の
は
、
「
忍
ビ
ザ
ル
モノァリ」、このようなケースでは、「当噺匪者一一於テ適宜返還差文ナシト考ヘラルル」として、この点につき、「御指
示
賜
り
度
」
い
と
述
べ
ら
れ
る
。
合
意
解
約
で
あ
れ
ば
、
農
地
調
整
法
九
条
三
項
の
手
続
に
か
け
な
く
て
も
い
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
だ
が
、
し
か
し
、
そ
の
皿
川
付
け
が
、
法
文
解
釈
の
形
で
は
な
く
、
村
民
の
「
情
」
を
於
礎
に
な
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
特
徴
が
あ
る
◎ 
Hosei University Repository
がれ別ｌｌｌｉる巾うたしＩｌｉｆ会れｌ量にイ１１て分次状処ｌＩ１Ｊｌｕなと、こｉﾘｌｉＩこも、決ill1I2妙！馨Ｍ糊：鈴ｆ雌蕊＃ザに・見〃くりｉＬ繰地のもて過う三法当諜一
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寸｝き各・りと洲とで、三を。内三
雛$鱗|iii；蝶
こ解的一へ地〃〈、の６調理的多在喜ルをザliiI'〔馨寳紮綱ii鵬｜;Ｗｋ&ＩＩｉる立そ会三が少、主ね、農と案察度がのの項、なそ流て農地こ経
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川複法網あｉｌｊｌ｣てるで（'|：＄ｂぞ：ii：jiljiWl;ⅧlllliM川ｉ
;鶚iiH1li験：蛙11鰯：誰
の農か香の外て依員つⅡとめの（'1;は
土地ら川形調仙｜〃ｉ会た以にたはま、
#繩達灘;』;ii鯛'1元(ｗＩｌｉｋ“編鮮llilli戦qf鞠IjWR淵鳶'''１１Ｍ令絲｣：i■i溌雛渕郷;i閻査}(鮴Ｈ綱RMimji;1鱒騨‘iiiilTilIlⅧＭ１刑'《繊歪悪ｌＩＩ４ｉｉＷ、る法のは、七よよ瓦か村あ成１Ｍ。ノＬも、返（'|：るつ）］な農つ立
況条の間還と返て一り地たがに三で連のな還、Ｈ高委。確
お項あぃケリ事他かい且と認
ぃのつな｜、例のら比会〈で
Iililliい：Ⅶ逆871Ｗ｜漁'ミ：
主な事、リド○N：－示導こ三
が迎実依（ノトド|：は○しすこ七
プ（》。
法
学
志
林
第
九
十
一
巻
苑
一
号
一○○
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のら宛ル介作比のべに争さ1１の｜:１
次う、￣が人人ま兎高れ二識れ会そ対作
にちこ多ものたがいば二が、とし象し
、のうぐみ苑、低事か（'|：粋地県てはて
四三しっら言四下件な、し主股、、い
lli八('Ｍくれノ」七しがり’''１〈の地召貿て11$％櫛謬ｌｉ洲|【Ⅷ艸艘』蕊MI1hilj#|川iinIキミ船ＲＨｉ１１ｊＭｉＨ３:Ｍ
#W1R3慨：'１１》ネ調糊珊illlMj：1に
‐をの能、。で主あ惇、－１こを下六いつ
〒みなだ三小必ｖｊげ’'１収以も杵でイl【係て
さＸ：【iii！;ビリ舳卍職ＭｌＭｌＩｌ
ｎＴよあの名事認事、いＩⅡああ萎収地を作１１うるでｉｉｉｉ三め（'|：とた当るら縮売り’’'１人
一。。あ’よ宅らがこつす・わし渡き心の
四秀ろ、喜れ、にてる取れた計一上に手
八川う股典九ははいよ下てもｌ１ｈｉげしに
iilii:!;：'4Ｍ,１２Ⅶ：川“Ｗ
調特兆１１改にて主と質はしし案すの戻
停徴、会革っみがをの、、て、るへせ
’'１を四や｜Ｈ１きら、う蛎一洲い股リ,Ｌと土立よ七胆係行れ渦かＩｌｌ：－倖つｌｌｌｌへ変か
件〈イ|：ｌｕのわ、惇がの（'|：にた調小化ら
＃，i>Ｍ１＃州１M組リマ純擬朏｣＆
、６作で能も関をるが依てれノＬ－い主
ｉｉｉの主かノノのへ係断。、然もは条の〈に
イ|；とg1iなにで運事念中減半、、三liM（こよ
“W3iiIBl4H浩ｆ勢1脚：,Ｍ２iｻﾞ１
倍よ洲信れ革三Ｉｊ１つ、こｌＩ２ｌ処姿なき
近う体籾、の件向い成えの７１１'１勢る」：
く。事感三進あがて立る小にがが゜げ
、件を宅行る、のに高作みな、の
八は（)|《記と・よ特まいＩＨ１らさｌ１ｌ１可
○、つ述と小〈徴で比係れれ七能
件全てにも作あとい率調るてイI：ヤlH
と国知よに主らしたを体よいには
なでらる、事わてる示’'１う〈人狭
、ｉｉｉ￥蓬：リギ1,j鍬M1IミZぞ：
○余しい川しはい主な、数１mに斬れ_１１１か九のた、る１１１対四は‐L『よた、
的なとマⅣ（主。立立六、イドつなリ｜
塘〈：言Ｗ'〈洲|ﾋﾞｻﾞ鋒ｍｌｌＭｊｉ
多そかアな小のい比か、幅委げ
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こ
こ
で
注
Ｈ
す
べ
き
は
、
一
部
返
還
の
内
容
で
、
資
料
上
の
制
約
か
ら
、
こ
の
返
還
耐
枇
を
明
ら
か
に
し
御
な
い
が
、
当
時
の
股
仙
郷
職
且
か
ら
の
聞
き
取
り
調
査
に
よ
れ
ば
、
法
外
に
し
て
も
依
法
に
し
て
も
、
調
停
成
立
に
い
た
る
際
の
地
主
の
説
得
力
法
は
、
廿
土
Ⅲ
行
を
前
提
に
し
て
、
溌
歩
さ
せ
る
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
Ⅱ
土
価
絡
と
地
価
の
比
率
か
ら
、
係
争
地
の
三
割
か
ら
四
割
の
引
き
上
げ
を
認
め
、
数三二件巾、内容のわ上
還
に
い
た
っ
た
も
の
は
、
一
あったことが判明する。
週数ｉｉｉ立にのこの作郡立いに三年１１１１証は方う三主にも方
ﾋﾞﾎ；蝿lij1ボ；Wll＃た、革洲けの事作るの、て。法；Ｗ蝋鰡ｌｌＭｉボⅦキ：鰯はので果料に掘のだをＩこがを林
三洲gjiin,1塁肥ＭｇＭ乳『箙;iii#蝋磯然を立み、がにみ事て比主と一iil窪：；：諏霊：鮴111．報１＄：iii曇鯏羅liMお返深が題Ｉよがでにのれが八
り週刻ＪＬと者かの活小る「１件、七な四いえな小発作三Ｍ/：、Ｗ'iii1世ｉ鯛蕊矧iポマ拝l1iiii：Ｗ１ｉ》Ｗｆ院Ｉ脇ｌｌｌ
ｉｈ鮎愛鳥淵ｆｉＭＭ三
、純：洲ボル１Ｍ'ｌｉｉｌｌｌＩ嫉!隣IlUli
、］［立り点こＰ１ｉのノ［つ行二jlilll；培洲|灘Fll,ｌＩｉｉｌ返ながないら極お、て、と
通り椎りてし的けｉＵｆ、水な4』（、定低はて介る川先’１１り
例（Ｉ１さい、も人（'|：県述’１１１，－のられ数こ、、数はしをど○選かる（|(（れ改小の、九除の二繊練ji1：１１|i論#で返件、に半趣、分小lＩＩＩｌ
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七九と性’11Ｊは得をしきとをたこそ残
年次’２１もイ1（村いなと、」このｉ１１１場とのり
のに作か拠農ういるこげ係滅合を士をみ、地〈を地ま６かの合わさに地地小を法を、与・委でのど範意りせは主が作li洲？倦酬Ｍ；WMil;、８ボ牒紫とＰ;‘り謝れでくがをこの作まは諾地残法しにだ）lIi〔ずは、、雑え事洲わやさのすのてつさ法、対－調準る後停な、せ範とMlW洲紮妥処部停と地IMIのけ小、'１Nい－上みＩ,（三Ｗ鯛ｻﾋﾃ}<ｶﾞﾐｶﾞl1ilXZ
Tげてり項所なでに、作とたな係入りの迩罰iii、濡慥洲馨liiW：舳洲鮴、うしのしの作い調対範がか続作も土１Ｊ。ｉ(）論ても関た整立｜】|’よつさ地のと￣ｉｉｉ叫瞥洲勇ili陽MiA塩ギビ馴亙１塗跳＃：鰍ｆ蕊|：１５：；残な深作枕い立係そ、てＩよとた、６舵糾'11：８'《蒲jl1i“’６脈Ｈｇ外い対比可し多に、範･述ずうやう
ｉ鰄;雛蝿!｛蝋｛灘1雛維“liiiYi瀦鮮菫ii嬢；上酬料ルキＺＭ糊Ii蕊：,i､Ｒｌ１：flF￥維鯏硫勝削砺IIi：；
、〈当に上小に選、象統あｌこの買て
○こ物ヤ１Kは、作は別取と制りも対収は三こ語をいｌｌｌｊｌｌＨＩ、さ下しは力、立対、
でつ付る有係全れと九、と小が象たはて与なのは部、い゜上、作充とと
、いさら１１ミ、返１１Ｍうし地そＵＬ１４１ｉすえ
四るれば野巾還し形かり｜れ係しる、
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法
環
志
体
節
九
十
一
巻
節
一
号
一○Ｎ
こ
の
年
の
法
外
調
停
巾
立
件
数
は
六
三
件
で
、
川
六
年
よ
り
減
少
す
る
と
は
い
え
、
依
法
洲
伴
ほ
ど
極
端
な
減
少
を
示
さ
な
い
。
先
に
み
た
よ
う
に
、
四
六
年
の
後
半
か
ら
、
土
地
返
還
に
い
た
る
紛
争
処
肌
の
菰
心
が
、
依
法
調
停
か
ら
法
外
調
停
に
移
行
し
て
き
た
こ
と
が
わ
か
る
が
、
四
七
年
か
ら
の
改
革
の
展
開
に
よ
っ
て
こ
の
傾
向
が
拡
大
し
、
こ
の
年
の
調
停
は
、
法
外
調
停
が
よ
り
大
き
な
ウ
ェ
イ
ト
を
し
め
る
。
調
停
結
果
を
み
る
と
、
成
立
件
数
三
○
件
と
丘
判
を
切
り
、
全
国
水
準
の
成
立
率
（
八
五
％
）
と
比
べ
て
異
常
な
低
さ
と
い
っ
て
よ
く
、
一
〃
で
、
収
下
件
数
が
、
二
二
件
（
三
江
％
）
と
か
な
り
商
い
数
仙
を
示
す
（
表
３
１
９
）
。
こ
の
こ
と
は
、
胆
地
洲
縦
法
九
条
三
項
側
述
耶
件
の
処
皿
に
ま
つ
わ
る
当
叩
背
の
利
将
対
立
の
皮
合
い
が
、
四
六
年
よ
り
一
段
と
低
下
し
、
法
外
洲
体
の
場
で
、
当
邪
打
を
「
合
意
」
さ
せ
る
と
い
う
契
機
が
さ
ら
に
後
退
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
農
地
改
革
期
の
法
外
調
停
は
、
本
来
、
調
停
者
（
Ⅱ
小
作
主
事
、
県
農
地
課
職
員
、
市
町
村
農
地
委
員
会
）
の
政
策
意
思
を
貫
徹
さ
せ
る
と
い
う
契
機
が
強
か
っ
た
の
だ
か
ら
、
こ
の
〃
向
が
さ
ら
に
徹
底
し
、
成
立
ｌ
つ
ま
り
、
召
“
」
そ
の
も
の
１
－
を
必
婆
と
し
な
い
と
い
う
契
機
が
蝋
火
し
て
い
る
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
こ
れ
が
、
農
地
改
革
の
本
絡
的
展
開
に
起
因
す
る
こ
と
は
明
白
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
事
態
は
、
四
七
年
以
降
の
依
法
調
停
が
、
取
下
率
を
机
対
的
に
低
下
さ
せ
、
土
地
返
還
の
可
能
性
が
高
い
も
の
の
み
が
仙
川
さ
れ
て
Ⅲ
さ
れ
て
く
る
場
と
な
っ
て
い
っ
た
鞭
態
と
Ⅲ
即
的
で
、
依
法
調
伜
を
巾
し
血
て
る
地
主
は
、
か
な
り
の
覚
悟
を
き
め
、
厳
選
し
て
巾
血
を
行
う
一
力
で
、
法
外
調
体
の
レ
ベ
ル
に
と
ど
ま
る
限
度
の
地
主
の
抵
抗
は
、
も
は
や
「
合
愈
」
に
す
ら
い
た
ら
ず
、
政
筑
的
見
地から取下を勧告されるような対象へと変化しつつあったのである。
また、法外調停の成立内容についてみてみると、内容の判明する一五件のうち、返還にいたったものが、一二件と
か
な
り
多
い
。
こ
こ
か
ら
は
、
法
外
洲
停
が
、
股
地
調
縦
法
九
条
三
項
手
枕
と
携
接
に
側
迎
し
た
返
還
耶
例
抽
川
の
手
続
の
性
絡
を
も
っ
て
い
た
と
い
う
、
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
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なうにｌＨｌがえし小なもあ１１１１項
り、、係偏る、作かまつ内手こ
徹改腰の念こ小洲にちたで続の
Ｉｌｉ郷iii鷺郷lli:ﾆｲiflI;甥
てほ１１統つ多馴＃に九なででのになぼ会｛Iiりて々三規五いあき延、
さ終のとおあ宅疋○。るる長改
れ了Ｉｌｌｌいらる再さイドたこよ的革たしにうず￣リＬれ－だとう手）０１
７１１：土も児、とはた)１，はに続に川時信地当ＷＴ、Tl「ここいなとは::綱型Ｉiii輪IiiiMii(iliii羅鍾Ili筐鰯鋤う農にＡｌｊ－のとの農つ、るの通ilil鑿Ｉｌｌ蜘鴬iiM霊＃illI言溌繩Ｍ灘朋Ⅷ崎、腿こがな醗熱iii鱗存きあがし愚（些会み改改改調麟繍霊i鮭鯛lii腔塑肺餓測：Ｍ讐慨ととあうう、会かこき政筑と低力(基；匝亟；Ｍ１森と雌治のも下二め、ででＭ１４３１８ｕＷミＬ息ii8色：Ｍ|;'１曇；農艘＄M1ii(Ｍｉ増占|；ＭＮ：旅plRぞ認でが三の、でがり（よよい杭、であ、毛意巾ああ、、るうはｌｌ２
ｉｉｉ§元'（￥ｌｌｑ細iii繩１４％・改八先、農感、llJI1iLでが外llIi（革○述二Ljuli1jこで庁あ、調〃〈
力ｉｆｆｌＭ誰挫綱２万騎紮
かいうノ１１会じヌイ正のとに範三
戦
後
改
革
期
の
小
作
調
停
は
、
し
ば
し
ば
、
「
改
革
の
が
れ
」
の
た
め
の
手
段
だ
と
い
わ
れ
る
。
こ
の
時
期
の
小
作
調
停
申
立
に
お
い
腿
地
咳
琉
法
の
柵
造
（
二
・
光
）
（
川
Ｕ
一○瓦
三
、
小
ｌｉｌｉ 
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法
学
志
体
節
几
十
一
巻
節
一
号
一○六
て、地主が多数を占め、これら地主による申立が、、作恕農川設特別描職法、農地調縦法の枠のなかでは直ちに実現し
御
な
い
土
地
返
迎
を
求
め
て
行
わ
れ
て
い
る
と
い
う
点
に
注
目
す
れ
ば
、
そ
の
よ
う
に
い
う
こ
と
も
不
可
能
で
は
な
い
。
し
か
し
、
そ
も
そも、農地改革という事業は、、作農創設特別摘侃法、股地洲縦波に規定されたシステム－選卒制農地委且会による
醐樂の遂行システムーのみでなし得たことだったのか。本歳で問題にしてきたのは、まさにこの点にある。改赦巾鰯へ
の核となる市町村農地委員会が、様々な点で問題がある以上、これを改革法の矛定する珈業を遂行し得るだけのもの
として機能させるには、諸々の機櫛が必要だったのであり、小作宵によって脂導された小作調停、雌農地課職員に
よ
っ
て
指
導
さ
れ
た
法
外
調
停
は
、
そ
の
よ
う
な
搬
栂
の
一
環
を
形
成
し
て
い
た
。
むろん、調停であるから、当事者の意思の一致が必要であり、その限り、地主の「不当」引き上げを結果した調停
も存在し得たことは否定できない。しかし、もともと政策誘導の契機が強いわが脚の調停では、このような方向は、
極力抑制し得たのであり、戦後、とりわけ、改革期の調停がそうであったことは、取下を追求し、成立事件を厳選し
たという本節での分析に照らせば、ほぼ間述いないことであったと思われる。このような事態は、師川側のうちに、
選挙制農地委員会によって大且の農地の買収完渡をさせるという農地改革のあり方が必然的に生んだものだったとい
えるのであり、この文脈で考える限り、小作調停、法外洲停は、帆なる「改革のがれ」の手段とは言い切れず、改蛾
瓢朶を妓終的に補充するシステムのひとつだったということができるのである。そして、買収計画の立案、股地洲縦
法九条三唖手続、小作調停、法外調停の迎拠が、どのようになされるかは、それぞれの地域がかかえた市町村農地委
貝
会
と
農
村
と
の
即
離
に
規
定
さ
れ
て
多
槻
だ
っ
た
の
で
あ
り
、
そ
の
距
離
が
、
相
対
的
に
小
さ
か
っ
た
香
川
県
で
は
、
法
外
調
停
の
ウェイトが高く、調停自体が、「合意」の契機のより小さなものとしてなされる傾向がみられたのである。
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しかし、そのような香川県においても、法外調停のみで小作関係の統制を完全に行うことはできず、肢終的には、
依
法
調
停
に
よ
る
解
決
を
必
要
と
し
た
。
改
革
期
に
人
っ
て
も
、
依
法
調
停
が
、
数
を
大
幅
に
減
ら
し
な
が
ら
も
利
川
さ
れ
て
い
っ
た
の
は
、
こ
の
た
め
で
あ
る
。
（９）正確にいうと、高松市については、左表のように、戦前期はさほど争議はないが、一九四○年に市域が拡大され、有名な「伏石争
議」をみた人川村をはじめとするいくつかの争議付を合併したので、この拡大された商松巾には、争議が多くみられたといえる。
何
川
映
に
お
け
る
戦
前
の
小
仲
如
跳
什
敗
（５）註（４）及び、一一
（６）註（４）に同じ。
（７）一剛渦四六年五月一
（８）誹（４）に同じ。
（１）「腿地改紘資料災成」節一一巻九二三頁以下参照。
（２）「腿地制喚問料災成」節二巻三Ⅱ八ｎ以下参照。
（３）満水血義氏よりのⅢき取りによれば、農地調粧法九条三執手続、法外調停という一巡の馴務のなかでは、
ら
、
巾
町
村
魁
地
委
日
会
の
掛
記
の
能
力
に
負
う
と
こ
ろ
が
大
き
か
っ
た
と
い
う
。
（４）「股近二於ケル腿地耶柵概要調査ノ件」（一九四六年Ⅱ〃二五日）。
（５）註（４）及び、前掲一九四六年五四二日付け「概要調査ノ件」。
前掲四六年五月二一Ｎ付け「概要調査ノ件」。
谷
川
咄
「
剛
Ⅷ
一
三
年
小
作
乍
舐
舵
澗
停
概
要
」
よ
り
作
成
。
魁地汕椛法の柵造（二．完）（川、）
県
の
脂
導
も
さ
る
こ
と
な
が
一○七
ノミ
１０ 
』Ｉ
円一三
トハトハ一一一
一○七灯
小Ⅲ師’
一○一
大川〃水川〃商松巾什川那雑歌郡九ｍⅢ仲多度祁蔑臼祁
六○Ｌ九八リヒー几一
。｜、ノ、ノ’７Ａ〆乢一二○●一一
Ｌ一
一八聿
一几し
一Ⅲエハ○一九九異几一九八》．．、，
一六几｜
｜・■ノ／０、
１．．一丘Ｉ一一一
●。●｜
◆矩→－
１元｜いく一
九Ｌ
匝川一
几人
年二九二四’一九三○二九三一’一九三七
〈、
４ 
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（い）謙（７）に同じ。
（Ⅱ）満水Ⅸ義氏よりのⅢき取りによる。
（吃）説（４）（７）に同じ。
（⑬）争議単位件数は、小作調停書類から算定した。
（Ｕこれは、秀川県庁の小作調停関係謝馴のなかに編綴されていたもので、農林省を経山して香川県小作官の平にはいったものと思わ
れるが、現在、行凡の限りでは、この時期の小作謝停内存を記した全国災汁は、他に兄あたらず、肘航な浅科といえよう。ここに、同
炎の全文を掲げておく。
Ⅶ
法
竹
凡
Ⅶ
川
剛
Ⅲ
二
十
一
年
Ⅲ
一
Ⅱ
益
十
二
Ⅱ
小
作
地
収
止
に
側
す
る
小
作
洲
伴
珊
件
災
（
分
川
畑
Ⅲ
）
謙（７）に同じ。
満水Ⅸ義氏よりのⅢき取りによる。
説（４）（７）に同じ。
争議単位件数は、小作調停書類から算定した。
法
学
志
林
飾
（７）に同じ。 節
九
十
一
通
節
一
号（）（〕
「、
ヒノ
一
○ 
八
全部小作継続
一部継続一部返迎
衿地を譲受け介部返迎
分部返迎
譲小
受作
人
その他
調停成立
不測
収
「
その他
;Ｉ 
済
咄Ｉ 
米
済
食概難打開復仇疎側による過剰労働〃澗化飾三収柵付より返遡紛求地主旧作地主のⅢなる川上期限到来小作料未払鋪三打に売却第三者に賃貸地主に撫断転伐小作人怠附什地提供趣物築造 地主のⅢなるⅧＣＣ － 
一○○←ハーーー．Ⅲ一○脈一三瓦二九一一一一一ハ一一一二九几■◆ ・ＩＩ 
一六○一五二一八セユ六七つ１つ１１Ｊ 一一四一一一エハ八八己●
○ 一○一一三八一○’ 八１ し
。Ｉヨ、ＤＪⅡユＣ〃一八》１．１１１ －－ハ四五一○。、ユニタ一○一ハ●● ｝一一一
四し二八一○●● 四○
○ 」、｜〃●●● 
● 
一一○Ｌ ’ 八四一一一一
。》、ヱノ一四』てｏ、ユノ』、』ノ△、ユニノーーー－－－ １ Ⅲｌ ｌ 
○ 
ｕ Ｉ ｂ 六○
っ、ユノ四一一
Ⅶ七六一
Ⅱ 
二○六三几七七二八一一一一八一十ハー土ハ
四一一一
六八六一二○四七○八一一（六豆Ⅲ一ＮⅢハユニバ四冗匝七八二六九二三一○八一九二Ｗ三三五一一五二○四九し一一一一Ｌ Ⅲ二八四一一派 Ｃ、４．〃四九の◆●の一一四一 八一七八一一一一一九三五二○しし一派
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Ｉ７１６Ｉ５ 
ｉｆ職淑
（加）脈（肥）に同じ。
（皿）このことをとくによく示しているのが、二三号馴件で、そこには、綾歌祁山内付の一Ⅲ件と秀川県多肥村の一八件という、内杼的
にも空Ⅲ的にも全く離縁の叩件を一つの耶什耐冊で細綴してある。これは、このユっの村からの問い〈川わせが、偶然同じⅡであったた
（肥）香川県庁に残されている小作調停関係替類は、戦前の小作調停書類同様、調停受理報告書、結果報告濟からなっているが、結果報
併譜の記城方式が、極めて簡潔で、成立、収下等の結果しか記叔されていないものがあり、その結果、成立六○件巾一Ｗ件は内容が不
明
で
あ
る
。
取
下
に
つ
い
て
は
、
そ
の
傾
向
が
さ
ら
に
強
い
。
（、）誹（４）に同じ。
（”）法外調停については、処班結果がわからない６の多く、成立三七件、取下ｎ件を除いては、結果不明である。
（羽）一九四六年五月一日から六月一○日までの法外調停記録をみると、この間に返還の形で終了したことが確認できる事件は、五件
（五Ⅱ二三Ⅱ以降では三件）であるが、先述したような、複数邪件が編綴されているものが四件あり、この複数事件を佃別耶件に分解
した場合の総件数は、三八件（ⅡⅡ二三Ⅲ以降では三六件）になる。このうち、どれが「争論」とみなされたかは不明である。
（四）この二四件巾、どれが「争議」とみなされているかは不明である。
脳
地
改
航
法
の
柵
造
（
二
・
充
）
（
川
Ｕ
一○九
めと思われる。
－１IUIl l1li l》lii 
illi 
へま
一で
九の
ljI1iWi 
六川
’illlト
ハ作
七調
４蝋
に
よ
る
〈
備
考
）
既
済
総
件
数
四
五
六
九
件
の
各
控
訴
院
管
内
別
内訳
束
京
一
Ｎ
二
八
件
大
阪
七
八
三
件
渦
古
陥
一
七
九
件
広
脇
川
一
七
件
梛
岡
し
○
一
一
一
件
海
域
八
爪
七
件
札
幌
二
三
ｈ
件
ノ凶
ＯＵ 
Ｉｉｌ 
○ 
三
七
一○○一
ＬＬ ｊｊ 
三八三
一八Ｗ
八○二二八
一レハ一エハ
この
－￣ 
ｍｕ０Ｓ１ｓ、ＩＬＵ０Ｆｒ■ユロノ○０〃
七
三
一▲。
′、
、作脳川投川仲村の唯祈椛確保その他
Ｉ’ 二○○一一一
●ロ●一一ハ
→、ユノ豈
二九一○
ｌ’ 一九
●』、■●ＬＣ〃’一
汕・一一一咄付一一一杣
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農
地
改
革
事
業
は
、
日
本
国
内
の
農
地
を
一
筆
単
位
で
こ
と
ご
と
く
洗
い
直
し
、
小
作
地
の
八
割
ま
で
を
買
収
す
る
と
い
う
画
期
的
事
業
で
あ
り
、
そ
の
成
功
の
税
度
に
つ
い
て
も
、
他
国
に
蹴
例
を
み
な
い
ほ
ど
の
成
果
を
お
さ
め
た
事
業
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
ま
た
、
こ
の
事業は、戦前期、強固に存在し続けた地主支配を解体するというドラスティックなものであり、それだけに、ＧＨＱ
の支援がなければ決してなし得ない事業であった。
第
一
章
で
み
た
こ
と
は
、
こ
の
農
地
改
革
政
策
が
、
い
か
に
農
村
の
実
態
と
距
離
が
あ
り
、
そ
れ
だ
け
に
、
こ
の
よ
う
な
事
業
を
迅
速
に、かつ、「民主的」に行うことが、法制度上、行政機榊上、いかに複雑な配慮を必要としたかという点であった。
農林当局が、農地改革法令によって意図した「指導による自主性」は、小作階層の比重が大きい階層区分制を前提と
した公選制行政委員会を在地レベルでの執行機関として位樋づけることにより達成されていった。それは、当初予定
さ
れ
て
い
た
農
地
委
員
会
の
全
国
的
な
系
統
的
完
結
性
を
変
形
し
、
中
央
と
都
道
府
県
農
地
部
の
指
導
体
制
を
大
き
く
割
り
込
ま
せ
る
こ
とによって成し遂げられたシステムであり、都道府県農地委貝会の活動領域を狭め、市町村役場との機構的述絡を断
ち切り、市町村農地委員会の書記を都道府県農地部の直接掌握下におくというような措置を経て、はじめて成立し得
お
わ
り
に
２８２７２６２５ 
星腿註星
：＃弱：
髄にR
iilliIqili 
腿野敏叩割廠水腫義、両氏よりのⅢき取りによる。
星野敏明氏よりの聞き取りによる。
法
》
韮
心
林
第
九
十
一
巻
節
一
号
星野敏男氏よりの聞き取りによる。
一
○ 
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地認IIv存け機議
改・かイl；水にとり’こilliMj:ii鯰：ｆ鰹は｜iiiiそil1Hi繩ｉｉｌｕそにリ,Ｌ、対事の地し#鰍ｉＦＩｌｉ１ｆＭ繊理の心ら、１両し大、会行
構のず折のたき修へさ造部、願発行〈正のれ
つ分まに言．川左の訴九
〒に九よノノ県右過願改
完お、ろがでさ程Ｉ|’革
一いそ政人はれで立』}ｉ
ｎての策き、るあで業[Ｉ、よ洲く戦もつあを－人う縦、ｉｉｉのたつ、
しながそ米でがた尖
たイト、れのあ、。施
修点農を腿つ歴第過
ｊI（が地背１も土史二ｉｌｌ１
なｌ収改｝ｉｔ皿。的章で
くり革と勅にで訳ｌ
尖上IIJ（しのはみ縦
行げ筑て影、たす
さらの映粋地よる
れれ論のカニこうも
ててEl1｝Ｉ１ののにの
いも的禅強改、と
く、核（〕さ革こし
こほ心力、と事のて
とと刑｛な、業過設
とん分りそに隈定
：鯏ドド灘ｉｉ
ｏ認地てつ｝氏構の
香のの行て抗造が
川結確わ強と的、
県果定れ化いにＴｌｊ
でにとてさうはＩＨＩ
のい所いれ契、村
二鮭ポゼＩＦ灘＃
-.縦と排の１１ちの貝
ｌＲｆＭ衿澁ぞＨ含
イ、のな行れをの
ンH2砿４１ｉのだ契異
で主の機はる
あ保拠こ能、機
つイｊりのしそＭ；
た地）ﾘＴよ得ので
とのはうな内あ
い－，１こか容つ
つ方注しつがた
て的令てた農・
い進の生の村呪
い定厳まで尖火
。とＩｆ１れあ態の
農－なたると耕
林’'1Ｊ解ＴｌｉｏＭｉ作
当歩釈１１１１離者
局以・村のの
が－k火腱あ地
、の施地る位
膨ｌ１ｌｉと委もに
大『（い1１のひ
なにう公だき
〕、つ点はつつ
牒いに、たけ
をて求そだて
発のめれけニヒ
し買らゆに地
て収れえ、所
TIIとたに右イｊ
ｌｌ１Ｊい。、の｜iii村うそ胆よを
農、の村う配
地機存のな分
鯏＃iii鯉
の業は一とい
'二Ｉを、定らう
主短不のな、
判）０１イI１Ｍｉい人
断ｌＩｌ１ｊｍ雛｜Ｉ｛規
範に］《をり模
ljlI断所もＴｌｊな
を行イ]「たｌＩ１ｉニヒ
狭す！Ⅲざ村地
めるのる腰所
たに一を地イｊ
のは１１（得委椛
もま！’ず１１１の
、さ収、会具
まに、そ’よ休
僖：liii1＃
の
こ
と
と
照
応
し
て
い
る
。
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６ノバれ化を公Ｉ１ｌｌら起対婆
あ水、をえ平’１M（農Ｉここ立求しつ的リＩＬ図な１－を林深りがをか
たにIMAりかな行行刻、各ノ,（し
ｏｌＫ地、つ状つは化そ地木、
まiii【課必九ｶＡ/こ＼されで奥こ
たさ職要。がが巾せを腰機の
、れ風にこ」|：、町る文Ｉ)}Ｉとよ
計ｉｉ、の応のみそ村こ了,｝ししう願逆’''１じ場１１１れ農と等たたな処にでて合さで地にに。ニヒ行H'１，は土、れも委なノムまｌｌｕｌＩｌ
:＄ｉｌｌｌ鮒iMi：西lliii賎、惇の分部に売能雛ｌｌｌｒｉｉｊｄい
LMii艀'（Ｒ１ｌｌＩＷザメ,《Ｋの否」こつ職て，ＩｌＩｉ危るら必、
轍ｘ＃為鼎'４サガ匡蝋ｉＭｌｉｌＭ蝋：＃,,ｍｌｎｌＭｌＭｌ対のさ±そ村、］：難か，,ｉ，ｕｌＩＭＩＩ￥W311iil1Iilli）Illi1iLLwi てがい按断姿｜Ｈ１１１，１合、改に二i色ⅦiiiⅦ？Ｍゼガ"《たこ、与Ｉよど地ばのよづ蝿撚ｉ１ｌｉ下そ願存し，,,，，ﾘ，委かとⅡ，域さの蛾在てになし』らも対でずこ決に、人ニヒ会、な的あ、とによそつ地が食うなつlli締ぞDvi:；ＷｉＩＭｉ腿１冊Ｍ１Ⅲ'1諾ｆ,|,迩惚地れ、な置か小さるギリ化、委て法り｜の作れ土，川と地１１棄外ス法）ﾄﾞ,，，,,，な地係と主;;;雛『：lli;鯛
でこは行適ざ司々を多刻確
訓と、わ正るイなさくな保
農
創
設
特
別
措
置
法
王
あ
ら
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
法
学
志
休
姉
九
十
一
巻
第
一
号
一一一一
卜
は
、
郁
巾
計
画
と
い
う
別
異
の
政
簸
論
皿
と
の
調
柚
、
Ⅱ
土
Ⅲ
桁
の
算
定
と
い
う
所
打
椛
配
分
自
体
に
は
手
を
ふ
れ
な
い
論
点
、
あ
る
い
は
、
農
業
川
宅
地
買
収
と
い
う
農
地
以
外
の
問
題
に
傾
斜
し
て
お
り
、
所
有
権
・
桃
作
権
が
問
題
と
な
る
場
合
で
も
、
そ
れ
は
、
ｎ
作
農
創
設
特
別
措
置
法
一
九
条
訴
願
、
農
地
調
瀧
法
附
則
三
条
訴
願
と
い
う
、
問
題
の
質
自
体
が
か
な
り
嬢
小
化
さ
れ
た
局
面
に
集
中
し
て
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さと全111Ｊ得終模法に
れとまに付る的三上農柵よこ
てもず（ｌｉｌｌｆも調地地停るの
いに、勅地の粧所改の〃〈よ
農嘱,Ｍｊｌ爾曾llli3＃Ｗ鯲地こイＩ的る会たとＩＩＩｉ、、体、蕊れ地前かでだし１１`(そ及を呑餓礎慥戦Ｍ１蕊ⅦＸ紐１１
構つノハしか九、術う心体す訴造て（l【てはが）制しリド部とる願
＝、に、、、翌’て態分しＩｌＭｉは
了多つ保人」ｌＵないをにて造、
完〈い行い主配九！'Ｉ（おので農
一のて地に．慮・視い調あｊｍ
ｉＴＴ小のを疑小がこすて伜つ改口作チ全わ（'１；なのる、のた革一ｊｕエ耕しＩＨＩさシこ小意こ政
がシ1世い係れスと作味と策
、クのとにてテは地でに実
一が－こ－いムで賀あｉ１ｉ施
↑'１い定ろ歩たはき収つ｜］の
のれ割ｌだ蹄。、ずと九し厳
ノパら合つみ買こ、い・な桁
地れに九込収れ＝こうけさ
にる限かま売が地政れを
よこ定らね渡窓リ｜策ばよ
つとすでば計・意きをなく
てにるあな画的上確ら示
Ｉ］よこるらのにげｌＪｉｌなし
収つと・な立皿のといて
さてをい案１１１法し。い
れ、目ことさ『)て第る
るむ標のいれ秤掲三が
対やとｉＷｉうれ認げ厳、
象みしの点（まとなでそ
でにて’１１１で、いが検れ
あ保逆題は農うら対は
るイ丁算で、地シ、し、
こ地式は正改スー九｜両I
とがに、確Ⅶ'ｆテ方の１１ｹ
が拡保Ｔｌｊにのムではに
ｌﾘ１人有１１１「法成を、、、
示す現村の果二上わこＴＩｊ
－さる模磯運を」１１がのＵ１Ｊ
－れｎＪが地用人利ＩＦｌ法村
三た能き委をき川特外農
ｏＩｌｌｉめ１１行〈｜Ｈ１有洲地
そ’よら会つ縮係の伜委
し否れが土減の小と貝
て走る完ｉｌ７し岐規依会
停
す
る
こ
と
が
好
ま
し
い
と
思
わ
れ
た
も
の
は
、
「
取
下
」
が
勧
奨
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
れ
は
、
農
村
実
態
と
市
町
村
腱
地
委
口
金
と
の
距
離
が
机
対
的
に
小
さ
く
、
そ
の
分
市
町
村
胆
地
委
貝
会
に
よ
る
調
停
に
あ
る
限
度
依
存
し
得
た
、
谷
川
県
腿
地
改
革
の
あ
り
〃
に
川
米
す
る
も
の
で
、
こ
の
よ
う
な
鞭
怖
を
背
於
と
し
た
政
莱
判
断
の
き
め
の
細
か
さ
の
結
果
と
い
っ
て
よ
く
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
も
あ
っ
て
、
深
刻
な
対
立
を
は
ら
ん
だ
、
作
農
刷
投
特
別
措
悩
法
一
几
条
訴
願
や
農
地
洲
樅
法
附
Ⅲ
三
条
訴
願
も
、
多
く
が
取
下
へ
と
い
あって、
たった。
Hosei University Repository
味立でよ者つ付同刀村ひとFｌｉｉｊｌさで８ｋ畑拙lii磁酬：上総擁
県法iil・か傾思洲委上を委決士可にげ、噸iiil鰯iiiM鮒,《iii：鰍,《ホルi》母Ｌｇｌｉｉｉ畷，函鱗i1hIiiii織瀞ii蝋撚難麟灘溌鮒峨堤,《ｆＭｌ,Ｅいｔ棚jli懇lMjii相ねこ川ｌｕｌｉ１'（りつそてな当り’定で:ｉ，ｉ１鰯ドゼ用,,ｉＩ１ｆＭｉｉｉ；い太となけ几りと１１Ｊ、こすにノメのう艀餓ii謡ゼＭｉｌ藻１１iii難きｋ脈卿紗綱iii泓怖。塩舩ｊ,：繩ポ：繩iiiⅦそ：二！{ｉて体あ在識作あ、す度まり、しＩｊｌｌ雛、をりはし，Ⅱ，ろ腱る」二九、こて
をそ締、、、係。地際、、第れ、そのてそこ当の「,丁買にＴｌｊも三を土の意成うの』,「も町収、１１１Ｊう打知地
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縦にとｌｍｌｌｌｌ法あとを三二上
以機いいイ１１ち謝りなもＩＨｊＩｕし
」ｉイル九え川、伜、つイ丁手リ｜か
みとるるlHl行とかてす続きし
てしよの係ｌｌｌのわいるを上、
農きてうでの県IHlつた過とげ香＄た、なあ隙で述てとＩＭｉ１らを川＃洲肝乱ｊｉＩ４惚調L;“！￥ＭミｉＷｉ１ｌＭビズ(iiFぞ；iiiは:鯰；ｆ；＄ij；：Mililli通航し選うでｌこれ卜ので小のたへはて別はき、なはこあ作０１'１依u淋鋤!；i鯰il1i1iF麟鰯パ味、、格う願は例つ、くうⅧ蝋L1iilMh；＃鷺ill1lllll蝋llilliilli5l小、外号定とを三よの件５１$Ｍ<柵細&聖謡ネゼ2２Ｉｉｔｍｊｔ：qiiliMllキ階！』：＃洲ii淵懲iiiM#,１１つはら＃|ｉ〃くつなは１１Ｉ係股下
一て、れ造洲九要激例の地の派iili腱謝ＩＭＩ繩ザIMllii輔嶋
さ的停まよえしる’'１の法地
れな１戊れるよ、の過契九主
て洲立九ニこう依でｉ１１１機条に
でか職ま
反でｌ」ま
映、、反
し小ｉｌｉ映
て作111’し
い調村た
た';１１４よ
と係地う
いの委な
えみｆ１Ｈ
よ’よ会の
う、は対
。１１１１ほ立
ｌｕとが
当ん、
をど小
はＩＨＩ作
ず与謝
させ体
れず法
て、上
い小の
たへ作洲
がＬＦ１ｉ仲
、Ｌｌｉと
こがし
の、て
こ、ノＩＵ
と’''１１Ｍ
は的し
、に大
巾洲と
１１１１仲い
付にえ
股乗る
地り゜
委｜|｝こ
！」すの
会こ場
とと合
１４にに
村なは
のる、
Ｒｌｉｏも
雛リiしは
を股や
職地、
１１課各
Iililiillll 
のの当
形なの
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櫛が文でｌ１
Ｔ造、配、会一一は一の股が几
-，、気解業、ハ：秀こに体委食－１１１のせとＬｊＷｉイド臘時ば'２１会供、$Ｂ賞''11＄l1lii革、ノこの立か委
耐ＥｉＩｉ'（洲Ｌ－的をⅢ'’二つは
所ｌここ’'１つて、収形の、の、解
1%＃ii鍬；地てよクの’１，課いくイ述粥股
＃&モズⅦポビヒ研Ⅶii撰
硫なへた家す力l1ili苧jiiil2:鯰
ら報をｌこ体
れの含｜Ｈ１さ
るリド蔵係れ
の態しして
でにてて農
あよ（、い染
るつ九た委
・てとこしｌ
そ、いと会
しｉｌｊつはが
て１１１「て前新
、村いにた
戦岨いみに
後地・た設
｜］委農通立
木ｌｌｊｌｌｌりさ
股会改でれ
付と革あた
3%學ｑｌｉ
治と後そ業
・の、の洲
社ＵＩｉｌｌｕ意Ｗｆ
会離主味委
思われるが、そ一
か
つ
た
の
で
あ
る
。
思香した地云わさいiHl1gMi衙鐘！“
iii!;１繊鰯：騨繩鯉劃iililiillll；ti“；、が立村腱る耐に別号蝋蝋IlllI職11171鮒'(&１Ｍ鵬而雌iillljlliliillll3ビガli{lii鱗；'１１＃蝿委のと依迎主ｉｉｉ本ら曇111粒法係川雌協えを雛つ調に、とでる－はた倖よ成しのこうＵ、。をつ判な考と全Ｈ１本必て所が察が
惰対稿然の洲らかで,ｎｌ１ｌｊｉＷｉＭＣｌｌｉｉ；-す小析制じ（［かｌＬｌ、＿
るさ対度め）トリもで小六
こか象的て１１ｉ、あ作
とつと前な、比る調
はたし提し県衆と伴
なと九と得股的思〃《
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本稿作成にあたっては、香川県農林部農政課、香川県郷束書庫の方々には、資料閲覧にあたり多大の御配慮を賜った。また、
香
川
大
学
商
業
短
期
大
学
部
辻
唯
之
教
授
に
は
、
香
川
県
内
の
資
料
の
所
在
、
香
川
県
で
の
農
地
改
革
の
進
行
過
程
等
に
つ
き
貨
砿
な
御
教
示
を
い
た
だ
いた。記して謝意を表したい。
（
２
）
本
稿
第
一
章
註
行
）
参
照
。
（
３
）
も
っ
と
も
、
こ
の
点
を
論
じ
る
に
は
、
農
地
委
員
会
の
分
析
の
み
で
な
く
、
も
う
一
点
、
農
業
協
同
組
合
の
形
成
に
つ
い
て
論
じ
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
本
稿
で
は
、
言
及
で
き
な
か
っ
た
。
今
後
の
課
題
で
あ
る
。
膿地改革法の柵造（二．完）（川口）
－▲ 
七
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